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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

やすれも 11 i1 : たぬ峰の存 f五ですが絶えず何下 ) f の人命を、 X 総ゆるえt物

の ｊｦ 命を黙々と ｉｾ って、大切な ＦｾｾＺｉｊ をれしてん［ります

，シ7.J-シ式防水

のトilH虫材Hは35{1'. の椛 Itf と{，; Jl J  ; を; 守る

開 zfly位 置 をd
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ア ス フ ア ル ト フ ェ ル ト
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石 綿 フ ェ ノ レ ト
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メノレタイト ノレ ーブイシグ

キ; / " < レ ア タ イ ト
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コ ッ ト ン ブ ァ ブ リ ァ ク

(1 呼ドフ J プ リ ノ ク

グ オ ン タ イ ト

株 式 会 社

Z 英 語 ま

ド' グ印



日京絡め新進牧

ク 床 材ツ美 しく 丈 夫 な プ ラ ス チ

社

A

曾式株績紡東日

;'11 (202) 1  3  0  1  

屯 (74) 8 9 9  2  

大 阪 支 庖 大阪 市東区 高 閥 的 5 ｾ＠ 1  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 筒 口 町 1 5  - 1  

東 京 郎中央 区 八司 Ｎ ｜洲 Ｖｾ Ｑ 氾 (281) 0 2  1  1  

名古屋市中区御幸本町通リ 9- 8 ;[t (23) 0945・4414

東 京 本 社

名古屋営業所

4  

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イルリノ

t::ヲート'1' イル

ヌ揃ンジシート

'1 

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央区銀座 4 三 和 ピ ノレ

電話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和 ピノレ

電話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

o ソフトな感触

。優秀な耐久力

o美 し い 色 彩

東 京 支 庖

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈



近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る :

2 ・ト1:f 7EII '

( 中心吊自由開型)

霊1I 11 災 許 司 な し で

伝 熱 而 桔 5 0 m2以 卜 で

蒸 発 見 3. 5 Ton 以 J 二

ボイ ラ 効 率 85 96 以 上

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

Ｈカタロ グ御入用の 節は御申込下さｾ， )  

製 造 元

J  

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 路 市 憤 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電話 布 施 (72) 7713 ( 代) 7714 書

東京都千代田区神田三崎町 2 ノ26 電話 東 京 (301) 0403 (332)5310香

七年間研究の成果

⑪ 主 主 宰 川 銭 エ 所 昨 冊 目 (jHJ87jt
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. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

来 繁 援 護 家 に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独， 各 国 特 許

ｅ・ｅ ・・ ｅ ・Ｍ園陸軍田町『輔副織軸 匂 臨郡守ＱＧＢ町 、ｾ w 惜 ー 事彊

昌 明 也 ，

F 7・苧Z 噌 q

E 本 宮 具 製 作 所

創造元タマノ《ヲz. 様式曾，涯
型 1犬 優 焚

故 障 絶 無

錆ぴない岩佐のサ・ν シ・ドフヲー

当社の製品 はボンデライト をして焼付塗装 を して居ます

株式会結岩往鎖、工所

本社 ・本主1: 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 来 2 - 3 1 ffi 話 代 表 @ 5123 ・3000

尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5 包 話 代 表 @ 6 7 5 1 - 3



ぬ友計 E Eヲ目竺Plt 世毘全竺
τ  ー 電 話 大 阪 ③ 代 表 1416 ( 直通) 1011  ＨＺｑＺ ｪｾＩ＠ 電 話 東 京 ω 1) 2  1  1  8  

ニれカ、らの建築は，強靭で経済的な

ｾｊｉｉ 鉄経量形鋼で

設 計 施行 の ご 相 談 に 応 じます 。

カタログ記 ( 誌 名、1車業 ご記入 )

- プレファブ住宅カ、ら

クレーン付き

マンモス工場まで. ゲ

・不燃・耐風・耐震・白蟻

に無害 ，デ ユラボ、ン塗

装 で錆 にも安心，新し

し、時代の理想的な建築

ｾｉｾ 川鉄建材工業株式会社
押戸市東灘区魚崎町負崎700 電話押戸 8 5 局 ' 3' 3 (代表 )

ｾｉｾ 川鉄商 事柄京盆紅

ｾｉｾ 川崎製議株式曾批

a  



際 機B

￦ 溺鱗革命ｾ ・

i緩怒懇話P・
ｾぷ い・ ・
ｼ 綾ｾ ・ ・・
1機務省・

l 1l i 終 目

r  =・

<i> 
最新の設備 優秀の製品

建 設 大 臣 設録

( ト) 4 0 8  2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 ・手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 償

a・・・・・-....._ .・・ 4 畠.. - M  . . A. . .  -， 
ー. ' #11.  I  . "  ' " ｾ＠ . ・事: : r ｾＡｰＮｾ＠
- ｾｉｉ＠ .， 1 "  .， .  劇膏 Z ‘a- 1/1.‘  
本 底 尼 崎 市 久 々 全日字 コ エ 2 3 屯 代 表 (40) 5  3  4  1  

札 幌 支 J苫 札 閥 市 平 似 町 坪 似 5 2  2 電 ( 3 ) 7438 ( 5 ) 1519 ・伺 13

旭 川 営 聾 所 旭 川 市 市 笠 通 三 丁 目 電 5  0  9  1  

帯 広 出 張 所 帯 広 市 西 2 a長 南 7 丁 目 6 11! 3 8 5 6 ・3 8  5  1  

東 北支ｾ 仙 台 市 土 他 1 1  2 電 ( 3 ) 3 2 9 6 ・ 9 6  1  8  

松 田 営 聾 所 杭 岡 市 長 野 下 新 町 2 6 従 2  1  8  3  

新> 11 営 聾 所 析 潟 市 春 日 町 西 2 T 日 電 ( 3 )  1  4  4  3  

盛 岡 営 聾 所 峨 岡 市 来 f珊 城 ケ 出 町 1 丁 目 1 4 電 ( 2 )  1  4  0  7  

東 京 支 広 東 京 m 新 宿 区 新 宿 1 丁 目 6 0 電 (341) 2418 ・3696 ・9618(3509226

神 田 営 難 所 東京 冊 子 代 田 区 神 田 怯{ 同 T 1  2 山 京 ビ ル 電 ( 25 1) 6218 ( 291) 3841 - 4  

槽 浜 営 聾 所 間 浜 市 中 区 弁 天 通 3 丁 目 4 5 電 ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 営 聾 所 高 崎 市 下 相 同 町 4 2 9 11! 2 1 6 6  

宇 副 宮 営聾 所 j':  .Im 河 市 組 関T 1 丁 目 3 4 2 8 11! 7 7 2 2  

甲 府 営 揮 所 巾 f(.f 市 紅 梅 園T 2  1 電 2  4 ‘ 2  

水 戸 営 聾 所 水 戸 市 東 原 町 4 7  1  7 町 1 11! 8  6  3  5  

名 古 屋 支I苫 名 古 尾 市 中 村 区 広 井 町 2 丁 目 46八 洲 ビ ル 電 ( 54) 2  8  4  6  ( 55 )  9  7  8  6  

静 岡 営 聾 所 静 岡 市 音 羽 町 1 8 8 電 ( 3 )  2  8  4  6  

長 野 営 聾 所 良 野 市 宮 科 町 1 3 9 m: ( 2 )  5  2  9  2  

松 本 出 張 所 松 本 市 袋 町 1 4  9 電 2  4  9  1 ・4 7  4  4  

四 日 市 出 彊 所 刊 日 市 市 四 Y 谷 析 町 2 8 2 3 m 2 4 4 3  

大 阪 支 l苫 尼 崎 ‘ 市 久 々 知 字 コ エ 2 3 電 代 表 ( 40) ..s 3  4  1  

大 限 蘭 営揖 所 大阪市阿 ＱＯｾ別 区 三 ＱＱ Ｉ Ｑ 町 Ｑ 丁目 Ｒ 2 ノ 3 電 ( 11)  8  2  1  7  

大 眠 北 営県 所 大 阪 市 大 淀 区 天 神 情 筋 8 丁 円 2 3 m: ( 35 )  9  8  0  0  

神 戸 営 聾 所 神 戸 市 川 作 区 生 同 町 3 丁 目 2 3 m: ( 2 )  0  1  8  9  

京 都 営 揖 所 J j刊 日 市 中 京 1 "，vrr 町 通 御 池 上 ル 中 之 町 4 '2 m: ( 22)  0  9  0  0  

金 沢 営 揖 所 金 沢 市 栄 悶r 6  5 電 ( 3 )  3  1  3  0  

彦 根 営 聾所 ｾ 恨 市 l血 幹 回T 8 8 m: 2 0 5 3  

高 松 営 聾 所 高 松 i l'i i亙 」ニ 町 8 0  9  m: ( 3 )  4  2  9  0  

高 知 営 聾 所 開 知 市 氾 町 3 T 日 5' 0 11! ( 2 ) 1 5 7 6  

槽 島 営 輯 所 徳 山 市 船 場 町 2 丁 目 1 2 ;iI ( 2 )  0  6  5  9  

広 島 営 聾 所 広 1: .¥ 市 千 田 町 3 丁 目 8 5 6 ;;t ( 4 ) 3 1 5 6  

九 州 支 I苫 傾 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2  m: ( 15)  5  1  8  1  ( 15)  6  9  0  1  

m 本 営 揖 所 開 字 市 f何 千 反 畑 町 1 6  2  11! ( 2 )  0  8  9  3  

佐 世 保 営聾 所 佑 世 保 市 品 川 町 1 4 0 11! 5 5 1 3  

鹿 児 島 営 聾 所 1血 児 山 市 平 野 町 1 1 9 m: ( 2 )  6  1  6  2  
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法 定 不 燃 材

実ｾ］六 ｚｌ 揖ＭｦＺ
回初

〈カタログ贈呈)

川 ，1'1"'[工以 旭化工板製造株式会社

大阪曾集所 ・ 大 阪市北 ｉｬＨ茶 ｨ Ａ ｾｔＳＸ 地 ( 31 ) 6555 - 1  

東京出張所 ・千代田ｾ 神 ｉ ｉｈ ｉ￭ｬ ｉｉ 町 Ｑ の Ｕ 地位91 ) 6691 - 5  

工 繍 ー 尼 崎 ・ 鈴 JJI!.

⑥ 

同冨日置盈温・・・・E 圃 円
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. 明 日 の 日 本 を 礎 く - … -

H 汗多重岡

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E E冨

- 基 礎 杭

・ 仮 設

・ 地 下 鉄

建 築 1  

ビJ レ

工 場

発 電 所

学 校

その千也

- 隆 道

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

・j巷; 湾

・ 桟 橋

. f I f 白骨自

・ 機 械



アスヲアルト防水ほ牟限保鐙す3

日本アスフアルト防水工業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 (イ ロハl順)

地 区 会 ネ土 名 住 所 電 話一

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 ー 1 |②3458.4426 

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二日町 l ー 2 | ③7790側 35

井 上 涯 背 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島 I1I J 77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 渥 膏 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 一7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 (361) 5947・(371) 1337

高 山 エ 業 K  K  東京都千代田区神田小J II IIIJ 1 - 8  ( 251)0161- 3・1301--2

関 東 地 区

涯 青 建 材 K K  東京都中央区銀座東 3 - 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (921)0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 膏 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・(871) 2851

藤 井 エ 業 K K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
4zax 』

東京都千代間区神間同朋 IIIJ 3  (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 - 1 @7846・8476- 7

| 中 央 建 材 工 業 K K | 名 古 前中区 間JI日 ー12

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

! @0496…o  

⑧6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新UIJ 北通 1- 17 ⑧3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 - 152 @2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区駐日IJ 通 2 - 13 @7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 @5976- 8  

清 7)< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 @0251-3  

l 豊 示 建 材 K K  l 広島市南竹屋町

中 園 地 区 束 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22 ③2211・6302

工 業 K

K  山 本 商 会 松山市萱田J 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 ネ土 門司市大里束通10丁目 ⑧1468- 9  

安 藤 工 司E K  K  福岡市大浜 1丁目新III J 95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 @0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ( 53) 5281- 3  

-・



経室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

日湛ヌー1¥0_ i' ｉｾ ソイド

8 1  ]';"，Lテン1レ7イ》タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シー Jレセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営難所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6一101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工湯

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 39

T  E  L (39)ω2 4 - 5 ・2045 ・2079



東洋陶器の商標が統一されます

. 弊社では事業 の発展? と伴い営業品 目も 多 くなりそれぞれの製品に違った商杭 を用 いて

まいりまし たがお 客様の良品選択に混乱をもた らす 恐れがご ざいますのでこ のたび長年

皆様から親 しまれてき まし た下記 4 つの 旧商標を新商標 ~ノo! J ol ol<i に統合 す

べて の商品に統ー して使用 し商品に対する 責任をより 明確にいたしたい と存じます37年

1 月から順 次切替え を行う予定でご ざいますので倍旧 の ご愛顧をお願い 申上 げ ます

旧 商 標

ζ フb予 おμ

.:7..71<-

衛生陶器 付 属 金 具

5o!j oLoki )  I  : . ケ一割以

食 否li' I  本社 ・工場 小 !ro! i / 肝ケ 附o! i r "_i品 ぷケ崎市

大阪営業所 大阪 rnAf 区内腿陥 ( 23)  4518- 9  

| 索洋陶器株武安社 l  

• 1424  

営 業 所 'H .1;( ・大 阪 ・名，Ii 以 ・小 企

出 頭所 Ｑ ム ｊ［ ｾ • ，'::)松 ・札幌 ・II lr 台 . ＧｾＧ［ｩｬ ｬ＠

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 種 類 そ ろっ た 塩 ピ j庄板

ニューロンプレート

使いやすい 、 ト タンノj、波 の 普 及 品

ロ ン ガ ラ ス

用途の広 い、 透 明・ 半透明塩 ピ平仮

ロンフィックス

丈夫 で 汚れない ｉ ｴｴ 新のｾ Ｎ 担 ｾ ｰＧ占 材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と 定 評 の あ る 床 張 材

ロ ン タ イ ル

あ らゆ る床に 7 .'1チする 美 しい Tt 材

床 材 の 主 色 /

ロシヲイルK
30 cm X  30 cm " 厚 さ 2 mm 

ロシリウムK
182 cm 111 ・厚 さ 2mm、3mm・長 戸‘

従来のロンリウ. h ・し ノタイ J レの姉妹品と して、川口

ゴムの最新の設備で完成 したビ ニル来日床材で、色調 ・

j掌粁性 ・耐燃性 ・耐i自白|全怠ど桁段と優秀性を有 します。

ロンリウムK . ロンタイルK' i L 、ずれも 全層同質で耐

ｬ 学 粍 が 強化され、 然 もソフトな 質感は公共ｾ築 ・ ビ 、 ル ・

車輔の床 に ピッ タリとし価絡も 一層経 ｩ ｾ ＨＺＧＰＡ こ な っ てい

ます。

ロ ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 ・工場 東 京m耳飾区 本 凶 問 y 木 町 5 4 宿泊 東京 ( 697) 6141( 代書 )

蒲 生 工場 ｬ 命 ｊｩ 以 組 布 市 大 φ ， ［ｾ Ｇ Ｑ Ｂ Ｒ ＷＴＰ 活 ぷ ｬ， Ｑ ＮＹｉ Ｑ Ｈ ＰＸ Ｗ Ｑ Ｉ ＲＰ Ｓ Ｓ 描 ｊ 11 2  

外 国 部 前官/:1 ｦＭｉｾ凶 日 神川 鈴柏 町 Ｒ ー ＱＶ 司 Ｑ 話 寅奴 ( 目1 ) 3588- 9  

神田曹鍵所 1長官 Ii H lt 凶医神IA! 程if. 町 2 - 16 電:古 車前 (291) 制03": 4  

大阪官鎗聞 大 阪r ! i l科区 j t m屈 町 3 3  苫鴇 大 限 ( 27) 4358- 9  



• 

，ー

新 製 品

富士印ピニココI . J - J L

ビ ニ ー ル レ ー ル の 革 命

折 れ な い .ゲ

曲 ら な い グ

釘 頭 が 出 な い .グ

ゴ 卜 ゴ 卜 音 が し な い . グ

E盟冨冨. . . .  冨ｾ・

* J 工 S 規 格 の 級 材 を 使用 し で お り ま す の で 品質 が 均一 で 折 れ

ま せ ん 。

牢 釘 頭 が 全 く 外 に 出 な い の で 、 ゴ 卜ゴ卜 不 愉 快 な 音 が し ま せ ん 。

牢 温 度 変 化 に 対 し て 、 曲 っ た り 折 れ た り し ま せ ん 。

* 原 付 は至 っ て 簡 単 で す 。

本色 彩 が 優 雅 で ど こ に で も ご 使 用 に な れ ま す 。

製 造 元 総 発 亮 元

株 式 会 社 藤 本 鋳 造 鉄 工 所 大 阪 鋼 材 株 式 会 社

( 30 1)  2 5 3 ワ

T E L  東 京 ( 33 1) 5 3 ワ 6 T E 仁 代 表 ( 54) 1  1  6  1  

オパ ノール B Aシート国産化に就いての御知らせ

心ν ァ、。""' "'ν アHν 匹、> . n、、込庁、'"ヲ、、，.". 、も汽F、 。. n、"庁、古rァ、古庁、込庁、合庁、〈ν ァ、'"

弊 キ ｴ に ＱＯｾ t 、て過去四年間 ドイツより 直 接 輸 入 し、 革新的 な防水 用 シー

トとして、| 注屋 根 、 地 下 室 、 杭 梁 ・ 等 各 方 面 にわたり御採用頂いて居り

ます オパノール B Aシート が今回我固と ドイツとの技術提携 に よ り 国 産

化 さ れ るこ ととなり 、 タ キ ロ ン 化 学 ( 株 ) の 手 によ り、 生 産 を 開 始 し、

新商品名 「レオパノール B A J と して販売さ れ ることとな りま した。

弊主|ーは今後、タキロン化学 (株 ) と 共 同 して施 工 並 ぴに設 計 技 術 の 研 究

指導を行 L 、wi : t : ある施工を行う事となりま した。

ついては何卒従 来 同 様 の御 愛 顧 と御 指 導 を 賜 りますよう組 l願ι 、申 し上

げ、る 〉欠ffI です。

ｊ 角本ｾ｜ＧＮＡ品の詳細 ｬｉ ，￬ｊｩびに 施 工の Ｑ 卸 ＱｭＩ 合せは弊社営業告 ＱＱ 巡 御連絡卜 与るよう ￭｡ ｬｬ 胤 ｌ 、＼ＱＧ
し | げます 。

骨 日本綜合防水株式会社

取 締 役 社 長 山 崎 慎

本 社東京都千代田区神田猿楽町 1 の 9 大平舎ピル二階

市 話 (291) 1604 ・4302 ・6922

大阪営業所 大 阪 市 東 区 道 修 町 . 1 の 4 松井 ビJ レ

電 話 大 阪 (202) 6  8  8  4  



協和製品の特徴
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協 和 産 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 本 町 5 丁 目 1 1  lfi J也

'，12 訴 ( 代 表 ) 大 阪 25 - 5978 lfi 

* 京 都 千 代 m区 六 得 町 1 5  1脊 J也

必 ;};fj ( 代表) 東 京 301 - 0624 俳

人ー阪 市 高11 品 1". ，人I 代 田 f 4  T  1"1  1  lfi J也

、 正 治 ( 代ぷ) 大 阪 951 - 4431  1昨

日 tlJl ，Ii 芥 川 5 4  0 許 I也 の 8

'，t，: ，活 尚 槻 5 - 0509 1昏

名

ド ア ー ハ ン ガ ー

軽 量 戸 車

品製

重

タヂレ

ょIt ， ｪ ，出ｾｦ＾戸Ａｦｲト

ス

ト シ ュ ーダ ス

r.t l /: :; ユ二I島

銭 前 ・ ハ ン ド ル

ｊｾ Ｎ Ｚｪ＠ t地ユ二I 持
々等

特許出願中

プラスチックが生んだ最恵のア f デア

E、，eu?' FE
司4

品4

資 料 提 供

ft1里A!i

岩谷産業株式会社

i 日綿実業株式会社

t 住友商事株式会社

⑨ 竹 原 化 成 工 業 株 式 会 社

営 業 郡 大 阪 市 北 区 梅 ケ 綾 町 1 0 0

(34) 6  7  7  6  (代)

度の施工で両面の壁が

上る組立式間仕切材

製造元





タントウタ伯ι

何 時 ま で も ア キ が 来 な い セ ラ ミ ッ ク の 良 さ を 生 力、し た ダ ン ト ウ タ イ ル を

タントウフロ? タイル・・・-p

P  j レイタ
フフ口フウン

夕、

ウイレσコイ. オグの言宣言十にンビ
ン

夕、

モ ) 7  ス

淡 陶 株 式 会 社

フ

⑪ 

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 1 の l

電 話 代 表 (54) 8  5  2  3  

l占 東京都中央区日本僑浜田T 2 の47

屯 話 (671 )7309 (661 )7297 

支東庖支阪大

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良

電 話 福 良 1 9 ・3 2 2

場工良福兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 野

電 話 阿 万 1 0 ・ 1 1  0  

本社及阿万工場

伝 統 と 技 術 を 誇 る 淡 陶 の 製 品



昭和 36 年 10 月

< 参考>

若 い 会 員 の 集 い

新 しいオフ ィスピ ルの

イン テ リヤ

慈 光 院 茶 室 見 学 会

往彼の到IJi J l 時刻表

( 1) 路) ，句阿斜l

淡町勉 121時26分 大1柄小決行 131時25分

11 Ｑ ＳｮｾＰＵ 分 ＱＱ 1411者04分

( 初防)

大有1小泉. f e Ｑ ＶｮＮｾＳＸ 分淡町 ｮ 17時3 9分

ρ Ｑ ＸｮｾＰＷ 分Ｂ Ｑ ＹｕｾｪＰＳ 分

19時3i 分 ρ 2 0時28分

11 201時0 3分 11 2 111! j 02分

{ 注) A  Ii flJ 解倣午後411在の予定

B lHは 61時頃の予定です。

l 会 と 催

若 い 会 員 の 集 い

「新 し い オ フ ィ ス ビ ル の イ ン テ リ ヤ』

• iiij 外から先aられた会員をゲストにして. いままで見聞しなかった内界

で， 1 0 月と 11 ｊｊ の Ｒ 固に若い会口のｾいを催します。何卒多数ど［Ｑ Ｇ Ｂ市下

さるようお願いいたします。

記

1  . 日 時 10)] 26日( 木) 午後 6 時- 8 時

1  会 場 木会 4 隣集会室

1  .  申 込 24 n までに屯訴による。( 定員3 0 名)

1  ゲ ス ト 岡村 実氏( 日 ul 設三| ・工務株式会社友た| 郎長)

・岡村実氏は木年 5 月3 0 1 1 ! こ家具団体の欧米視察タツレープに1J 日わり，イ

ンテリヤデザインを主として. アメリカ，ヨーロ y パを見学され 7 月2 3

nに帰国されました。

当夜は. 校記のテーマで「カラースライド」を中心にお話しを願いま

す。

• 11月は，谷口尚武氏( 欧米視察) 守沢一夫氏( ソ連視察) をゲストに

お迎えして開催する予定です。

古建築見学会 慈 光 院 の 茶 室 を 見 る 会

1 . と き 10月28日( 土) 午後 2 時 10 分集合

1  . 集 合 所 関西線大和小泉駅前

1  . 会 費 A 班 15 0 門 B班 5 00 円( 粕j { J l 料型H h 当 1::1 持参

1.  申 込 2 3 1 J までにfE話・で 111込の乙と。定口3 0名に迷したとき

( ; : t 締切ります。

1. お 願 い 車内j f ! j 会席は希望おのみ府立いたしますから電話申込の

時に A班， B$l をはっきり区別して下さい。集合n寺閣

は厳守の乙と。

1  .  現地説者 岡田孝男氏( 岡問建築事務所長)

慈光院 ( 臨済宗大徳寺派) は大和小泉の街はずれの丘の上! ( . ある。片

刷石見守貞昌がその父貞隆のために建てた庵寺で，その書院ととれに述

接した 2 帖台自主人床の席は. ともに重要文化財である。書院から大和

平野を見おろしての眺めは絶佳。

ＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＯＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱ ＱｉＱｉＱｉＱｉＱｉＱｉ ＱＱ Ｑｉ ｾ Ｑｉ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＢＧＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＠

住 宅 写 真 コ ン ク ー ル 作 品 募 集

合課 題 現 代 の す ま い

一一あらゆる住宅と往生活を

切るい角度から

とり上げたも一一

合 サ イ ズ 臼 烈 四 つ 切 版

合使! l I 材料 11士フィルム， i J 士の印同紙

* 締 切 昭 和3 6年 10月31 日

17送り先大阪市東区大手前之町

大阪府住宅狙; 設課内

大阪Il: c白雄投促進協議会

合ｾ 1< 11刀上旬本人民通知する

台審 査 主 他 者 側 Iこて7 . < : 掘する審在日

にて行tc う

合展 示 11月下旬頃府庁ムー関 lζ て行 t.t

う

会賞

舵 駕 1名

賞状ならぴ It 食金20，( 削円と街

特 湿 2名

賞状ならびに賞金5，0∞円と記念品

入 選 5名

賞状ならびに: n : 金2，(問。円と記念品

佳 作 20名

賞状ならびに氾念品，富士フィルム賞

回線述ＱＱＺは入選以上の日報連会貝に ｍｾ

主 般 大 阪 住 宅 建 設 促 進 協 部 会

後 媛 大 阪 府 ・ u，宅金融公J i 11 ・日本住宅公

間 ・毎日新聞社 ・日本報道写点連盟

協 賛 富 士 写 真 フ ィ ル ム 株 式 会 社



古建築見学会

武者小路干家・薮内家・久田家・堀内家の

名 席 を 見 る 会

1  .  と き 11月 5 口( 日) 午前 10時半( 集会) 午後 3 時半( 解散)

1  .  集 合 所 国鉄京都駅構内一般待企室( 木会旗を白根〕

1  .  会 費 500円< 拝観料 ・抹茶 ・茶菓代> 当日持参

1  .  申 込 28日まで lζ 禁: j 1 } t こて申込の乙と。定日30名lこ達したと

きは締切ります。( 申込者には行程をお知ら せ します)

1  .  お 題 い 昼食を各自御持参下さ L、。( 武者小路家にて昼食の予

定，湯茶用; なあり) 集合| 時間は厳守の乙と。

1  .  現地解説者 岡田孝男氏( 岡田建築事務所長)

さきに表千家と裏千家を見学し多数の御参加を得ましたから，今阿は

武者小路( 官休施) ， ｾ車内家Ｈ燕庵Ｉ ，の各家兄と，久田家( 半;1本! 迩)

掘内家( 長生庵) の各準家正の名席の見学を企i i J i i しました。

武者小路千家は京都市上京灰武者小路小川束にあり，表千家. 哀T 家

とともに三千家の一つである。 Ｑ 帖台目半板の官休庵をはじめ Ｔ 申 ｾ￭ 桝

床の半宝院， 7申，Ii の環翠図， 4帖半の応々 ;1爪広聞の弘道庵などがある。

薮内家は京都市下京区西洞院正面下J レK あり，手IJ 併にの弟子1車内紹符に

はじまる。本願寺 lζ 師家の礼を以て迎えられ，代々その215頭をつとめ，

雲脚の須弥臓の席などがある。

堀内家は京都市中京区釜座通二条上ノレにあり，表千家のJt 斎々』ζ 学ん

だ1111鶴を初代とし，表流の! 協宗尻として，その将及につとめた。 2 帖台

自の長生J奄， q ，li台目逆勝の半経の席がある。

久国家は京自if¥市 中京灰 i己i Ui 昌二条下J レにあり，初代宗栄は宗[ 1. に学び

表 ｔ 家とは ￚ ｬｬ 縁の ｩｃｾ い籾戚である。邸内の半 ［Ｑ 本応は Ｒ 帖と合目白 Ｒ 枚に

中級の入った俊れた席である。

A .  

，.，. 告 2

武者小路千家・蔽内家・久田家・

掘内家の名席を見る会

- 資 料

「三千家の茶議J ( ) ' ; : 作者間間孝男氏

先行所茶室研会. ￭ｾｩ ，両氏泊円Ｉを御参

考下きい。当協会民て ｾｗ ｬｉｔ布数しま

す。見学前日までに fl' 込の ζ と。

1111 11 1111 11111 111 111 11111 111111 11 1111 1111111111 111 111 11 1111 11111 1111 11 11111 11 1111111111 111111111111111 111111111 11111 111111 川1 I 111111111111111 111tl l l l l l tl ll ll dl l l l l ll l l l l l l l l l l l l ll lll l l lll l l l l l l l l l l l l l l l l l l 11111111111111111 111 1111 11 1111 11111 11 11

楽 し い す ま い 一'61 建 築 展一

主 催 日 本 建 築 家 協 会 関 西 支 部

後 援 大阪府 ・ 大阪市・ 朝 日新聞社

会 場 心斎橋そごう 2階ギャラリー

会 期 昭 和 36:年 11 月 10 日 - 22 日

趣 旨: 会員作品一 一特に住みよい住宅の実例および模型を主として

ーーを展示解説し，更にくらしの尺度ともいえるモデュ ーJ レを詳細 lζ 理

解しやすくするとともに，建築家の仕事一一ー設計 ・監理のすがたーー を

広く一般に理解してもらう乙とを趣旨とする。

賛助出品

千里丘陵住宅地区開発計画

奈良登美ケ丘住宅待出品住宅

モデュー J レの解説

会場構成紙要

イ . 住まいのパネル

ロ. 住まいの相談所

ハ . モデュ- ) レ

ニ モデル ・ノレーム

ホ . 家只民ボ

へ. m築図書の即売

ト 千 里 丘 陵 住 宅 地I叉の総合開発

チ. 奈良登美ケ丘住宅博

リ. モビール

楽しいす まい '61建築展ー



日 本建 築協 曾 ・新刊図書案内

発刊・ 10 月 下 旬

全 失 骨 金 失 完 劣 コ ン ク リ ー ト キ 蕎 i宣

さきnレ

日又

お 申 込 み

言 十 実 例 集

『建築と社会J 9 月号挟込みの会員特価注文書( 切手不要) をど利用下 さい。発刊次第お届けいたします。

会員特価 2.900円 送料 2∞円 一般定価 3. 5∞円 送料 200円



総 目 次

新 大 阪 ビ ル デ ィ ン グ

地下 2 階 ・地上 9 階 ・塔屋 4 階 ・延面積 27，953m
2

設計 ・村野森建築事務所

施工 ・株 式 会 社 大 林 組

関 電 ピ ) 1 . . ディング

地下 Ｓ 階面地 上 Ｑ Ｒ 階 ・ 塔屋 Ｔ 階 ・ 延商主ｾ 36，826m
2  

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

阪 神 ピ ) 1 . . ディング

地下 2 階 ・地上11階 ・延面積 47，327m
2

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

輸 出 繊 維 会 館

地下 3 階 ・地上 8 階 ・塔屋 3 階 ・延面積 15，260m
2

設計 ・村野森建築事動所

大 阪 建 築 事 務 所

施工 ・株式会社 戸悶組

千 代 田 生 命 ビ ル デ ィ ン グ

地下 3 階 ・地上 9 階 ・塔屋 3 階 ・延面積 12，875 m
2

設計 ・施工大成建設株式会社

大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ ー

本宮古 ・地下 1 階 ・地上 5 階 ・延面積 13，145m
2

設計 ・臼建設計工務株式会社

施工 ・株式会 社 大 林 組

大 阪 東 映 会 館

地下 1 階 ・地上 8 階 ・塔屋 3 階 ・延面積 8 ，845m
2

設計 ・施工清水建設株式会社

鉄骨鉄筋 コンク リート 構造設計実例集

1 . 構造計算骨 2. 構造設計図

くダンボ ール発送函入>

1. 構造計算

B 5 判< タテ257X ヨコ 182弘 >

総5∞頁 写真 ・図版l(削余点

8 ポイント活字 1 段横組

アー ト紙 ・上質紙使用

表紙 ・特クロース製本 ・箔押 ・特上質紙カバー付

2.構造設計図

B 4 判< タテ257 X ヨコ 364務>

総2∞頁 ・平版印刷美麗仕上げ

特上質紙使用

表紙 ・特クロース製本 ・箔押 ・特上質紙カバー付

内 容 見 本

『建築と社会J 8 月号84頁- 85頁の聞に，内容見本を

Ａ ｪｾ 込んであります。 ど 参照下さい。

.旨



大 阪 市 立 中 央 図 書 館

股 計 監 理 大 阪 市 建 築 局

K K 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

ｉｾ ｩ＠ ([ J也 大 阪 iIi 内 区 御 池 通 5 の I

敷 地 Ifli fll 7.774m"Sl  

生s 壌 If lI f，自 2. 339m"6S  

娃 IIII W 6. S63m"90  

ｾｉｉ＠ ; 告別 e7. R . C.  __，: p，雪組. ｊ 也 ト Ｍ ｦｩＧ ［ｊＢｊ ，ｾ 1.1. 1111 

冷 房JIi

唆 1: 11 ｮｦｾ 自 ｉ 3 6  11・ 7 )J 2  0  LI 

施 工 株 式 会 社 浅 ;召 組

駁 近 竣 J し た 新 長s 築



京 都 国 際 ホ テ ノレ

設 計 吉 村 l順 三 段 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社
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外 装 ブ ロ ッ ク 工 事

床 タ イ ル 工 事

小俣式リンクグリルシャツター

8  

株 式 会 社 諏 訪 商

. 6.  

=  

株 式 会 社 小 俣 製 作 所

小俣式防火シャツター

京 都 国 際 ホ テ ノレ



京 都 国 際 ホ テ ノ レ

階 段 お よ び 各 所 美 術 金 物

株 式 会 社

大 阪 鉄 工 所

東 和 織 物

9階特別客室

高級統毛ウイルトンカーペ ッ ト10'%，

ぬ欄圃園田園田町咽・

正 Ifl 1 附 段

株 式
. 6.  

=  
ネ土

高級紡毛ワナ織 ウイルトンカーペ ッ ト

ｾ＠



空調設備に{ 半なう保温保冷工事

内 外 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社 大 阪 支 庖

10 

京 都 国 際 ホ テ ノ レ

外 部 壁 画 な ら び に 梁

特許セ ラスキン吹付施工

山 本

1 階 ロ ビ ー

造作 ・家具・ 建具

窯 業 株 式
. 6.  

ココて 社

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

客室床リノタイル工事

大 阪 装 飾 株 式 会 社



/ry;，_ 者11 11: 1 際 ホ テ ノ レ

A R - T - 1 2 形 吸 収 式 冷 凍 機

冷iJl，[ 能 力 4 0 0 冷 WR  t  

冷 水 出 口 温 度 7

0  

C  

他 lζ A R - S - 8形 (150冷凍 Rt )

を岡 11れι 納入

鉄 骨 工 事

ご' =

，ーも

株 式 会 社

車 製 造 株

片

式

. 6.  

τ0 :  

山

ネ土

鉄 工 所

製 作 納 入

11 



吸 収 式 冷 泌 機

冷 暖 房 ・ 衛 生 工 事

機 エ

塗 装 工 事

株 式 会 社 岸 国

床貼・内装部 ( 大阪・京都)

ロンリュウム・ゴムタイル貼

合 名 会 社 手IJ 倉

展 望 台 手 摺 ア ル ミ バ ン ド レ ー ル

各階軒天井貼フレキラ板 ( フレキ シプルボード )

福 島 商 事 株

大理石・花樹石 ・テラゾー工 事

関 ケ 原 石 材 株

ゲ ル カ 防 水 工 事

ゲ
)[.. 

カ 工 業 株

12 

業 株

装 工

幸 商

式

. 6.  

コ""

式
.6ー

τ"" 

式

.6ー

コヨ:

式

庖

庖

社

社

社

. 6.  

τ"" 
ネ土

洗而所より浴室を ｾｮ む

京 都| 司 l際 ホ テ ノ レ



レ ナ ウ ン 商 事 大 阪 支 庖 ピ ル

位 計 臼 建 段 計 工 務 株 式 会 社

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

13 



大 仮 建 材 工 業

電 気 工 事 近 畿 電

14 

株 式

気 工 事

d 企』

=  
ネ土

株 式

レ ナ ク ン 商 事 大 阪 支 j苫 ビ ノレ

. 6.  

=  

ア ル ミ サ ッ シ

スチールサ ッシ/ ドアー

シ ャ ッ タ ー 納 入

ネ土

3 階以i 列宝

;t' z  {，柏 崎 : l X

1. 受 fu 屯 圧 6. 600V 

2. 交¥I i 設備 氾士r 111十H 7 5 K V A  2 台

動) J 参相 12 0 K V A 1台

冷凍機参相150KVA  1台

3. 発; r; .0 (，仙 3. 300V 12 0 K V  A  1台

( ディーセソレエンジン 1501f>)

3.  fu tl 北 側 けいyur 1. 500tl 

[ ' [ 熱士r 150tl 

rl5，000V A  11"1  

J子 オ 〈

lJ 2， OOOV A  3 1"1  

，;r 込 500ケ

4. 動 ) J .it 附 Fr トfi '，{.l助!唖 210 KW

( エレベータ 3  W)  

5. $.i '， G  ，;:;:仙

イー拡' " 誌 ii'l l[J:r 機 30台

ロＧｪ ｇＯ ， ｾｴ 時 Ｎ､ {JI年，j! 30{? 

/ ' テレビ J U，;I!tH札. <備 ノ阜 11 5 ケ所

ニ ー 火 Ａ￭Ｚ 給料ＨＮ冷 ￭ｾｩｪ 全町1明白U'f J : 'Ji

Ｎ［ＺＺｾ＠ ( J 司1 ＳＰ ｾ＠ 1  T? 

i，:IP:t( .. Ｇｩｾ＠ 2 出i

ホ '，Ii .l 月rt: i守 ノ広 11 150ケ

へＧ争調法制限 Ｚｾｬ 40ケ



レナクン商事大阪支庖ビノレ

リノタイル使用 東 洋 り ノ リ ユ

天 井 . 布 貼

ユーゴー産自大理石 床 . ピニラー卜 ， リノタイル貼

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 亀 井 株 式

ム 株 式 会 社

. 6.  

コ""
ネ土

15 



レ ナ ク ン 商 事 大 阪 支 庖 ピ ノ レ

2階応接室ドアー

ダ イハツ製 ドアーチェ ック

日 本 金 具 製 作 所

アスファル卜防水工事 内 外 工 業 株 式 会 社

各 種 ガ ラ ス 工 事

サ ン ー X 施 工

空気調和給排水衛生設備工事 建

山 硝 底子口

設 備 社業 株 式

. 6陶

コ'"
工

16 



尼 崎 和 ビ J レ

設 計 東 洋 不 動 産 K K  

施 工 株 式 会 社 大 林 組

17 



スチールサ ッシ/ ドアー

納入

K チ ー ル シ ャ ツ タ ー

大 阪 建 材 工 業 株 式

冷 暖 房 工 事 須 賀 エ 業 株 式

地階機械室の受水J41ならびにポシプ

18 

. 6.  

て"'"

. 6.  

=  

尼 崎 三 和 ピ ノレ

本土

社

j 血附機械宅冷凍険

掴 脚



1  ，耕銀行営業室

尼 崎 三 和 ビ ノレ 電 気 設 備 施 工 大

t也階電気室の一部

集 電 気 株 式

エレベーターホーノレ

. 6.  

コE 社

19 



尼 崎 三 和 ピノレ

アスフアルト防水工事

( 西日本アスフアルト事業協同組合仕様 P C- 15)

株 式 会 社 久 イ呆 商 庖

擬石・花街岩工事

株 式 会 社 熊 取 谷 石 材 庖

20 

岱 業 主

ウオータイト防水工事

株 式 会 社 日 本 セ メ ン 卜 防 水 剤 製 造 所

鉄 筋 工 事

株 式 会 社 和 商
. 6.  

=  



所

@ ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

@ 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

@ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

@ 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

@ 月 極 め 清 掃 工 事

@ 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

( 登 録 商 標 )

美 豪 工 業

大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル) 電話@4938 ・5888 ・⑪8050

株 式 会 社

@  4  4 6 8  

A

V

 

A

U

 

話

時

底

電

社

電

下

』

E

1

商

条

ョ

ド

四

齢

九

町

リ

J

油

井

官

止
邑

F

笥

大

4

西

ヤ

区

!

区

京

量

T

西

〈

下

市

J

巾

建

恩

都

古

テ

京

国

名

タ株式会社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 丙 lメ 江 戸 風 間 通 5 ノ 3 5  

電話 @5 4 0 8 ・5 ・8 6

f呆 商 広

区 臨 時 町 5

電話 @  0207 - 8 ・ 柑 謁 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 両 伊 耐 蝿 江 大 i畠 l 町 19 電 路 < 8 6 1 6 1 - 4

岡

久

市，t

株式会社

大 阪

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 厘 市 中 区 宮 出 町 4 1  /  2 電 Z宜⑬1329・2106・2817

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電 話 ⑧ 6 17 6 - 9

暗 摩 出 現断 ・ 崎 島 市 竹 屋 町) 2  7  ，電 Ｚｾ ＲＲＰ Ｑ ・ Ｒ ＳＶＰ

合名会社 利 倉 牽 商 J苫

大限刊i T ' 科区払峨柚枯 2 ノ201温 岨 埴 電 悼 前 }

電 話 ⑮ 削 71- 2. 0371 @  76倒

京 都 宮 揖 附 -':'''1市 中 京 区 河l耳慣 f'Jj ff l下 ル 電 話 @  3 2 7 7  

膏 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 島 市 揖 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - ‘  

園 山 ・ 岡 山 市 東 回 目) Ｓ 電 ｅ ま ｾ ＷＹＱ Ｑ ・ ＸＱＶＹ

植 田 ・ 福 岡 市 万 円 寺 剛 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6
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ピユデラ ックスは当社の技術作li が久 しく 鋭意研究を続けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテックスペイジトで，他の

ラテックスペイジト i乙比べて，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアク リノレ系合成ゴムを主成分 とする塗料です。

ピニデラ ック スの用途は主 IC コンクリート・モ ノレタ J レ・プ

ラスター面などの塗装に好適な塗料で，建築内外部用塗料

として発売以来好評を博してお ります。

・ピ二デラックスの特徴

・ 作業性が非常に よい

ハケナバキが非常に軽く ，乾i識も営通のエマルジヲ: y . . . . . : . イ Y ト

より速くて，作業能率 ｾｩ よろしい。

・ 耐久力がよく' やけ' がない

アク日ノレ系合成 ゴムを 主成分 とするため，他の ラデックスペイ

ン トにみられる' やけ・がな く，耐久力 に優れています。

E 耐水位 ・耐水洗性がよ い

乾燥塗膜は非常に強靭で按水性があるため耐水性がよく ，特に

主主膜が汚れたときには石鹸永 で洗う と. たやすくきれいになり

ます。

・ 優雅な光沢ある仕上り

塗面 はエマノレジョ Y ペイントに見 られない優雅な光沢がありま

す a

・ 付着力がよい

コテ仕上のよい平滑な塗 函 や ，ハ ー『ドプ ラスタ ー， 調合ベ イ y

h塗面にも よく付着 し， ν ート 状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性が強く. . m薄な厳にも耐え，文カピが生えません。

・ 色見本付カタログご希望の方は当社宣伝探 Z 係までお申付け下

きい。
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調 査 無 料 グ

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

全 国 各 地 方 に 社 員 が 出 張 い た し て お り ま す か ら

遠 近 に 拘 ら ず 御一 刻 次 第 陥 害 対 策 の 御 相 談 に 参

上 致 し ま す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 回 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

ぞ .  ・弓‘

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番
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昭 和 3 6 年 10 月 2 5 日 発 行

編 集 町人 松 弁 良ι 光

，一発 行ー所 社 団 法 人 日本廷築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 3 7 、

包 括 大 阪 @9648'0049・9640番

按替口座大阪 Ｓｾ Ｎ ＹＷＵ ， 番

叫 発 行 人 沖 回- t l  -

印 刷 所 帽 株式会社 、研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6::;

電 路 @ 2 0 9 1 - 3 番
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J晶 影 多 比 政 敏 雄

段 針 監 理 吉 村 順 三 段 計 事 務 所

建 築 工 事 清水建段 K K大阪支庖

衛生 ・冷暖房 三 機 工 業 株 式 会 社

電 気 工 事 近侵電気工事株式会社

昇 降 機 工 事 三 菱 電 機 株 式 会 社

京 都 圏 [ % 5 " -ｬ アｾ
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Il !耳目的it/i 3，065.  737m"  

延 Ifli !/( 21. 902. 403m"  
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l也ドl 印i ，J也1:10:'桁，n，I，{ 4 1li' i  

川さ ｾ ｬ ｦｬ， Ｇ Ｚ￭ 31. OOOm 

lu:(，.:jmi(，.:i 42.440111 

1; mJ 11日向135年 7 月2011 -

3611' 7  JJ 3111 
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股 計 者 の こ と ば

1. - . . 外 観 詳 細

玄関のアプローチの数 々

吉 村 l昭 三

E のホテルのぷ，:IIC 吋勺て . -1"吋 IC }jf 冊l らしい 1'1 怖を i ｾｉ 勺た日 ｬ ｲ￭Ｚ

にしたいと 与えました 。 Ilt 界的な観光町1"1としての. I;f / i 1) の魅力は )<

しい 1，然の用情と . ｉｉｉ の凶世 Ｚ を ＱｾｉＺｬ とする数々の俺れた ｴ 化 ＱＱ 十と

の配 ［ｩＧＮＺ の妙にあると与えます。 ， ｉｩ いものと新しいものの ｉｉｾＧＨＧｊ な ￟
しい調和己そ恥部のよさであると目、います。近代的な感じでしかも

外観も不内I > . 己の. 1; ( 剖iの'SI IH' ) ( l C 謝肉 lすることが4H 大切な山で

あると可えました 。

主，ｾ慨を刷川通りＨ 二 条｝ｊＯＨＩよりはるかにセッ ト パ ＧＯＹ して ， ｊ Ｑ

からの胞をY . l ! L . 外観の. 1; ( ｉ ＧＺｉｾ の 術品との調和 ， 市 内 の ＱＱ ＭＱＢらしさを

可えました 。JI"i iii Cコンバク ! なプランをゆったりと感じさせる乙

とも流 Ｎ､ｊＺ の深旺 ｬ でした 。 ホテルの倣地はちょうと京都 ｾＡＺ ｊ 也の 中 心

にあたり . ｾｻ ｉ ーよりの眺引がすばらしいので Ｎ JJ( 吋l 立を Jをけ . - ill' i  

より州通のエレベー ターを .:'zけてあります。 どのエレベー ターもi : l l

いスピードのものとし ，サービス のf配中 を号えてあります。 またも:

石のエヤコンはれ京11tICサーモスタァトによる完全なセルフコン ト

ロールができるようになっています。J :IUj， r L¥' の関係で地下一附

までとしたために ，陵l問ぷ晶、ラウンヂの f lc ありますが ，エヤコン

は吸収ベとして騒音の 1::1胤を解決してあります。また I，t 米の オテル

• ｬｬｾ 院のよう江 ノ イス ル ームの引を ｉ 政 っ て パ スルーム￠配 ｬｩＧＮＺｒ 新し い

」みをしてあります。
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京 都 圏 際 ホ テ ノ レ
5. ラウ ンヂ 6. ラウンヂより庭をft む
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i 開 国 際 ホ テ ル

段 計 監 理 吉 村 順 三 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 111

施 工 者 と し て の こ と ば

ニ， 三年前よ り小} l 1栄一氏経' 貯の ホテル

が京都応対! 設さ れる話を 1111いていたが， 昨

年はじめ急 IC具体化して 二条城崎の11:1三井

邸跡 IC姥 l没されるととになった。

地下 ｬ 阿古 ， 地上 ＱＰ 階で ， 工 ｊｾ ｉ は Ｑ カ年との

ととで相当な突l ' ! 工事となる ζ とは当初よ

り予想 された乙とであるが， 予定とおりさ

る 8JI 16日 ICIJW<' i 依践する ζ とができた。

1.  2階はホ ノレ， ラウンジ ， グリノレ，

友会場 ， 大食Ｇ［ ｾＺＮ結 舵式場 ， 光山およびス

ーパーマーケ γ 卜なとで占め . 3 附 - 101l!'i

は全部容屯で大小333室， その 巾 31宝 が RI

主となっている。 t吉区は機械宗と} 民割合と

なっている 。

31米の制限高内IC10階を納めるため， 天

メ1裂のスペース少く ， 天t I の日_ I -. . グタト

配管その他 l没i柑関係の納り Ic;lj: 心した。 時

ｾ ｟ ｬＺ では高 Ｚ ｪ ， ｬｬ ｛ｬ ｪｪ 切蛍を ｩ 妨王子効県 Ｑ Ｚ Ｎ 全部

コンクリー卜 i告となっている。

設計上とくに困難なととは無かったが，

工WJの短かい点， 新材料の能川lic 対する研

究など難問題は甚だ多かったが， 予定 ｊＺｊｾ ｊ

内IC完成された乙とを喜びとしている。

( ;.11¥ノ' Ml ! . i ! l : f1<式会社大阪支山

工。JT深長 Ｎｊ［ＺＺ村 Ｑ ￯Ｎ，ｾ tfi) 

7. 客 室 ( 洋 室)

8 客 室 (和 室)
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以 輔- - 、 も I

一 一 一 一 一 一 主 ー『ーーー時ーー- 一ーー一ー一一ー 一一一ー一一ーーー- - .. ・開 』ーー ーー晴ーｾ

一 一 一
一 一 一 一

[ レナウン商事 l

大 阪 支 唐 ビ ル l
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E量 計 監 理 日 建 段 計 工 務 株 式 会 祉

施 工 清 水 建 段 株 式 会 社



l LLLt i  

生R摂 位 置 大 阪 dlMil 正仙! l tl tll 5 rl I 15  

J!! 校 鉄 骨 鉄 筋 コ ン タ リ ー ト 造

地 下 l 防 ， 地 上 7附

蚊j也lliifll 1. 424.  Om"  (430. 0坪)

辿 築nli fJ 'l 1. 151. Om"  (348. 0坪)

姑 11ii ul 7，398. 0111"  (2，238. 0坪)

lド Ifli fll J也l 階 1， 039.  Omヨ 【314坪)

1 防 1. 079.  Om"  (326坪)

2 附 1. 122. 0 mヨ (3391f)

3 階 943. 0 mヨ (2851'1' )

4 階 815. 0m" (246伴)

5 陥 815. 0m" (246即)

6 附 659. 0mヨ 0991'1')

7 隣 659. 0m" 0991'1') 

以 l 隣 115. 001" ( 34門1

I，{ 2階 94.001" ( 28坪)

JUI . U  11日向135:::r 8 月1611

竣 1: II({ [l 136年 8 J1 3111 

レ ナ ウ ン 商 事 大 阪 支 庖 ピ ) 1" !主 計 者 の に つ い て

乙れは 一般 '1' 型ピル ICみられる 11¥純 慢freとは ζ となり ，織 維 製 品 の

fM示 地 系 統，'Ji務 関 係 系 統， If! i品 発 汗 合w系統と ー三つの ち が っ た 険 能

か時求書れ ， その円滑な励級処 ｰｾ かｩＨｬ Ｍ ，ｬＧｉＡｗ￭であった 。

二3.，f， 1克の空調と 面J J2日空の昆!Vl なとと併 i i l cNi 々検付の*ili*， コア を

i.I! 物のAーイ i l C . 分別する ι とがリえられた条 件 において唯 一 の解決策と

みて . ｦ ｲｈｉ ｉｉｉ ｉ ， Ｇｬｾ ｊＧ ｬ ｾ ｊ ，Ｑ ｊ とＧＩＱ務系統の コア と ， ｉｗ 品 企ｪＮｊ ｩ へのえ ｉｉ 愉路 コア と ｉｃ

分離してまとめた。

生s物の l<h'lii 繊 維 製 品 を 取 倣 う 哲 務tζ 相比、しいものをむし ， 正面「函

絡 子 や IEI刊にもル ー プ編のもつ雄知lなバタ ー ンを配l . . ，会 f4'ICは猟 酒

な鉱凶スと ｐｾ ， ｩＨ のない親しめるｩＮｉＡ物をよ＾ＧＺみたものである 。

( 前進興記)

3  

2  

1 . 正面外観

二 丁掛n! i l 師テラカッタ タ イJ レ

7 J レ ミ サ ッ シ

ガラスグレ ー ペン

IfI j 柿子テラ カ ッタ プ ロ iノク

2. 正 面 〈花 箪〉

ｉ｜ｾ＠ 外 l司館大政行

IEI世 飽 金 制 江l イプシ〆 iJ :上

3 正 面 入 口
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設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 清 水 建 段 株 式 会 社

施 工 者 と し て の こ と ば

ど多聞にもれず，労務者の不足，材料' Lrの急

騰などの岱条1 ' 1になやまされながら ，111 年 8 J1

}I'i" l 以来 13 ヶJI で工位とおりできあがりまし

た。

部心 IC あって ， しかも: I ) '.(i也ー ぱいで 1 怖のな

L、主n物なのでシー トパイルのn ち械き ， コンク

リー トバ イルnちなとの l隣家へおよほす; 1 ' " " ，

あるいはそれに対する ;1'': 仰の r wc 対する桜狩

なと ， いろいろ存えさせられることがありまし

た。

しかし ， 円強設計 L f! I の鴻切なるど指噂によ

り，112計者のねらいにす乙しでも近ずけるよう

に細かい心づかいをして努) ) したかひあ って，

マンモスピルにとりか乙まれて小さいなが らも

軟らかいある極のムードのある組物のできあが

った乙とは ，施 二l 技術日としての阪大の何びで

す。

Ｈｲ ｎ ｊｋ ｾ ， ｬ 世 λ 阪文 ｉｬｬｩ J ".  'ji ，j唱長 村1[ 1日 l:jj L)

地 階 平 面 図

1. ホ ー ノレ 7  シ 4 ワ一五

2  占 J.Ii 8. イヒ拘1: '，，;， 

3.  U  ｾＧＺ＠ ｾ 限械ＺＢ［ＢＺ

4. 1]) m 10. Q i 気京

5. 悦 所 11. JfJI..'l ) n1. Jo! t  

6 更 衣 京

• 9 ・

1階平面図

L  ホ ー ル

2. f'[ 草 木

3.  (';i 捌 本

4. ・l' 務 次

5.  1i'i 11'( 本

6. Hl I.且，I，/J!.j{

7. 使 所

2 階平面図

I ホ ー ル

2 事 務 引

3  タ イプ明

4. 1'l: 0 今'

5.  Ｉし 、 ｉｾ 引

6. 似i J9i  

3 階平面図

L ホ ー J レ

2. J) (  ' 1、 今J

3.  1t '+ 

4 悦 所

4 - 5 階平面図

ル
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股 計 東 洋 不 動 産 株 式 会 祉

施 工 K K 大 林 組

施 工 者のこ とば 大 林 組 尼 崎 1:']' 々務所 国友忠雄

尼崎 ＧＮｒｉ ピルｾ，，ＧｽＺＺこ肖り ， 組物ＧｊＡＨｉ也力、下 ｦ ｬｾ｛ ｐ の二 ｒ ｬ ￬ｬｈｩ

1己的J i . ! ，lj の III f.i r'lf，地を包合したものであり ， なおかつ 1' .' ]'

＼ｉ Ｇ ｢ ｚｬ ｈ ｩＧＱ・ｾ ｹｾ を継続しながら Ｑ ・ｊｩを ｩ￭ｴ める必 ｬ 比 ＱＺ ， '11 

キI 苛I '.WIと ': ' ] ' を分けて抱 I する E ととなった。

、 νＡ 止 ｾ 物は何 ＴＵ ｣ ｭ ， 長 15mのコンデリ ート 1M! によ勺

て J:f:; {I ;j ，rt に 充 分 明 え 得 る よ う に ，;'t ，， 1 されたものである

か ， この附辺 市は i j: IC 7cm -- 8c m の地検の全 Illi r.t卜

か 児 ら れ ， ま た 第 一，m二と I: WIを F けたために起る不 [dJ

沈 干による附込 ｾＨＱ ＺＧＨｾの ｉｖＮ［ Ｑｬを号 ｬ ｬｩＡ して 、 地 下 ｬ 附 ， J也 1: 6  

附 の t，Vi ' l !の 内 の 市 ー jg] J ・1>は ， 5  ｊｬｩＱ， ｊＱ ［ｉｾｩ までコン クリ ー 卜

nちをなし . 1ft 対) J の降伏山より少しでも述ざけて抗告 ，

第 二 ml l: 'l' の 際 Iζ 全日時市民までコンクリ 卜を fT. i ｾ＠ ， i' 11' 

(J ;Jf( J ) ' i 机の 1-.1こ1，;Ja年 ICセ y トするように川酔i した。 j也干の

コ y クリート mt l"J 分はジョイントリボンを t. f . nJ した。ま

た 鉄 竹 他 }j はがイデリックによる Ul，を予 定 していたか ，

検 Hの 給処ト ラック ク レーン K よる 1.1! } j か "ffit である乙と

がわかり ， 市 - Wl. 第 二JUIとも トラ y ククレー ンによる 他

}j を深川した紡! l <，工 JUIがかなり );，l Mできた乙とは 宇であ

った。

なお吋 ＱＧ ＮＧＱＮＱ 品 Ｑ ｩｌ ｩｩ ｩ ｬ が阪神同 ｪ￺ と尼崎 Ｍ ｩ 也川 ｉｕｬ 陀 ｙｾｪ￶ 怖の ｸ

メ点にあたる交通の安置 ｉ であり ， 交通 Ｚ ， ｴ もきわめて多く ｬ ｾ

ｴ 在隣まのｧ［ ｾＧｪ 化 なども 加 え ， J '. 'liiit ｩｩｩ 主 ｊＺｾｰ の附鮒か 作

ったのであったが ， 胞 主 ｾ ｩｩｙ Ｚ 不 動 ｶ ｩＧｃ ｋｋ ， )己的 ，1'， 1: 会，mi 9i

およひ J ff Y¥l j :， ま た 地 元 の 作 iJr. の絶大ーなど協) J を jtl て 大 過

な く 竣 l を見たのは ， わ れ わ れ 庇 n品目としてはより 心開f

い己とであり ，叩 く お 礼 '1' し上けます。



所{ E 地 尼崎市附有1; 且3 丁 1-1

敷地荷積 334. 5坪

上左 役 員 室

Il 'li '色規校 鉄骨鉄筋コンクリート. i i ! i

地下 11培 地 上 6 陪 t苦庖 3 陪

よ右 ホ ー ル

i . l ! 築面倒 124. 76昨
下 営業室 ・客溜

延百五 w 1544.0'f-

竣 ユ; 昭fl136年 8 月
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異 端

「ブーム」という 言柴がある 。いや，たしか 1[' ; り、も

あるようだ。と乙からその風はでてくるのか，そして，

ど乙へ消えて行 くのか，知れたものではない。ある" ，';れ

た日「具似の上」がやっ てきて，ひ ょいと円をつけ ，と

りあげると，たちまち世間はさわぎだし ，ブームがお乙

る。たとえば ， 仁l 本ブ ームがお乙 っているらしし、。そう

すると ，竹ブームなど も連鎖反応的に引き 起り . カゴ，

- ; : ノレなども ，/i rj を波 って，いや前を飛んで，ニューヨー

クで 灰覧会が ｉｊｉｾ か れ る 。 ヂノレっくりの職人さんがインタ

ビューされ，新聞に顔ヨコ大万がでる 。一一そうゅう機会

がじ乙 lζ ，まただれもないともかさらなし 3 。そうゅうわ

けで，だれもが「ブ ーム」に身がまえている 。 そして

「ブ ーム」が くれば，き たで，いつ去って行くかわから

ない不去と焦燥にだだただ定りだすのみ。乙うしてだれ

も彼れもが ｬ イＡ へならえ ｬ のｾ勢にな っ ている 。 ｲ お れ

はおれ」とゅう ｾｎＮ Ａ ［ Ｑｲｬのようなツ ムジマガリ村和 ｬＧ が ， いま

ほど忘れ られているときはない。 ( No)

も ち ま す か

われわれの身近く聞かれる ζ とば [ζ ，乙の況と，れ はも

つだろうか，と いう認がある 。なんの変 った乙ともない

常識的な乙とばのようであるが，乙 れを fl¥J われた構造相

当者 K とっては {'I' 々の奴問である 。11寺則的にあるいは空

間的 lζ 大 きな iljl J約を受け ，かつ小さければ細ければ良で

あるかのム ー ドの '1'で問われる場代は どうだ ろう 。 T 体j

する外科医 l ζj心者が大丈夫でしょうか，と聞く 心境はも

つだろうかの不安感と共通のものさえ感じさせる 。外科

医は人体という場をとおして臼然の) ) のパラシスをたも

とうと 努) ) している 。デザイナ ーが悲ぐまれた友利 ，iJ l  

紋 された感t ' I : ' 壬' ) ; : ; }<: されるならば ，構造 j"11."/! 討には 1I 然

ブJ の正確な判断と 1I 然 ) J への点撃な態肢が変ぶされる 。

建物の榊迭を巧一えるとき，自然のエネノレギーをし〉かに iiI t

すかは地造担当者の イズムである 。 もつ，もたないとい

うととも乙乙か ら引きだされて，はじめて答えがでるも

のと思う 。 (YA)

ド ア ギ ャ ラ リ

エアコγ デ ィν ゴソの設 Hで1) X 々の失敗は多いが，そ

の も つ ｬζ 「ドアギ ャ ラリ」があろう 。 ヱアコ ソを す る ｲ ｾ Ｉ

屋には空 xil次IL¥1  IIC他K その LI ¥ 1  Ｑ が必要である 。 山 ｉ ｾ ｉ と

して吸込 11 をつけることも場介により 3 じるが，一般 lζ

はドアをとおして ｊｦ￼ｩ 干に空気を流し調和問かり ｜ｽｭｵｾ 障に場

くのがほとんどである 。 ζ の場作， ドアチ ェッ クを必裂

とし ，またそのパヰ、も ー伎 r}TI i くする必『裂が生じよう 。そ

の 仁 ドアギ ャ ラリは紋 ［ｦｲｾＡｾ 工事で行なわれる方が多い

ので， ドアギ 、ラリを忘れやすく ，また芯匠の」から主n

築jrl 当者のH みにより低Ji' Lの多いものをJIJ いられてでき

あが ってゾッとする乙とが多い 。設，1111如ζ 大きくギ A ラ

リをつければよいが，ギ ャラリの引によ っては不当に大

きく するのは忠であり ，小さすぎではエアコンの効果を

ほとんど殺してしまう 。 jiXHdj: jのドアギ ャラリを規絡化

してもらいたいと思う 。設備メーカード アギャラ リには

パッとし たものはない 。 ( NA)

(I'xりは析しい執 'fl ，v， !ζ 犯士i してもらいます。)

フ ム の あ と

すさまじい辿築ブームのかたわ ら，'1' 小業者の fj'! Iil(が

( ムえられている 。長者孫f、Hζ のるものと JI 党務するもの ，

その較差の iJJX しさは， ｬｬ ｾ 定 ｲｬｾ ヨ ｾ ＡｊｦＮ の不安定さを示 す ー ｼ析

ff日であろう 。 しかし ，ジJ 働力の不i止をはじめ木材資孤な

とーの淵渇 ・ ［ＺＧｾｉｉ 蕊 ， 技術 ｉｹＧ 新のｽ Ｇ ，ちおくれによる低生 ｩｬｬｩｦｬｬ

など ＧＭＱ Ｇ 小企 業 ｋ おしょせる ｾｗ､ ｬ｜ｊＩ説はひとり 側々の企 業 だ

けの II¥J題ではあるま い。

乙の 6 )J ジュネーブでの I L O総会で採択された「ジj

f1V.者{ i 宅に対する f!M; J は「小規校な主主築来者のft ヰt を

jずl進するため，たとえば{L¥1dlij¥おの村炉| や娃築技術 IC[刻し

て II II I K知識をえられる場所を設けたり ，機械掠」えを貸

りする集 '1' 的な施設を設けたり ，q，¥'，JIJ な投 lぷ所を設ける

などあらゆる努力が払われるべきである」とつけ加えて

いる 。今日 は，建築業界全体がnらの体質改普を行ない

国の宮を形成する近代的な泣，業へ脱皮する 好機である 。

ブームをただのブ ームlζ 終らせてはならない。 ( HA)
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今 後 の 建 設 産 業 の あ り 方

銭 高

建設業のブームがはやされ，世間の話題をさらってい

る現状は，おそらく有史以来，絶後 とはいえぬまでも，

空前な乙とである。

当分乙の趨勢が急激に衰えるとはいえないが，最近外

貨保有高減少に伴っ て，日 銀公定歩合の引上げK 続いて

設備投資に抑Ili iJt lll' 置がとられるなど，一概に波観し得ら

れないｾ因もひそんでいるわけである。

建設業は由来前近代的産業の如く扱われがちであった

が，乙乙数年来の一般の認識も ，顕著によい意味の変化

をしている ζ とは忍ぶべきととと思う。だが. R n 設業自

体の問題，個々の建設企業の経営内容の問題等を謙虚に

取り 上げて検討し，今後に処する乙とは一段と緊22な乙

とでなければならぬ。

建設業の逢着してい る問題点は多岐にわたるものであ

るが，要約すれば労務 ・資金 ・機械 ・設計 ・中小企業問

題等々により多くの課題が残されていると旬、う。

1. 労 務 問 題

最近特K 労務不足がはなはだしく憂慮すべき事態に立

ち至っ ているといわれる。政府も近く千葉県と愛知県に

建築技術工養成所の設置を計画している。 H寺宜』ζ 適した

措置というべきであるが，そ の乙とによっ て直ちに問題

解決の糸口 lζ 達したとは断ぜられない。ただ政策面で問

題の重豆さが認識さ れただけでも一歩前進したわけで多

とすべきである。 終戦当時としばら くの関われわれが憂

えた ζ とは戦前に比較して労働能率の低下が著しい乙と

であった。専らその質的向上が重大関心事であったとと

を思い起すのである。というのは現在では能率において

も技能の質的向上についても嬰戦前ないし戦前以上の域

に取り戻 し得ているからである。しかし乏しし、労務給源

からよ り多くの技能者を求めんとする今の段階では今後

多くの未熟練者] 洋が，乙の分野に投じて くる理であっ て

最近特 fC災害事故が多くなりつつある原因の一つをなし

ているわけであり，平均労働効率lζ 問題が残ってくるこ

とである。
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建設労務者はもはや在来の観念のように広い労働市場

から自 由に多数を求められ得るものと考えられない時j切

に到達しているのであ る。親方制度はその功罪を論議し

つくされた形であるが，従来の弊風を攻めつつ，その存

在綴拠を認められているのである。しかし今と なっては

やは り親方中心方式のみでな く，建設業者自身で彼等の

問 ｬζｊￆ び込んで ， 対策 を諮ずる熱意が さらに必ｾー とな っ

ていると思う。いたづらにアナタ委せの安易感をもっ て

はいけないと思う。 m設分野fC投ぜんとする年少労務者

の激減が11t界的に共通な悩みと なっている。

乙れが解決策を協議するために一昨年 I .L . O. の委員

会で議題として取り上げられた。アメ リカの使用者代表

は「問題は簡単だ，賃金を高 くすれば解決するものだ」

と公言していたが，事実アメリカでは他産業K くらべて

建設労務賃金は高賃金にあることは事実である。しかし

なおアメり刀でも乙の分野での労務不足をなげいている

ε とも各国とあま り変っていない。問題は漸次労務賃金

を高賃金にもってゆく準備が必要な乙とである。近年わ

が国でもかなり賃金高騰をみているが，高能率高賃金の

方式を明確化する必要が特に痛切に感ぜ られる。

1  . 資 金 問 題

戦後の一般的傾向である が， 膨大な資金E をもたなけ

れば経営がやり難 くなっ ている ζ とは事実である。黒字

倒産という異織な事態が往々現われるのはその一端を示

すものである。戦前は工事取下金を手形で受取る乙とは

ほとんどまれであった。まして支払いに手形を発行する

ごときは，自社の信用問題に関する位の乙とで，論外の

乙とであった。銀行借入金も皆無ではなかったに して も

現在に くらべてきわめて少額で事足 りていたのである。

今日個人の家屋てと航木屋の支払いに手形を渡すこ とは

あるまい。金額の大小 〉らではない，現金で波さねば罪

だ位の軽い! 惑じからであ ろうと恩う 。i弘前でも世間では

手形が往行していなかったのではなし、。お施主の業者に

対する認識はし、わゆるお 1'1¥入りであ るし，準使用人的の
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機 徳 化 し た が 道 路 が せ ま い 佐 々 木 正 雄

扱いであったから ，あまり金繰りの苦労はかけさせない

思いやりも受けられた。官庁乙そ今も昔もあまり変らぬ

と思うが請負師が土建業となり. 建設業とよばれ多少上

等らしい名前がつくようになると一人前の扱いをうけだ

したせいか，堂々と手形を波されるのが普通になった。

銀行が引締めを始めると，とたんに手形の品が多くなっ

て くる。そんな際は易々と手形割引も出来ないからかな

りの手形が金庫のなかで眠る乙とになる。もはや技術を

売りものにするのみでな く如何に上手に金繰りをつける

かが経営技術の重要素と なってくる。

最近メーカ一筋，商社筋と称せられる方面から建設業

の分野に進出してくる傾向が多くなっている。豊富な資

金量をパック として今後どれだけ活躍し，建設業分野の

色どりをかえてゆくかは注目 K 値するものがある。従来

は，業界内部の問題が世間的にあまり判ってもらえなか

っただけに，乙の方面から業界の苦心の存する経営問題

が却って判ってもらえる ζ とともなり好都合な一面もあ

ると思う。資金はあくまでも必要欠く乙とのできない重

要な要素ではあるが，その反面それ自体がオー J レ・マイ

ティではないこともとの業界の特質とすると乙ろであろ

う。ー国の経済の繁栄はその機構を担当する各分野にお

いてそれぞれ全力を注ぎうる態勢にあって始めて言い得

るととと思う。建設業者にあっても好むと好まざるにか

かわらず，立替工事に血道をあげなければならぬなどは

不合理の極みである。銀行 ! ( . - j流手形を持ち込んでも割

引に応じても らえぬなどになると，どこか， なにか，安

定を欠いた! 惑じカまする。不合理と摩擦があって乙そ，そ

の聞に成長も発展もがもたらされる とい う理外の理もあ

るかも知れぬが割 り切れぬ感 じもする。

しかしそのかげK は建設業者の涙ぐましい努力が捧げ

られつつある乙とも判ってもらいたいものである。均衡

を保ちながらの経済成長を望むとと切なるものがある。

それだけに企業内部の資本蓄積にー段の努力を致さねば

ならぬが，税制上の支援をも期待したい。

1 . 機 械 化 の 問 題

戦後機械化の問題が必要以上に界り，その効率を考え

る暇も ない くらいの時期もあった。

わが国の特殊事情，すなわち工事規模に応じあるいは

地質，地形の勘案など適当に改良されたものの要求が強

くなりつつある。特に一般的に小型万能型のものが工夫

されつつある乙とは適切なととである。

なお今後各業者がめいめい機械を保有する乙とについ

てはー考を要することである。現状ではおおむねフルに

使用されつつあるから問題でもないが，いずれはわが国

でも機械貸付会社が存立すべきものと思う。先年建設省

案として ζ の種会社の設立窓側が伝えられたが，成立に

至らなかったととは記憶に新たなと乙ろである。この案

が暗礁に乗り上げたのは，政府が取り上げるからには全

国的に公平に希望に応ずる仕組みになるので，機械プー

J レの配置問題が論議の中心となってお流れとなったこと

がある。

むしろ，乙の問題はー時的の補助政策はとるとも純民

間企業として発足され発展する ζ とを切望したいのであ

る。アメ リカの業者の資本カをもってしでも自社保有は
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きわめてまれであって，貸付会社からの借入れによるか

自社員付の場合も工事完成後は売却を建前としているよ

うである。機械がもはや質重品扱いでなくなっている証

拠であり，機械類の売買が市場で容易に行なわれるから

であろう。むしろ普及してしまえば当然、の乙とと思うが

自由に売り得 られ，借り得 られると乙ろまで進むべきも

のと思う。

宝の持ち腐れになると，企業経営のためにも 国家経済

の上からも不経済不利益をも たらすものである。一日も

早く機械貸付会社の設立を期待する。

1  . 業 者 の 設 計 問 題

欧米の例でも設計者と建設染者は各々の分野が判然と

している。わが国でも分野が明確でないというわけでは

ない。ただ，最近では建設業者の設計部が繁忙をきわめ

つつあること である。建設 ｾＨ￬ の 竹山建築研究所 長の怠 見

によると，造船の例をあげて設計と施工が分離している

のは不自然であり，一貫作業を行なう ζ とによって始め

て立任が明確にされるとしている。しかし外国の最近の

傾向は造船設計コンサ J レトの役割りが始頭しているとも

聞いている。どち らがよいかは一つに需主E者の選ぶ乙 と

であろう。まして，法規で施工業者は設計してはいけな

いとの規定を設ける板拠も見出し得られないわけで、あ

る。ただと ζ で言い得る乙とは，建築家は業者の設計部

とは画然と特徴をもち ，権威性をもたれねばな らぬ乙と

ではなかろうかと恩う。なお申さば建築家にあってもそ

れぞれの長所を充分発揮され， しかも建築家相互の閣で

相手の長所を認めながら，特殊なものについては共同設

計をするなとの雅量も必要ではないであろうか。業者の

設計部はむしろ自然発生的に地歩をかためつつあるが，

両者が鏡合する意味でなく各自が分野を認めあって進ん

でゆく乙とが必要ではなし、かと息う。建築家の設計と業

者の設計は同じ軌道を歩まぬように各々の特徴づけられ

た方向 lζ 向う乙とが望ましいものと思う。

1  . 中 小 企 業 の 問 題

発註｝彰式は中小建設業者問題と ｾｊＮＧζ からみがちであ

る。むしろ乙の場合は発註形式というよりは指名形式と

いった方が適切であるかも知れぬ。 mJ 述資金問題につい

てふれた乙とであるが，業者の資金負担が増大すること

は中小企業者にとっては重大な問題である乙とは論を俣

たなし、。最近業界κ 倒産者が頻出する事態をみて寒心に

たえないことである。中小企業問題は単なる経済問題の

みではなし、。産業構造の問題として，また政治問題とし

て取り上げるべきものと思う。ｾ細企業には及ばなくと

も，健全なる中小企業の存立は国家の存立を安泰たらし
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めるものであると確信している。資本の集中が高度化す

る乙とは自然の勢であるかも知れぬが，乙れらを置き去

りにする乙とは極めて危険といわねばならぬ。

ソ述でさえ，新しい中産階級が発生し乙れが量的1<: も

質的にも大きな役割l りを果しつつあると聞 くのである。

欧米諸国でも 中小企業が存在しているはずだが，およそ

安泰でそれほど問題視されていないのは，原因がど乙に

あるかを追究しなければならぬととであろう。特別に政

府が乙れが保護にあたっているとも聞いていない。要は

産業構造に対す る自然のルールがで きているからであろ

う。焦点をしぼって解明してゆく必変ーがあると思う。

建設業にあっては業者自身も特徴のある分野を自ら見

出する 乙とも必裂ではなかろうかと思う。

同じスター卜 ・ラインに立って閉じ目的を達しようと

すると乙ろにも矛盾があると思う。

次』乙指( ( ，形式の問題I乙言及してみたい。

ii 議所j は業者ーによってそれそ‘ れ仕事の長所をもち，企業

者もそれを認めて発註する思いやりと判断があった。

発註者とう走者の聞はお得意先きであり，お出入りであ

った。あえて系列というととではないが，自然に業者の

聞では地盤ができていた。官庁にあってもしかりであっ

た。戦後は多くの新規業者の拾頭 してきたのと，立法府

の人々が行政面に介入する乙とが多くなった関係で，企

業官庁の発註担当者が事務処理の方便として建設業登録

ｾｬｪｬ ｊ と点数倍 ｬ 陪採用した灰いがある。発註担当者が登録名

簿と点数表をめくらなければ指名の顔ぶれがきめられな

いほど，業者の能力に対して無知では更々にないわけで

ある。点数fl 計lは今日では無用の長物というよりもむしろ

弊害を伴いつつある感が深い。

業者は点数表の上位をめざして，て: r;iil の多 きをのみ

望んで憂き去をやっす乙とと なり，それなりに競争が激

しくなる。結果的には中小業者の分野にまで l食い込んで

ゆく乙ともあり得る乙とと なる。

乙の際英断をもって点数fljlJ を廃止し} 汝前lζ 復して熱意

ある業者にお出入りの観念で，誠意ある施工を求める方

向にあ らためるべきと思う。機械的な事務的な指名とい

う安易な道でなく，能力と誠意に応じて機会を与えてゆ

く態度を とられることはせめて中小企業問題の一端を解

決する途ともなろう。

もちろん業者自体も思い上りの考えをもっ乙となく地

道に自己の基盤の上 IL着々と徐今にではあっても技術向

上の道を確実に前進するべきものであろう。 3走者もそれ

ぞれ大 ・中 ・小の立場を離れて各自が立っている立場を

更めて見直す乙とによって，お互いがどうしたらいし、か

を考えなければならぬときだと思う。あまりにも臼我1<:

もとづく近視眼的の考え方から超越した世界性，客観性

をもって事態を考え，業界ひいては日本経済の前途の不

安を除きたいものである。 (:存者 K K銭高組取締役社長)



日 本 の 建 設 産 業 構 造 の 諸 問 題

松 井

1 . は じ め に

1- 1  先日，たまたま大阪府堺港の埋立地のil 設がi況

を見学する機会をえた。ランチに乗って，おそ らく 数年

後には工場用地になるであろう乙の第 3 区~第 8 区の埋

立地の建設状況を海上か ら眺めたわけである。建設のっ

ち音は陸上ばかりとは限ら ない。 乙の臨海工業地帯の造

成にからむコンビナートの出現乙そ，乙んに ちの日本の

独占資本主義の姿を如実にあ らわしていると同時に，建

設必業の近代化という点にも大きな関辿性をもっている

ょうである。

その折，大型のしゅんせつ船が数受稼! fyJ しているのを

みた。いままで，アメ リカのミゾリー河等で作業中の大

型ドレッジャーの写真をアメリカの総合開発関係の文献

でたびたびお自にかかってきたが，現実にそれに匹敵す

るであろう，否むしろ，その性能において独自の意義を

もっと思われる大型しゅんせつ船が稼動しているのをみ

るにおよんで，日本の建設機械化も乙乙までき たのかと

その感を深くした。< コンビナートの形成と重建設機械

の出現>

1- 2  将来，日本の四大工業地帯: につづ く第五の工業

地帯の本命ともいわれている播州工業地得においても工

場建設が盛んに行なわれている。その一角の加古川にお

いて K 重工業某工場の建設が進め られている。

新しいパイプ構造による乙の新工場の建設現場では，

レール上を移動自在な新しい大型クレーンが装備されて

郎材を組立てている。 i ついこの閉まで， トピ職が鉄骨

の屋板をとび廻っていたときとは隔世の! 惑がする」とあ

る友人は語った。新しい工法と新しい労働者( オペレー

ターなど) が生れつつあるわけである。 < 現場工法の機

械 化 >

1- 3  先日，有馬温泉で 「都市住宅論u季研修会J な

るものが開催された。 i 量産ハウスの問題」と 「都市再

昭 光

開発の問題」についての討論が主要テーマであ「た。 そ

の際，組立ハウス会社からの協賛を，はじめ三社の予定

に していたのが，いつのまにか六社にふく れあがった。

乙れは小さい 乙となが ら，乙ういうゼミナーノレにも積極

的に参加しようというのは，現在の組立ハウス会社が一

方では，部材の五1産化と いう生産面をどうとらえるかと

いう乙と ，他方では，その量産を ζ なす需要をどうとら

えるかという乙とを真剣に考えているひとつの現われで

あろう。乙う した建材メーカーを中心とする部品の盤底

化が現実にお乙ってきている。 < 部材のi i l : im化 >

1- 4  さる 3 月下旬，全国建設労働組合総連合主催に

よる全国協定賃金会議が行なわれた。 i建設労働者の最

低賃金要求として，日額 1，500 円を全国的統一行動のな

かで実施させる」乙 とを決議した。 くだっ て 8 月10 日

東京において賃金の引き上げ，工事単価の適正化を要求

する「中央総決起大会」が開かれ，全建総連の建築労働

者約 4 ，000 名が参加した。

乙れは，長い労働時間，休みも月 κ 1 2 回，惑い職

場環境， JIi J末手当もないというような，いわば日雇問機

の建設労働者が，下請のそのまた下請という制度のなか

で，いままでその生活をしいられてきた乙とに対し，自

分た ちの手で改善しようという積極的な巡動である。す

なわち人間なみの生活をするための斗いである。また職

人から 技能工へという 技術獲得の斗いであり，それを通

じて，建設労働者の統一戦線の強化ともつながっている

わ け で あ る 。 < 建 設 労 働 者 の 組 織化 >

1- 5  乙の小論を清書しているときに，中小建設業者

を中心とする全国の建設業者が一丸となって大会を開く

Ｍ ｾ 主設関係紙によれば建設業史上画期的というーーと

いうニュースが入ってきた。 i 公共工事適正単価確保全

国建設業大会」がそれである。ときは 9 J::j 6 日。ととろ

は東京神田共立講堂。
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公共工事の単価は，進駐軍の命で定めた P. w. 単価に

ずっ と規制 されてきたわけであるが，乙んにちでは，適

正単価でな く低単価となっ たという。

乙の単価が，少なくとも官公庁工事で命をつないでき

ている中小建設企業，と くに地方の中小建設企業にとっ

ては苦痛のたねである。地方では入札不調に終ったとい

う件数がふえてきた。 極端かも知れないが，山口県では

本年 4 月より8 月までに，建築28件，土木27件の不調件

数があったといわれる。 乙のよ うな事態に対して， みづ

からの市場確保のため，中小建設業者が適正単価i確保 と

いうー大陳情巡l l l J J を開始したわけである。<中小建設企

業の市場確保の迩動>

1- 6  先日の新聞に N 建設が増資を行なうために株

式会開を行なうとの報道がでていた。すでに本年 4 月ま

でに， 16社が株式公開を行なってい る。すなわち，一般

に資本と経営の分離といわれると乙ろの「資本の側から

の近代化J である。 < 資本の側からの近代化>

1- 7  以上，六つの事例をとりだした。どれもあたり

まえの現象であるけれど，その事例に含まれる内容は，

こんにちの建設産業構造を分析する上において，法則的

なもの，本質的 なものを多分にもっ ていると思われる。

< コンビナートの形成と重建設機械の出現> は，大建設

企業にとっては，建設市場を独占化する率を大き くする

乙とにつながるし， < 現場工法の機械化> や< 部材の量

産化> は建設産業の技術的構造の変化をも たらす。また

< 建設労働者の組織化> や <中小建設企業の市場確保の

連動> は，建設労働力の諸問題や中小企業問題一一いわ

ゆる二重構造ーーにも関連をもつもの寸界ある。< 資本の

側からの近代化> は，建設業 内部の資本の有機的構成

( 技術的にみた場合，資本の技術的構成〕の問題につな

がって くるわけである。

要するに，建設産業を論ずるにあたっ てはし 、ままでの

現象函か らの解釈だけでなく ，日 本の資本主義の発展の

なかで，建設産業構造がどういう法則のもと に形成さ れ

掌1 ru扱産業の階造を解明するには ，方法論として ， 技術論の立場から

まず論ずる必要がある。私は「技術の法則」ならびに ， そζ から当

然君主きだされる各要量i の法制を. ｭ 距 産業 ｋ あてはめると同時 ｉｾ Ｎ

ru級産業のもつ特殊航法則を， また逆K 技術論て深めていくととが

大切であると思う。技術の規定の仕方には ， 二週りのi i ! fれがあって

ひとつは「人uu実践( 少盤的実践) ICおける客飯院法則性の怠織的

i創刊」で代妥される鋭であり ， 他のひとつは「社会的労働手段の体

系J で代表 される 税であるが，私は，むしろ ， ヲi 働手段体系のもつ

j訟を監と技術水附とをどうと らえるかが大事t: と思っている。

E ういった観点から「椴計J →級制化の問阻. i 施工J →新工法

の傑JI! (て業化， 機械化の可能性) . i 官邸j →工科宮部 { 機械と

労 務 Ｉ の 問題 の 解明 が 前向 ｉ ｾ でてくる ｱ ま た「政計」 の Ｑ ＰＢ い手で
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変化 していくのか …・ 乙ういった法則的認識のうえにた

って，建設産業をみなければな らない。

2. 建設産業の技術水準とは

一一方法論として一一料

(省略)

3. 建設産業構造の見取図

3- 1 数 字 の 魔 術 性

日木の迎j自腹::¥"iの笑fJ.lを知 るICは， 迎首，ィ) 鐙録業者数， ロ) 就業

者 ｾｴＮ ハＩｵＡ殺投資額 ， ニ Ｉ 業社のＱｬｴ業 成宮 Ｑ Ｎ を求め ，そ乙からひきだ

きれるいろいろの分析 を組合せて知 るι とができる。 乙れらの数字は .

ru般向性，その他の官庁統計で示きれているわけであるが， ζ E で考え

' ，. ければならぬととは， ζ れ らの数字をよほど気をつ けてう けとらな い

と閥魁をI /U迎 うおそれがあ るという E とである。 いわゆる 「数字の魔

力J ｉ ｾ ひっかかるおそ れ がある。 ζ れではおそ らくi j ! 器産業の情造的実

阪の犯鐙は一面的に与る。

たとえば，今恒l発刊になった昭和36年度 m扱自立fJ の3ω 点。E は「 資

本金別業者数および完成工事高の絵穆J の表があるが， そのなかに ，中

規隙の業者Ｈ資本金 Ｑ 千万 ｾ ｬ 位円未 櫛Ｉのー業者当 り の町二 ｉ ｬｬｊ完 成工 ｬ ｦｊ

7i. は，昭和33年ICおいて . 452 百万となって いる 。 ところが， ι れはまE

波大阪授録業者のうちの法人組織の 342 i ! 臣者だけについて刺挫した数字

から 由 ｪ りだ さ れたもの であって ， 決して資 本 金 ｬ 千万 ｾ Ｑ 億円未湘の企

業者のそ れでは ないのであ る。 実状はもっとひくいものである。尖際民

計算してみれば， 昭和33年度K おける知事主主録業者の個人 ・法人( 総合

・脈li U・般備業者も含 めて) を も含めた 549 業者のー業者当り細工額は

犯8 百万K しかならない。 完成工事高と施工額とのちがいはあっても ，

452 百万と 308 百万と はあま りにも ちがいすぎる。

6 っとも ru扱自主? のこの表は ， 完成工事高のI u 移をみるためのもので

あるから ，とやかくいうわ けでない。 しかし ，c . のようにどの業者のど

の部分をとるか ，大医登録業者か知事登録業者か， ま，ｾ合か脈別か扱 ｕ ￼

か ，個人企 業か法人企業かを明確にしないと ， 一 口 ｉ 己資本金 ｬ 千万 ｾ Ｑ 億

円未測の業者は，昭和33年 ICおいて ，一護者当り年IIU 4 億 5 千万以上の

工事をしたと いわれる 己とになりかねな t 、。c . れは ，まfごしもよい方で

ある。資本金 100 万以下の零細企業にい たっては ，およそ官庁統計から

の数字だけでは実態はでて E ない。

乙のよう IC . 数字からの分析だけでなく， それと同 ｉ ｲｚｙｉｾ Ｎ i j ! 扱産業の

締造的分析から 舵愉し なければ，実態はつかまれないであろう。 ru扱産

業の二軍 制 造といわれ る 下 前関係 ｉ ｾ しても ， また労務者不足問問。E して

も，同燥の ζ と古いえるのではないか。

ある ru築家 . i 施工J i 管理J のにない手である技術者e ならびに労

働者のそれぞれの場 ICおける ， 性格と 組織を正しくえが主だきねば

ならな L 、。

また ，社会的労働手段の体系か らは ， 現 l見施工の機械 化 ・装置

化， エレメン- : ; の工場生産ンステム ， 殺!日工事の充足，労働生産性

( 労働の質) . 述扱業資本の技術的問成， 砧般市場の形成等 々の解

明が自前日記でてくる。

正E般産業の特殊的法則一一注文生産 - .lrrl 生首υ 屋外生産. ru;没

i I i 射の小分割j 等 トーーが，以上の各要来とどうかかわりあい， 変化

して いく のかの分析も必要になってくるわけである。

しかし， ζ 乙では， ζ れら の方法論の展開は行附する。



3- 2  i近代化突入の年」

昭和34年度は，日本の建設産業史にとって，いろいろ

な意味で注目してよい年だと思う。戦前は，一部の建築

界をのぞいて，その建設界は封建制の残存の見本みたい

いにわれていたものであったし，戦後も，昭和24年まで

は国土の復興という乙とに重点があって，産業としての

近代的姿をもつに至らなかった。その後，進駐軍命令で

建設関係の統計が整備せ られ，また建白設業法が施行せら

れて，いろいろと施工に新しい技術や機械化が導入され

てくるにおよんで，やや近代的な姿へと歩んできた。 l問

イノベーシヨン

和3 0年頃より「技術革新」の波にのって，民間設備投資

に公気づきながら ，建設業はその内部をかためていっ

た。そして 33年の一時的な不景気を脱して，一応の体

制lをそろえたのが昭和34年である。すなわち，乙の年に

は亀

1  ) 建設業の資本構成( 借入 : 自己) は，大蔵省の究

表によれば， 25年上期の94: 6 が 34年上期には87

:  13になって，資本の技術的内容を高めた ζ と。

2  ) はじめて建設業( 資本金 1 千万以上) は完成工事

高純利益率が，全産業平均においついてきた乙と。

( 後掲の第 15表参照)

3  ) 大手業者が株式の公開にふみさり，増資体制をか

まえた乙と。

4  ) ζ れと関連して，コンビナ ート 形成の機運や，民

開設備投資 ・公共投資が飛躍的に伸びるのに対する

建設側の態勢として，機械化な どへの急速なE整備が

みられた乙と。

5  ) 建設市場 lζ ，軽量鉄骨やlil 産部品の進出がみ られ

た乙と。組立ハウ スの出現期にあたる乙と。

6  ) 機械メ ーカー ・商社関係も含めて，他産業の建設

業界への進出がみられたこ と。

などの理由から ，少な くとも大手業者の建設市場と中手

業者の一部のそれは，いままでの心理的な不安定さから

心理的安定さにかわってきたと思われる。

乙うした条件と経済水準により ，昭和3 4年度は， 日本

建設産業が近代化 lζ 入った最初の年と推論しでもよいの

ではないかと，ｾＡ，Ｎわれる。もちろん，近代 化と いっ ても，

比較的建設界を支配する大手業者における資本の側から

の近代化の性絡が強いわけであって，建設産業全般の近

代化でない。

その後，乙の基盤の上にたっ て，所得倍増計画にのっ

とったー速の政策が行なわれて，建設界のブームを支え

てきているわけであるが，同時に， i近代化突入」のか

げに，建設産業桃造上新しい矛盾と問題点をなげかけて

きているのである。

乙ういった意味で，以下に昭和34年度を中心にして，

建設産業梢造の問題点をさぐってみたい。

3- 3  建設産業構造の見取図

前述の数字の魔術性にできるだけひっかから ないよう

に，全体的な視野から，昭和34年度の建設産業構造の見

取図をえがいたのが第 1 図である。

A グループは大手業者約60社， B クループは中規模業

者約 1，700 社 c グループは小規模業者約 1 万社 D グ

J  レープは，零細業者約 4 万社をあらわしてい る。

ζ れは昭和34年度の実績をもとにつくったものである

が，昭和35年度および昭和36年度は，乙の図の施工額が

全体として約2596および約4596増大したものと患って差
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第 1 図 昭和34年度における発注者別・ 資本金別・元請 ・下請ならびに従業者の構成実態図表

注 1) 1 : . の図友は「昭和34年建設工Ul 施工統計測査報告第五号」より ，事業所 17，984 についての淵査ならぴ

1<: 事業所 53，853 についての測宅t ，その他のデータをもとにして作成 したものである。従業者i < : ついて

は，総I ! I ! 府統計局と労働省労働統計剥在部のデーターを色とに作成 したもの( 怯井}

2)  公共発注 ， 民 ｲ ｬｕ ｾｴＳＺｩ＼Ｚは ， 純子ＧｦＧｬＧｬＮ諸経費， 訟 計料 Ｎ ｩｬＡ 設 機 械 ＧｉＧｬ などは除外している。

3)  建設市場独占率とは . 1: . の場合，砲i投市場の分割j 差別の割合を怠味している。

φ詐霊3

4コ良町軍事

膏 迂

。ZTE

dロ正 鴻

( l ! 理)

。 下 請

〈理 想}

第 2図 昭和34年度における建築部門の発注者別・元議

・下請の実態図表

注 1) デ- 9 は第 1図のものと同様。

2)  数字単位は{章。



しっかえない。もっとも，その場合，全体の構成図はさ

ほど変 らないが，割合は若干変動しているわけである。

昭和35年度および36年度のデータが不足しているので，

はっきりいえぬが， A クソレープの割合が大き くなり， B， 

C グループは A の系列化へ進む傾向がつよくなっている

と考えてよいと思う。 A クツレープといっても， I昭和34年

度では資本金 l 億以上¢業者会さしているが，乙んにち

では資本金401: むの業者をはじめ，資本金が数倍化してい

るとしても， その業者数は大手 ＵＰｾＶＰ 社ぐ ら いが ａ ク

ノレー プと考えてよい。

第 2 図は，tr; 1 図をもと に して，建築部門におけ る実

態をえがいたものである。

3- 4  建設市場の独占率 (分害IJ 差別率)

乙の第 1図でわかるように，建設市場においては， A  

グループはその2B.696を B グループは 21. 296を， C グ

J  レープは20 .796を D クツレープは 29 .5?6をしめている。

建築部門にかぎってみても傾向はほぼ問機であるが D

クルー プの建築市場独占はやや落ちている。( 第 2 図参

照) 。

乙の乙とは，四つのクツレープがお互いに競合していな

いという乙とではない。 A は B の建設市場 B Mへも進出

しようとする。また B I立場合によっては余儀な くCM へ

市場を求めていかざる をえないこともあろう。そういっ

たグループ閣の競合はあるにして も，それはグルー プ内

ほどの乙とはない。死活はグルー プ内の競合にある料。

したがって乙の競合に負けたものは，必然的K. B 泣から

C
M へ，C

M から D M へと市場をかえてい くか A また

は B の系列化( 下請) へ入っていくわけである。

A グループのー業者当り元諸施工高は約61 憶であるに

対し B グルー プは 2 億足らず c グルー プは約3千万，

D クツレープは約 1 千万である。 A グルー プは B クーループ

の30倍 c グルー プの 200 倍の仕事をしている乙とにな

る。ー般的にいえば，それだけ労働生産性が高いわけで

ある。

3- 5  発注者別と種別からみた市場の特性

元17i 施工額を，公共と民間との発注者別にみる と A

クツレー プ内において，公共の発注工事 A p は31 .0:?6，民

間発注工事 Ac は69 .096で，民間の方が圧倒的に大きな

比重をしめている。 B グルー プ内では公共 B p 55. 29ぢ，

民間 Bo 44.896で，公共工事の方がやや多い。 C グルー

プも，乙の傾向をつよめている。 D グルー プ内では，そ

の一部 ( D' ) は民間の工事がやや多いが，一般的f C は公

共工事にたよっている。

*2 ζ の乙と から ，談合，入札1<. か らむもろもろ の ri1l.i箇J が生 じるわ

けである。

つぎに，土木と建築の種別でみると A では，土木43

76，建ー築 5796であり， 日および C では，とも fC土木40

96，建築60%である。資本金 100万以下の D' では，土

木3596，建築659ぢで建築の方が多 く D ではほぼ同 じ割

合である。

乙れを発注者別と麗別の両方でみると， A では，民間

土木，公共土木がともに2096位である K 対し，民間建築

が半分近 く (4596) をしめている。 B で は ， 民 間 建 築

(
32

96)  ，公共土木( 289ぢ) ，公共建築( 2796) がほぼ

閉 じ位で，民間土木は どくわずかであ る。C も大体 B と

同 じ。 D' では，民間建築が半分をしめている。 D では

公共土木が一番多 く ( 3696) ，ついで民間建築( 3196)

となっている。

以上を通観すると，建設大企業では，独占資本の設備

による民間建築がもっとも多 く，国家財政の投資による

道路，屯カなどの工事も多い。乙れについては，後で詳

しくみてみる ( 第 3図，第 4図参照) 。中小建設企業で

は，中規模資本の設備投資による民間建築と，公共事業

による土木工事，国および地方自治体の公共建築 ・公共

住宅が中心料である。

容細建設企業では，一部は民間の小規模建築で市場を

確保しているが，大部分は，市町村の公共工事および，

民間の個人住宅，小庖告書などの工事が多い。

各グループは，それぞれ自分の建設市場として，以上

のような発注者別 ・種別の工事を確保しているわけであ

る。

3- 6 下 請 の 構 造

ど承知のように「二重構造」といわれている大企業と

中小企業の併存，その仕事の受注形式である元請と下請

の関係，あるいは 「二 重 構 造J の現象形態である「規

模別賃金絡差J I生産性格差」等々は，どの産業にもい

われるようである。政府は乙の「二重構造」の格差の解

消をとなえているが，現状は，ますますその絡差を開き

つつある。多聞にもれず，建設産業も乙の二重構造の性

絡がつよいわけであるが，とくに建設産業にあっては，

さきにみたように凶つの市場どとに受注をとらぎるをえ

ない乙と，また元詰一下請といった単純な形でなしに，

元詰→下請→親方→手配師→労務者といった労務対策的

な要素がつよいわけである。もちろん，最近では大手業

者にあっては，部品メーカ ーをその系列化，もしくは協

力態勢下にもち，部品の大部分はそのメーカーに発注し

て，己れは組立て業的な性格をもっといった傾向をつよ

めてきている。それにしても，一品生産の現状からいえ

本3 公共工事1<' 生きる他方の中小建設企業にとっては， 発注単価の低い

のは頭の痛い婆索になっている。 倒産のひとつの原因になってい

る。 1- 5 の節でのべたよう1 < . ， ζ の業者が'1.1心となって，適正単価

要fIl のi!l!動がお乙っているわけである。
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ば，全部がすべてそうでないわけで，な

おいぜんとして建設産業の手工業的性格

は「近代化」のかげに残さ れてい る。

乙うした乙とを念頭lζ 入れて，元請と

下請の関係をみてみよう。 第 1表によれ

ば，元諸施工額においては，昭和31fj 三度

の100f( 対し，昭和34年度は 160の増加で

あるのにくらべて，下諮施工額において

は 191 のJ . f 1 加になっている。元請に対す

る下請の割合も 16から19へと増加してい

る。乙の乙とからも，下請の系列化の傾

向が大き い乙 とがわかる。

つぎに，下請施工額のなかにしめる各

クソレーフ。の割合をみてみよう。 第 2表に

よれば， 昭和 34 年度 K おける その比率

は，大企業 ( A s) では 4 .2 96，中企業

(B .，) では 14 .4% ，小企業 (Cs) では

26 .796. 零細企業の一部 (D '.<) では9. 2

96， 零細企業 ( D s) では 41. 5 96 であ

る。 D (D s' も含めて) が多いのはも

ちろん大工をはじめとする織別業者が多

い理由によるが，総合建設業者でも ，C

グル ー プＨ 資本金 ＱＰＰ 万 ｾＵＰＰ 万Ｉの業者

は下請の系列化を強めている乙とは注目

[ζ {直する。

職別業者だけについてみれば，もちろ

ん元請( 684 億) より下請( 821 億) の

方が大 きい。 下請より元請の方が大きい

という職別業者は約50社K すぎない。あ

とのすべての職別業者はすべて下請に依

存している。

さて，乙 乙で問題とな るのは， 下請施

工額のなかで約半数をしめる D ず ( D s'

も含めて) グルー プが，どの系列下にお

かれている のかという乙とである。乙れ

はデータが手元 lζ ないので，実統的にい

えないのが残念である。 A の系列と B の

系列，あ るいは C の系列のどれに比重が

かかっ ているのであろうか。 第 1 図では

一応撒ー定の上で. 図のように A ， B， C  

のそれぞれのグルーフ。の下においた。 し

かし，別の資料 ( 第 3表) fζ よれば， 外

注資の割合は A では約3596前後 B で

は31 96前後である乙と から ，大体 A の

系列下 lζ 3596，B の系列下 f( 3096，C の

系列化 lζ 2096の下請置があると考え られ

る。
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第 1 表 元 稲 施 工 額 ・下 請 施 工 額 の 位 移 ( 単 位 依 )

34/31 

( % )  

lω  

191  

(残忍工事施工統計報告より ，0153. ぽ泊の事業所調査)

第 2 表 31年 度 と 34 年 度 の 下 務 純 工 額 の 比 率 ( 単位 億)

二と斗ヱヱー金 |一一言「Tm成比必トーま二ヰ繭正

一 '  | 資 本 金 1 位 以 上 | ぉ{童話1 2 7  1  川 主2iェ

"  Ｑ 剛 万 ｾ 1僚未満 | ぉ5 ｻ 毒 Ｑｾ 1
16

.8  1  棚{意識 1 14 .4 

8  1
1
師 ~ 蜘万未満 |

ぉ
4 ｻ 毒ｾｾ 1  23. 8 1  717 {意識 1 26. 7 

J  1
1∞万以 下

1  1回( 毒12 1  川 1  247 {毒I現1  9. 2 

8  | 叫 の 笠 録 業 者 1 641  ｻ 童話ｾ 1  45. 7 1
1 川 誠 1 41. 5  

1
1 似{同

1
1∞o 12. 680 {定i:諮1

1∞o

( 建設工事胞工統計より作製)

第 3 表 外 注 授 の 割 合

大 企 業 | 資本金 I 億以上 | 辺 築 45. 2% 土 木 24. 5% 平 均 34. 85%  

中 企 業 I Ｕ ∞ 万 ｾ 1億未満 | 建築 39.7郷 土 木 23.0% 平 均 31.35%  

小 企 業 I Ｑ ∞ 万 ｾＵ ∞ 万未満 ｼ 建築 ＲＹＮＹ Ｅ 土 木 10.8% 平 均 20.35悠

( 昭如34年 10社平均，昭和36年 度m般自也より )

第 4 表 昭 和 34 年 度 IC お け る 磁 波 従 業 者 数 ( 単 位 万 人)

凶器尋問差是|鰹|判断
備 考

ィ | 宮警 備 1 35 6 1 225 1 200 |
臨 時 計日・算働日脱らし者は 1月

を20 くものと

らく 41. 9  I  23. 3 I  27. 4 庖有
して た。

ロ |明 治 | 19 7  1 5 8 1 11 

労月り働勤。者労統統計計調測査査部毎よ

ら 26. 3 I  12.5 I  IS 

77. 8 

!日 品瀧塁Eez91. 5  39.9 回 無 ら お

よぴ は，

ハ 1  ;の規ら般館〈業者4 人所以IC下働 1  
10.2 

l  お 2 I  28 I  ，ｾ＠ 総剣国在 働者司I数力業労

17.5 
50. 1 I  34 I  11 より

計
88 

1_  ｾ＠ ｊ｟ ｾｌ ｉ ｟ ｽ げ109 
90 1  49 1  11 1  254 者を引いたも の。

数字は上段 : 短小 下段 :1世大



3- 7  建設労働者の構成

一体，建設労働者は建設産業構造上，どういうと乙ろ

にどれだけ働いているのか。

全体の建設従事者の数は，概略なが ら統計資料からわ

かる。附和34年においては，最小の月が 203 万人，最大

の月が 254 万人をしめたといわれる( 第 4表参照) 。

しかし，どの系列下 lζ ，どの周の労働者( 技術者 ・技

能者 ・常用 ・日雇臨時) がおかれているのか。 A の系列

下， B の系列下， C の系列下 D の系列下はどうである

のか，また元詰と下請との関述のもとにどう構成されて

いるのか。乙ういった乙とを裏づけるデータが手元にな

いため， 正確でないが，第 1 図のように推定してみた。

( データが入り，もし修正すべき点があれば修正するつ

もりである) 。

さて，乙乙で問題となるのは，常用労働者と臨時 ・日

庖労働者との不安定さである。ｾＮ用といっても安定した

ものでなく，また臨時 ・日雇とい っても 1 ヵ月の就労回

数は 18- 24日である。 第 5表IC職厩別の: 常用と日雇との

割合を掲げておいたが，乙れによると，大工 ・とび工は

85
96前後， 土工 ・石工 ・左官が739ぢ前後，人夫が5 0 - 6 0

%が常用で，あと の1896 ，2796， 40- 5096が日雇になっ

てい る。

乙のような不安定さは，また①元請業者の常用， ①元

詰の臨時日雇，①下請業者の常用，①下請業者の臨時臼

雇かによっても異ってくる。元詰→下請→親方→世話役

→職人と いう 系列は， ①②が戦後職業安定法によ り禁止

されたのでな くなるか !Cみえたが，施行規則の改正K よ

りふたたびみられるよう になったようである。

しかし，野丁場や町場に働らく建築労働者は，現在に

おいては，質的 lζ 転換をはからねばならな くなってきて

いる。新しい工法に対処して新しい労働過程が生れるな

かで，新しい技術を身につけた労働者の出現がのぞまれ

る。技能者養成の問題もさ る乙と なが ら，建築労働者自

身が，自主的な組織づくりのなかから生活擁護と技能獲

得の要求をもって立上 る乙とが必要である。

茸1 5 表 取種別の常用 ・白1ill 創合 ( 昭和34年 8月)

計 %

7  種
計 | 69. 7 30.3  l∞ 

大 エ 83. 1 16.9  
I∞ 

と ぴ エ 88. 2 11.8 1∞ 

土 工 73. 5 26. 5 1∞ 

E 作 業 人 夫 ω. 0 40. 0 1∞ 

経 作 業 人 夫 51. 1  48. 9 l∞ 

石 工 72.3  27. 7 l∞ 

2王 官 73. 2 26.8 I∞ 

( 労働省労働統計調査部)



4.  建設産業構造と機械化

4- 1  その昔，ロ ー7 のエンサイクロペディアであっ

たヴィ トルヴィウスは 「機械とは重荷を移動寸るに当り

きわめて大なる利益をもた らすと乙ろの一組の物質的装

置である J ( 建築書) といった。もちろん， 乙の湯合の

「物質的」というのは「木製の」という怠味である。 乙

の物質的木製的装置とは厳密にいえば機械ではない。む

しろ道具とよばれるものである。乙んにちまでの建築生

産が大工さんの道具によってつ くられてきたが，乙れで

は生産方法の変革にはならなかった。 i生産方法の変革

なるものは" ニュフアクチュアにおいては労働力を起

点とし，大工業においては労働手段を起点とする」とい

う7 1レタスの有名 なことばにおける労働手段 とは，機械

の乙とであった。乙んにちの建設産業に機械化が導入せ

られ， それがおそるべき勢いで生産の上にいろいろな意

味で変革と問題点をよびお乙 しつつあ る乙とは当然とい

わなければなら ない。

さきほど昭和3 4年度から建設産業は「近代化の時代」

に入ったと推論したが， 乙の推論の根拠のひとつに機械

化が導入され， しかも機械化による建設生産の可能性が

よみと れる からである。

4- 2  乙のようにして，建設産業界は機動性の高い，

しかも生産性の高い機械の採用へと，その歩みを進めて

きた。ベルトコンベア，ウインチなどの小型現場機械，

プルドーザ，タンプトラック， ミキサートラックなどの

輸送機械の増加は申すまでもなく， トラッククレーンを

はじめとするもろもろのクレ ーン，パワーゾョベル，ロ

ードロー ラーな どの荷役 ・施工 ・組立用機械から ，万能

掘削機， くい打機，コンクリー ト機械などの現物施工機

械にいたるまで，大巾』ζ 機種が採用され，その機械化が

進められてきた。

昭和25年から 3 0年までの建設業の機械化の推移につい

ては，建築学会経済委員会( 徳永勇雄氏ら) が， i 建築経

済統計資料 1960J の建設業側や，建築雑誌61年 7 月号に

おいて， 3 0年国宮調査による年次別資産項目別取得価絡

のJlt 移をもとにして，機械化の傾向を示してお られる。

蛮人企業では，機械 ・装置の伸びが 100 ( 25 年) ー 15 6

- 369- 35 7- 574- 246 ( 30年〉と なっている。また，個

人企業ではとくに箪綱 ・iili 搬具の伸びが同じく 100 ( 25 

年) - 86ー 140- 321 - 858- 666 ( 30年) となっている。

要するに，法人企業では機械装置の取得lζ ，個人企業で

は車車両 ・巡搬具の取得に ，その機械化の指向性がみられ

ると指摘されている。

第 6表は，昭和32年度と昭和35年度の主要建設機械生

産実紡を示したものであるが， グレーダ( 合スクレ ー
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第 6 表 主 要 建 設 機 械 生 産 実 制 比 率

ト 」笠Ｇｾ l G-1 1' ; 35 年 貯

台 | 比 率 台 l 比 語 一

ンヨベル系掘さく槻 49 
1∞ 1. 485 3030 

グレー合ダ

(  スレレー バ)

40 100 202 
5∞ 

ロードローラ 96 
I∞ 701  730 

コンクリート機械 2ω 
I∞ 20. 131  7740 

トラヲ{ 合タプルドーザ} 202 1∞ 5. 411 2670 

Ｈ通産省統計資料 ＮｩｬＡ 般 ｬ ヨ ｾｴＧ ｬＧ より司 ＱＱ 日Ｉ

第 7 表 h1I i エ者別m投機械取得額および除却額 (単 位 億)

|32112h111f問Lh

総 数 420. 3 

登 録 業 者 377. 8 

I 倒人 ・知nJT登録 46. 5 

2. 個人 ・大医登録 7. 7 

3.法人 ・知事登録 104. 0 

4. 法人 ・大医登録 225.5  

直 営 事 業 所 42.4  

613. 6 146 

576. 9 l 臼

103 .5  223 

1. 9  112  

153. 5 148 

318. 0 141 

36. 6 86 

63. 0 

52 .4  

10. 1  

1. 6  

19. 7 

20. 9 

10. 6 

155. 8  

150. 5 

16. 8 

0. 5 

106. 0 

26. 8 

5. 6 

287 

日7

128 

53 

( 建設工事施工統計制査報告第5号)

第 8 表 主褒建設機械保有台数 (34 .12 .31現夜)

同 ｾ ｉ 抑止 Ｑ 宙開業

万 能 銅 四IJ 機 2. は)() 1. 670  330 

ト iノ ン チ ヤ 108 98 10 

く
L、

打 機 2. 380 2. 339 41  

グ ラ ウ ト ポ ン プ 1. 261 )， 127 134  

プ J レ ド
.y  

5. 611 4. 724 887 

普 通 ト ラ / ｾ フ 47.995 44. 805 3. 190 

ダ ン プ ト ラ Y デ 14. 363 12. 594  1.769 

ス り レ ノマ 809 747 62 

テ. リ: ; ? ヲ レ ー ン 2. 719  2.661  58 

モ ビ ー ル ク レ ー ン 629 573  56 

モ ー タ ー ク レ ー ダ 742 203 日9

ロ ー ド ロ ー ラ ー 3. 989 3. 5幻 462 

タ ン ピ ン グ ロ ー ラ ー 261  236 25 

タ イ ヤ ロ ー ラ ー 237 176 61  

革 主 動 式 転 圧 機 1.ω I  1. 314 287 

百持 石 横 1. 342 1.012  330 

送 日l 担量 925 828 97 

セ メ ン ト 空 気 輸 送 装 置 65 ω  5  

パ ッ チ ヤ プ ラ ン ト 2. 021  1. 917 104 

コン ヲ リ ー ト ミ キ サ ー 48. 247  46. 627 1. 620 

E キ サ ー ト ラ y ク 687  683  4  

セ メ ン ト ガ ン 975 960 15  

ア ス フ ア ル ト プ ラ ン ト 1， 198 ) ，) 31 67  

ア久フアルト フイニ Y シ ヤー 330  318  12  

ロ ー ド ス 9 ー ピ ラ イ ザ 76 54 22 

ド リ ル ヨ ヤ J ポ 546 日8 8  

ポ ン プ し ゅ ん せ つ 船 290 206 84 

そ の 他 し ゅ ん せ つ 船 680 520 1ω  

( 0 1 ¥; 世工事脳工統計淵省報告知5号)



パ) の生産は 5 倍，コ ンク リート機械にいたっ ては77倍

の増加である乙とを知る。かかる急激な増加は， 第 7表

の建設機械取得額においても， 34年度は 613 符: で，前年

度より 4696増を示 し，除却額を差しひいた純増加額にお

いても 458 憶で29% 増を示 してい る。しかし，法人 ・知

事登録業者のクラスは除却額の率は割合に高い。乙れは

工期のスピードアッ プ， 新工法の施工にあたっ ていまま

での手工業的な古い機磁ではダメになり ，新しい機事Eが

とれにと ってかわろうとするあらわれであろう。乙の乙

とは前述の B，C グループの建設市協の技術的特性lζ 変

化をもたらしていると推察される。

なお，昭和34年12月末現在における主要機械保有台数

を第 8表 lζ 示した。

4- 3  と乙ろで，乙の機械化はどういう特性と矛盾を

もっているのであろうか。

第一1 ( . ，機械化と いっても，昭和34年度における資本

金 1億以上の会社による機械取得額は，登録業者( 約

53 .000業者) のそれの約 4 分の 1 を示めてい ると乙ろか

らわかるように， 同一機種を増加さすこと によっ て，少

くとも同一作業の繰り返しを可能にしよう とす る，いわ

ば施工の生産性を高める方式を採用する業者は，少くと

も乙の大手業者およびそれに近い中規模業者に限られる

ようである。 資本金 1.000 万以下の業者では，同一機種

の増加という傾向でなく，足らない機種をそろえる程度

にすぎない 。 <同一機種の増加による生産性向上>

第二 lζ ，中小建設業にとっては，機械化は好ましいと

いっ ても，それが短期的IC. 必要なわけであっ て，注文生

産という，乙んにちの建設業の特性からみれば，仕事を

とるために必要な機械化，あるいは工1切にまにあわせる

ための機械化という乙とである。とにかくその工事獲得

と建設期間中にほしいというだけの機械化の意味であ

る。したがって，中小建設業の大半にとっては， 機械化

は長期的に考えた場合，経営的になりたたない矛盾をも

っている。もちろん，乙の乙とは， 中小建設業グループ

の建設市場 B M，CM
の技術的特性一簡単にいってみれ

ば，一単位の仕事の規模が大きく ない乙と，また大きな

長期的な継続の見込( 計画) 生産が考え られない乙とー

にもその因果がある。

乙の乙とから，中小建設業に対する機械貸与会社が別

lζ 考えられる必要がありそうである。

また， 道路工事においても，狭い工事現場においても

日本の建設事問に適した小型の機械一道具の機械化とも

いうべきものーある人は，乙れを万能型とも いっ ている

が，乙うした小型万能型建設機種が必要になりそうであ

る。 < 一企業による機械化の限界性>

第三 IC，機械の導入は，建設生産 lζ 新工法( 工業化工

法) をよび，新工法はまた機械化を促進せしめるという

乙とである。たとえば，地下工法において 「水を抜く」

という新工法ー ウエ J レポイン トーが導入 される K およん

で，は じめて，地下掘削にいままでの手の労働から機械

による労働へと切換え る乙 とができた し，その機械の導

入がまた新しい地下工法を うみだしてきた乙とは周知lの

とおりである。

もちろん，新工法といっても他産業の目ざましい技術

革新によって，それが支えられてきたものであるが，そ

れに伴なう労働過程の変革のなかから，当然現場におけ

る新しい「工程」の確立( 機械管理) と新しい「技能

者」の養成( オペレータなど) という 問題を提起してき

た。建設省でも「建設機械性能検定に関する法案」ゃ

「建設機械施工技術者養成所法案」 など考えている由 lζ

聞 くのも乙の影響である。< 機械化が建設の技術部門に

およ lます影響>

第四』乙，機械化lζ 伴なう自己資木増加から，否応なし

にといえば語弊があるが，資本の巡動として，その強制

として当然資本の技術的構成を高めていく。株式の公開

とそれにつ らなって，同族資本から大衆資本の若手入ー資

木の側からみたところのいわゆる「近代化」をもたら し

てきた。 < 機械化と資本の技術的梢成>

第五 l乙，機械化lζ 伴なって，建設市場IC組立工法， 工

業化工法が導入される可能性ができるや，建設以外の他

産業のまま本は建設市場へのりだしてきた。鉄鋼資本によ

る型鋼生産会社の設立や，建設資本と共同出資の形での

部品生産会社の設立，機械メーカーと建設資本との結び

つき等々がそれである。

同時に，これらの生産会社を通じて 工 場 大量生産方

式，部品の規格化などの問題を提起してきたのも当然で

ある。< 機械化が他産業部門におよ lます影響 と部品工羽

生産化>

4- 4  機械化は，以上のような技術的な特性をもちつ

つ，その特性のなかから新しい方向と矛盾をうちだして

きているわけであるが，その新しい方向自体がまた問題

をかずかず建設界の前 lζ 提示しているし，提示していく

であろう 。

ひとつの問題として例をあげれば，技術の進歩 IC十ドな

う労働過程の変化から生じるであろうと乙ろの，250 万

におよぶ建設労働者の諸問題や， 何万という零細企業の

問題がある。また下請制度や入札と いう建設の発受注方

式など生産の面だけでなしに，流通商にもいろいろ問題

を提起してくるわけである。
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5. 産業構成と建設産業

5- 1  建設産業は，乙んにちの資本主

義の産業構成とどういう関連をもってい

るのか。乙れは，ひとつの大きなテーマ

である。乙んにちの資本主義という乙と

は，国家 ｾＱＱ 占資本主義の乙とであり ， 経

済の支配者である独占体は，国家という

道具を使って自己の最高利潤を確保しよ

うとしている乙とは周知の乙とである。

乙の国家独占資本主義が建設産業にどう

いう影響を与えてきたか，また与えつつ

あるのか，そして将来どういうふうに進

展していくのか…ぃ。 乙ういった乙とが

らの研究も大いに必要である。

しかし， ζ 乙ではそういったテーマは

はぶ くが，少くともそのー断面だけはえ

ぐりだしたいと思う。

5- 2  官庁用語で「民間設備投資」と

いわれていると乙ろの金融資本と産業資

本の設備投資が，どれだけ建設界κ おと

され，また，それを建設産業界のどのグ

J レープがどれだけ受註し，どういうタイ

プの建設物を生みだしてきたかを調べて

みよう。

第 3図を参照していただきたし、。乙れ

は第 9表および第10表をもとにして，昭

和34年度における民間設Oiii 投資と建設業

者，と くに大手業者46社の受注額との関

述をあ らわしたものである。

第 9表によれば，民間設備投資のうち

31 .8  ｾ杉 が建設投資である。建物に ＱＹ Ｎ Ｓ

96，構築物に 10 . 6% ，土地改良に 1.996

の投資割合である。乙れをさらに産業別

にみてみると，鉄鋼 7 . 15弘 化学 11 .95ぢ

などの製造業が全部で43 . 15彰を占め，そ

のほ か沼気ガス業が23. 096，商業サービ

ス業が 11 . 296，金融保険不動産業が 7 .9

96，迩輸通信業が 8. 596 となっている。

と乙ろで， 建設業の大手 46 社( 総合

287: 土，職別 18社) による受注額からおし

はかつてみれば，少くとも民間の建設投

資の約6296が，乙の大手46社で占められ

ている乙とを知る。乙の大手46社とは前

述の「建設産業構造の見取図J (第 1 図)

の項のなかでいう A グルー プIC. 相当す

首1 9 表 昭和34年度 ICおける民間設備投資とm般投資 との関係

A.  民間般備役貸の内訳 B.  m殻役資耳目の設資制合

総額 胤 I幻億円 I 100%  I  

内 訳 1m股 役 資 I 31. 8  

{相湾

ｉ ｾ 物 ｼ 193 
構 築 物 I 10. 6 

工地改良 I  1. 9  

機械およ び裁回 I  48. 0 

m綱 述 調E 只 I 6.4 

船 舶 I 5. 7 

l l 9 只 術 品 I 5. 0 

そ の 他 I 2. 9 

民rru被備投資総額l 兆5. 183億円のうち

資本金 l 億以上の法人の般備投資額

I兆2.127億円。

中小製造業の法人の餓備投資額

ￎＮ ＡｾＳ Ｎ ∞ Ｐ 億円。

= ω 9億 I 1∞箔

i 製 造 業 I  43・1

内訳 | 鉄 鋼 I 7.1 

化 学 I 11 .9 

繊 維 I 3. 8 

沼気峨械 I  5. 0 

輸送機械 I  4.2  

食 料 I 3.5  

そ の 他 I 7.6  

沼 気 ガ ス 業 | 幻 .0

商業サービス業 I  11. 2 

金融保険不動産業 I 7. 9 

ill 輸 通 日 業 I 8.5  

鉱 浪 3.9

そ の 他 I 2.4 

( 法人企業投資実制調査より ，初段臼俗より作成)

第 10 :& 大手46社民よる発注者別工事受注構成比 ( 単位 低 ・低以下四捨五入)

エ 訟 々 と| ェ 「 附 | 工 : : ; 成 比| 仙

繊 維 工 業 98(  3.3) 1. 9  121  1. 6  123. 2 

製

化 学 工 業 338( 11. 3) 6. 6 制。 5. 9 130. 1  

民

鉄 鋼 2匪 ｾＴＷＨ＠ 8. 3) 4 .8 385 5. 1  156. 1  

進

繊 械 工 業 394(13.2) 7. 7 670 9.3  177. 3 

そ の {也 2LO(  7.0) 4. 1 347 4. 6 11主1. 9

業

IllJ 

計 1. 288 (43.1) 25.1  1，992 26.5  154. 7 

農 林 ・漁 業 9(  0.3) 0. 2 14 0. 2 146.0  

;lt- 鉱 m 61(  2.1)  1. 2  66 0.9  108. 8 

普も 製

巡 輸 業 94(  3.2) 1. 8  134 l 品 142. 7 

!il 気 業 382( 12.9) 7. 5 621 8. 3  162. 4 

造
商融業保険サ不ー動ピ産ス金} 1. 022 (33.9) 19. 9 1. 401 18. 6 137. 1 

注 m τ  の 他 134(  4.5) 2. 7 195 2. 6 141. 0 

計 1. 708(56. 9)  33. 3 2. 432 32 .4 142 .4 

計 I  2. 995 ( 1∞)  ぬ 4 I  4. 427 回 9 I  H7. 7 

ｾ＠
国 鉄公Ｇｅｾ交通 25108.0)  4. 9 482 6.4 191. 4  

官

電 々 郵 政 109(  7. 1)  2. 1  126 1. 7  116.1  

公蛍m気 ・m源 16100.6) 3. 2 176  2. 3 1 ω7  

A官、A、 公 也 水 道 74(  4.8) 1. 4  147 2. 0 2∞ .1  

業

計 595(39. 7)  11. 6 931  12.4 156. 7 

庁
337( 22 .4) 6. 6 415 5. 5 1幻 O

361 (24. 1) 7.0  574 7.6 158. 8 

発
産 公 団 167( 11. 0) 3. 3 262 3. 5 157.0  

m そ の 他 43(  2.8) 0. 8 72 1. 0  169. 2 

注

l 計
鈎8(1ω3) 17. 7 1. 323 17. 6 145.7  

計 I  1. 503 ( 1側 泊 3 I  2. 制 30. 0 I  150. 0 

駐留耳I ・外国公館 17  7  

首草 ヲ十 10 0.2  130 1. 7  I  1. 348.5 

骨| 26  0. 5 136 1. 8  I  517.3  

合 R十 4. 525 邸 Ｒ Ｑ Ｖｍ 仰ｾ I  
150.6  

小 口 工 事 ω 3  11. 8  I  7∞ 9.3  116. 2 

総 3t  5. 127 I∞o  I  7. 515  1 ωo  I  146. 6 

( f 1! 扱工事受注調査報告より L
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第 11 表 大手46社による工司I剖別工Uf 受注偶成比

( 単位 (Il ・依以下四捨五入}

よ;------z主主

34 年 度

工 事 抵 構 成 比 エ司111 Ｑ ， ｾｉ ｪｦＮ ｬｴ＠ 1/
34年度

事務所l占舗興行局 1，ωo  21. 5  1，499 19.9 J 37 .5 

ij! 工場合同I 発rn所 975 19. 1  1， 577 21. 0  161. 7  

{主 宅 270 5.4 3ω 4. 8 134 .6  

学校 ・病院 ・庁舎 320 6.4 508 6.8  158. 5  

築

ｾ＠ の 他 450 8.8 649 8. 7 130. 0 

計 1 3.155 61. 3  1  4. 悶 61. 2 1 凶 7

ダム ・水力発電』値段 4臼 8. 6 561  7 .4 123.9 

鉄 道 223 4.3 436 5. 8 194.9 

土

農 業 ・土 木 91  1. 7  111 1. 5  121. 6  

上 下 水 道 84 1. 6  150 2. 0 177 .3 

題 立 85 1. 6  初 2 2.7 237.7 

地 湾 114  2.2  150 2. 0 131. 8  

道 路 217  4. 1  303 5.1  176.5  

阿川・ 海伴. t I E防 86  1. 6  135 1. 8  157.2  

木
そ の 他 420 8.1  566 7.5  134. 9 

計 1 1， 774 34 .8  1  2.694 35. 8 1  151. 9  

引t hす|すといお3. 0 1 113.8 

総 計 1 5. 四 I∞o 1 叩 5 1∞o  1 凶 6

( i j ! 扱工[ j l 受注調査報告より)

る判。

乙れを内容的にみれば，大手業者は商業 ・サービス ・

金融 ・保険 ・不動産などをあわした工事紛が33 .996を占

めているが，同時に鉄鋼 ・化学 ・機械 ・電気などの基幹

産業の設備投資の仕事が中心をなしている乙とを知る。

ー方，公共投資のうち大手46社の占める受注額の割合

は， 第 4 図によれば16 .5.96である。

乙れ らが，どういう タイプの建設物として生産さ れて

きたかといえば，第11表!Cみると おり，建築においては

事務所 ・庖舗 ・興行場が21.596，工場 ・倉庫 ・発電所な

どが19 . 19ぢ， 乙の両者だけで実に4096以上を占めている

わけである。土木においてはダム ・水力発電施設がもっ

とも多く，ついで鉄道 ・道路である。昭和35年度か ら，

乙んにちにかけては，道路 ・港湾 ・坦! 立などの比重がぐ

んと ふえているのは，大平洋ベ J レ卜地帯をむすぷi高速輸

送道路計 画とコ ンビ ナート建設による臨海工業地帯の形

成というー述の高成長政策のあ らわれであるととは申す

までも ない。

以上を要約すれば，建設市場の約 3 ;!iIJ近 くを占める大

手業者グループ (A グループ) は，民間建設投資のうち

の60% 以上を乙 なし， しかも‘ それが基怜産業の独占体

の建設にそのままつながっていることである。公共投資

においても，その約17J6をこなしているが，乙れは社会

資本の導入と いう形で，比較的に独占休の利益に役立つ

よう な事業に重点がおかれている。

5- 3  中小規模業者のいわゆる B グルー プとC グルー

プなどが受注する産業別の資料が不足しているので，今

回乙れら B，C と産業閣のむすびつきの実態があき らか

にで きなかった ことは残念である。しかし B，C グル

ープで民間建設設備の約33% 乙れはおそ らく 中小企

業による設備投資に相当するであろうー を乙 な してお

り，民間住宅の大半は C グループと容細業者 D グルー

プがこ なしてい るとみて差しっかえないのではないだろ

うか。 公共住宅については B，C グループがその大半

を受注していると思われる。

第 12 ] 世 大 手 5 社 の 段 近 1 カ 年 の 笑 納

昭和36年1月1EIを訟湘 。 ( ) 内 は昭和33年1月1日を法制としたもの。

刊 第 l 図の A グルー プの元泊施工額と， ι

の大手4<i社の受注額がちが うのは機械取得

額や小口工事，外注工事など のn入の ちが

い，統計のとり かた' . . どによって興ってい

ると思われる が. A グル ープの仕事の傾向

を知る上 ICは. c の両者を大体! 司ー視 して

芯えて b差しっかえ低いと思う。

ｼ 出資産 ｉ ｾ ､ ｬＧｬす面合 戸 函ｬＧＦ Ｑ ｾｾ 工 ｾ ｉ詞守 ｼ 削 獄 ｬ ｴ ｬ ､ 協 Ｉ Ｑ 山Ｑ｜Ｈ〉 Ｕ

2 竺心12丘三竺l “6 司 51 221 8 1 ♂訓 di i j | 判 (2?i: 2

5 砲 設 1 12.51  ＳＹ 内部 ｾ ｬ｟ ｾＲ 判 。 ｩ 到 Ｈ Ｑ ヂ副 ＨＳ＿ＶＳＱ ｌ｟ ｾ 竺 ｌ ｩ ＲＱＲ＿
。 組 | (12 1 49361 m 叫 7571| (3 mh J ! i ! l oi 4Zi m 2i (2協7

T m扱 1 d l 7943 お l 叫 lω 61 (3i;目♂6¥1 (必}I 1吋 α?私7

k m 扱 l J 1 3日刊捌刊 61 “i d E1 ♂3 1 d d1  12 26 0 5 3 E  

5 社平均 | ♂l引 ω 11;  ぬ 851 72I d f111?l  f1? 23l  t f d |  即 fみ現!

(11) 払込資本はそ の後O組は40憶となり，そ の他も俗資中。 〈建設産業新l吋施主による )
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節 13 t< 中手業者22社( 資本金 5，000万) 岱: 11} ! 約ぷ (111位 百 万 ) 問 看'36年 1月1 日壱滋楢にして一カ年の実績

| 払込資本 | 自己資本 | 流脈 注 | 悶定資産 | 完 成 工 州 | 当期利銭 円 桜 中 | 総 当日 | 使用人数 1 ｾ厄両
A晶._弘 、，唖"

Mr n 役 50 93 835  107 2，211 33  1. 50 788 263 12. 6 

K 建 設 50 88 S51  115  2，187 34 1 ω  717 お8 11. 4  

N  組 50 105 858 151 2，052 46 2. 29 667 305 15. 3 

5 建 設 50 54 570 82 1，832 7  0 .42  807 224 3 .4 

T iIl 蚊 50 74 658 110  1， 764 15  0. 87 721  243 6. 2 

F  組 印 65 4ω 131 1，552 50 3. 24 798  193 26. 0 

M 工 業 50 161 1，058 109 1，547 42 2. 77 976 157 27. 2 

A  組 ω  88 1，217 137 1， 634 44 2. 70 642 235 19. 0 

T 土 木 関 76 711 225 1，464 55 3.79  501  290 19. 1 

M 組 50 64 528 149  1，439 9  0 .66 10. 34 139 6. 8 

F 工務庖 50 118 489 206 1， 380 72 5 .25 658 184 39. 3 

K  組 50 75 320 57 1，1∞ 21  1. 96 978 112 19. 2 

A  組 ω  62 臼4 107 1，228 23 1. 伊1 7ω 151  15. 7  

K 工 業 50 回 323 85 959 8  0 .92 296  321  2. 7 

A J]! 投 50 58  997 241 948 3  0. 42 798  118 3. 3 

T  組 50 66 ω 5  65 882 20 2.35 592 148 13. 9  

5  iIl 股 ω  68 263 116 837  10 1. 27 621 112 9 .4 

T  組 50 54 289 88 834 8  0 .98  517 160 5 .0  

M 組 50 65 503 157 1，0<16 23 2. 23 565 141 16. 5 

I  組 50 ω  380 55 783 4  0. 56 684 114 3 .8  

T iIl 設 ω  50 450 331  Ｗ Ｗ Ｇ ｾ＠ 13 1. 69 6. 70 114 11. 4  

N 工 業 回 51  264 109  767  4  0 .61 564 135 3 .4 

22社平均 I  50 I  74 I  t05  1  134 I  1， 328  
Q
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お 13 .2  

Ｈ恕 Ｗ 没 ｾｩ Ｇｬｚ新聞 ｦ￵ 友より作成 Ｉ

第 14 友 5 n.上 資 本 金 の l O 1m (単位 1∞万)

|同お桝作州| 鈎僻作判130年 13幻l作 而 副一示 ] 云示J凡3緋5昨年

払拠込資帥本金判 | 乙υ 7叫拘39

'

3，川704制ωω 14，492叫4仰峨叫9幻叫216ι ，刈刈河加1 9，叫 lω0，市 川 山

2おs年3悲'&lIIl %  I  10∞o  13お5 I  16<“ I  2剖'45 在14 3S悦刈 53訓4 6ωg8  

1対t吋-11前巨向?年l比t 形 1  一 13お5 ' 1ロ22 149 141 115 13お5 13引1  

ｭ 投 了Ｚ ＺＱＱ 絞的研究 会刻 Ｚ ｾ ｬ ， m策f下限 '61 r  .56より )

節 15 ｾ＠ 完成工事 ｾ (1:.i1!収入) 純利 IJi 部比l ! ! I ( %)  

Ｑ 腕 ｔ ＲＹ 年 Ｑ ＳＰ ｦｾ [ 31if- 132ふ1排 134年

¥'t成| 全 政 策 I 3 .42  I  2.89 I  2. 58 I  3. 32 I  3.60 

-2Zl 製 巡 業 16.16 I  5. 28 .  4. 22 I  5 ω 15.93 

2
「 砲 設 業 12 勾 12 ぉ 12. 30 2. 72 2. 72 

F 到 |

剥 | 大 手 5 社 I 2. 29  

6. 建設業の財務分析 (省略)

ただ し，草書汚までに， 大手5祉ならびに中手22祉の最近 1 カ年の実績表

( 節12J，i . 節13表) および，52祉資本金の摺hn状況( 第14表) ， ならぴ

I[
完成主' !f il' 6純利益率G -1H51足) をかかげる。

7. 部品工場生産 と建設産業 一未定一

8  独占資本の建設市場への進出と海外建設の問題

一自由化にそなえて一 一 未 定 一

9. 開発の民主化と建設産業

10.  建設産業機造の変革の問題 一未定一

一呼応計画と建設産業ー

11 . お わ り に

ｲｮ 本 の ｵＡ 投 ｮＡｬＱ［ ｦｾ 巡の鯖問題」というテ ーマ 壱与えられ ， 現状分析

をするなかで， 少くとも法則的民間E重点をあきらかにす るつもりであっ

たが，ＶｾＱＰ の 項目色 未 定で ， まととに 不 満足な色の Ｑ Ｎ なっ た。 また，

JJ! ，f，ln!l1; hll 巡のなかにしめ る技術者の役割や， 後計事務所の役割につい

て 4 ふれるべ きであ るのはできな かった。
資料不足と力不足で，かっ独

断に走っている鋼所 もあ ろうし，ζ の点おわひ・する次第である。

( ! f i 者新rn委貝 ・日本磁築協会編掠}
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2 ゆれる建設中小企業
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竹 中

ミ経済成長ミという言葉が，日常' 語と なってしまっ

た。戦後，特Iζ 最近の数年間における日本経済の成長が

ま乙とにめざましかったからである。特! ( . 首相が好んで

政策の表看板につかったからであろう。しかし日本経済

の高成長はたんに為政者のひとり よがりの言葉のうえだ

けのものではな く， じっさいに目をみはるものがあり ，

つとに世界各国の注目をあびていると乙ろである。むし

ろ首相が声を大 iζ したためにかえって最近は成長ム ード

がですぎて設備投資の過熱をおさえねばならぬよ うな乙

とになっ ている。けれども，なんといっ ても景気の好調

はかなり根づよいものがあるようにみえる主主設ブームが

まきお乙っ ているのも当然である。と乙ろが，日 本経済

のもうひとつの特徴は二重構造にあるといわれる。巨大

な企業はますます大きくなり ，中小企業との格差がいよ

いよいちじるしく なって きた。いろいろな面からみて大

企業には郎合がよいが，中小企業は歩がわるい。金融が

むつかしいのをはじめ，設備の面でも， 資材の函でも，

'J; .務の而でも 中小企業は大企業 lζ とても対抗する乙とが

できなし、。そのうえなによ りも過当競争に追い乙まれて

いる。それが日本経済の現実である。乙のよう なことは

あえて建設業界にかぎら ない。あらゆる業界において，

いわゆるミ中小企業問題ミは，なかなか複雑であり 困難

であっ て早急な解決が望めそ うもない。

t持!L. ，中小 建設業者をもっともくるしめている 問題

は，過当競争である。詰負制度が行なわれ，また前受金

をとる乙ともできるから，極端にいえば建設業は仕事の

段取りをつけるだけでよい。したがってほとんど無資本

lζ 近い人々でも机ひとつあれば営業ができない乙ともな

い。戦後の混乱期には，乙のような業者がつぎつぎと現

われた。戦前にくらべると業者の数が倍以上にもなって

いる乙とも周知の通りである。のみならず，男ｾ気が重

んぜられた伝統からと浮き沈みは11i 負のつねだミという

観念がつよく ，無計画な，無鉄砲な営業が繰り返され，

出lfil 入札さえも平気で行なわれてい る。業界の混乱を防

ぐために，登録資格を厳重にし，建設業法を強化すべき

ことも識者の悶ではしばしば叫ばれて きた。それに対し

56 

業 あ り 方の

靖

ては営業の自由を主張するものも多いが，食堂経営のよ

うなものでもつよい規制をうけている。建設業のように

公共性のつよい業種において営業の自由の一部分が制限

されてもけ っして不都合ではあるまい。野放し lζ 近い現

況はともかくも改革する必要がある。心ある業者が一致

して建設業法の改正に努力すべきである。そのほか，官

公庁の入札制度や業者聞の下請制度にもいろいろ改めね

ばならぬ問題は多いと思うが，本号はと建設産業構造ミ

特集であるから，乙れらの問題はほかに論ぜられる向き

も多いと思う。わたくしは中小建設業者自体のあり方の

なかで解決で きる 問題についてすとし考えてみたいと思

つ。

中小建設業者にとっ て，な K よりも緊急な問題は合理

化であろう。建設業者ほど，伝統的な考え方が抜けされ

ないで，近代化がおく れている業界は少ないのではない

か。近代経済の原則にのっとった経営でなければ， 資*

主義の高度化した現代では，すべてがたちおくれてしま

うであろう。近代化，合理化のなかで，まず第一に取り

上げるべき問題は，分業体11;11の確立である。 資木11;11生産

が封建制生産にくらべて，驚くほどすばらしい発展をと

げたのは分業の結果でもあった。建設業も，大いに専門

化すべきである と思うが，特 lζ 中小企業が活路を見11¥す

乙とができるのは，専門化して，それぞれ特色を発揮す

る点にあるのではないか，建築ならば，商庖の建築に専

念するとか，土木な らば，橋梁の建設を得意とすると

か，いろいろ考えられるであろう。規模は小さく ても商

庄の建築については日本でも有数であるというような

としにせミを得るならば，大したものである。それぞれ

得意の仕事にしたがって，個性を発揮し，専業化すべき

である。大手の建設業をデパートになぞらえるならば，

中小建設業は専門庖とい った方向をと るのがふさわしい

ので- はないか。小まわりがきく中小業者の特徴も，との

ようにして乙そ一周よく活かされるであろう。

乙のような分業化とともに，企業の系列化も急速に実

現せられるべきである。中小企業が，大企業の系列に入

って， 繁栄に向っているのが，一般に産業界の実状であ



作同列。

中小建設業者ほど近代化がおくれている業界は少ない・ 佐 々 木 正 雄

る。系列化がも っとも おくれているのが，建設業界では

ないか。中小建設業者は，面子に乙だわ りすぎているの

ではないか。建設業における機械化がいよいよ進み，機

械もしだいに大型化していく傾向がつよいのであるから

その点からだけでも ，系列化の必要ーがあると思う。一般

に，中小企業が大企業の傘下で指導をうけ，援助をうけ

て近代化 しつつあるのが，今日の傾向である。そして，

また脇合によっ ては部品製造。よう な役割りをはたす乙

とも有利なのではないか。 小 まわりのきく特徴も，大企

業を助ける乙とと なり， したがって，中小企業がみずか

ら活き ていく道ともな るのであろう。 しかし，乙の点に

ついては，従来からの単なる下前柿IJ皮は，いろいろ な点

で改善せられる必要があると思う。大企業も 中小企業も

ともに在来の伝統的な観念、にとらわれではならない。 中

小企業の経営者は，いたずらに面子!C乙だわる乙となく

他方大手業者は中小企業を充分理解して包容するように

すべきである。

つぎに，経営の合理化も，中小建設業者が一段と努力

する必要のあるも っと も大き な課題のひと つであろう。

最近はミ経営ブームミな どといわれ，経営陣の首脳者も

率先 してと経営者ミの勉強をしている有線である。 合理

的な経'邑・管理な くしては，企業の健全な発展が望み得ま

い乙とはい うまでもない。 もちろん，製造工程の細部に

ついてまで，たちどとろに，細い原価計算ができる近代

的製造工業などとはちが って，建設業の現場は，なかな

か複雑多岐で，実態の把握が，非常 に困難である乙とは

事実である。しかし，それをしなければ，合王型的な企業

のi運営はできるものではなし、。 ミ工事は，できあがっ て

みなければ，わから ないミとよ くいわれている。とすれ

ば，すべては迩にまかしたよう なものである。それでは

まったく ，いきあたりバッタリの仕事であって，合理的

な経営など，とうてい望むべくも な く，近代的な企業 lこ

は，ほ ど遠い乙とである。 工事現場どとの調容を正確に

かつ綿密に， しかも，すみやかに作る乙とが，ぜひとも

必要である。現場どとの清算は普通行なわれ るが，それ

に先きだっ て，工事のでき高とそのコ ス トが刻々 に一目

して把握で きるようにしておかねばな らなし 、。工事の進

捗度合と，そのときまでに要したコス トに応じて，残っ

た工程のコ ン トロールができ なければ，けっ きょく 運否

天賦( うんぷ ・てんぷ) の仕事になってしまう。いまま

ででも， 練達の請負者は，現場を一目して直観的に勘で

おさえて仕事のコントロ ールをしてきている。しかし，

なんといっ ても正確なデーターによる数字の基礎に立 っ

たものでなければ，合理的な近代経営はなりたたない。

なお，特』ζ 紛用( ぞうよう) といわれ るものが案外に大

きすぎることもしば しばである。不必要な無駄な雑費は

恩いきって削らねばなら ない。それにも，また正 しいデ

ーターをも っていて，大局の判断をあやまら ない見識が

望まれるが，総じて各種の数字的なデーターをととのえ

ておく乙とが必要である。

現場の調告は， 工事が終ってから ，清算の型ででてき

たのでは決算以外の意味はないが，調書の作成に努力し
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ている業者でも，工事の終る ζ ろになってようやくコス

トが把握できるような乙とになりやすい。しかし，それ

ではせっかくの努力も役に立つものではない。できるだ

け早く作らねば意味がない。工程の進捗を追っかけて，

つねに現状がつかめなければならない。 そのためには，

伝票やカ ー ドなどの改善も必要であるし，また少なくと

も専門的に乙の仕事を引受ける従業員がなければならな

いが，乙の仕事は，けっして簡単なものではないから，

そのような仕事のできる能力をもった専門家を育ててお

かねばなるまい。近どろは，事務革新が，技術革新とな

らんで叫ばれているが，ゆらい中小建設業では，事務系

統が軽視せられがちである。技術偏重というか昔ながら

の職人かたぎといってよいような詩負人かたぎが根づよ

くみられるのである。事務系統の務官11i ，事務管理の改善

は中小建設業者にとって早急に実現しなければならぬ大

きな課題であるが，それは まったく経営者の頭のき りか

えに依存しているといってもよい。経営者は，事務管理

の重要性を認識して経営分析につとめ，企業診断に遺憾

なきを期する必要がある。それとともにともすれば，起

りがちな事務系統と技術系統との対立におちいらないよ

うに経営者が指導して，人の和を得た社風をつくりあげ

ねばならぬととはいうまでもない。

つぎに忘れてはならない乙とは，建設業がサービス業

であるという点である。大企業も，中小企業も，乙の点

においては変りはないが，中小企業における技術者偏重

の傾向が，ともすれば乙のような認識を失わしめるおそ

れがある。いわゆる技術者かたぎは，よい意味では技

術に忠実であり，良心的であるという乙とになるが，え

て頑固なひとりよがりにおちいり やすい。施主が建設し

て使用するのである。じゅうぶんに施主の希望をいれる

べきである乙とはいうまでもない。施主の言葉IC耳をか

たむけて，よ くその主張を理解すべきである。技術者の

なかには一一特に若い経験のとぼしい技術者のなかには

書物に普かれた理論や，自分が考えた}'I1.)/ii 1ζ とだわる人

がみうけられる。豊富な; 常識をもって，施主のいい分を

とり入れるだけの包容力がなければな らない。資力の点

でも，設備の点でも，大企業と競争する乙とが，ほとん

ど不可能に近い中小建設業者に残されたものは，サービ

ス精神lζ 徹する乙とにあるかも知れない。 ミ売ってよろ

乙び，買うてよろ乙び， fdE らえてよろ乙び，格らえてよ

ろ乙び，駕官官iζ 乗ってよろこび，界いてよろ乙び，料理

してよろ乙ぴ， p食べてよろ乙び， みな双方がよろ乙ぶミ

といった江戸時代の学者ーがある( 岩波文庫 ・鳩 翁 道

話) 。経済社会本来の姿は，まさに乙のようなと乙ろに

なければならない。売買行為の当事者が双方とも利益を

ζ うむり，契約の当事者がいずれも満足するようになっ

てこそ，経済行為の点の意味がある。資木主義の現代に

おいても，江戸時代の乙のような言葉は，たしかに通用
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する。作ってよろとぴ，作ってもらってよろ乙ぶのが，

建設業の本来のあり方でなければならないが，との乙と

は中小建設業者 ζ そ，もっとも心しなければならぬと乙

ろである。

近代化という点では，設備機械の近代化もさるととな

がら，労務管理の近代化も ，中小企業にとっては，ゆる

がせにしてはならない問題である。旧態依然たる親方制

度が，乙の点についての防. 碍となるが，わたくしは親方

制度の廃止を叫ぶものではなく，その改普ーに努力すべき

乙とをいいたいのである。もとより親方自体の頭のきり

かえが必要であるが，同時iζ 請負業者の理解ある協力な

くしてはできる乙とではない。それと関係して目下の急

務は飯場の改良である。ひと昔まえとくらべると，最近

は飯場もしだいに改良せられつつあるが，さらにもう一

歩をすすめなければ，近代工業の職場が画期的な改善を

とげている現状からみて， 将来の求人難は火をみるよ り

も明らかであり，また既存の労務者の他産業への転出も

防ぎょうがないかと恩う。経済成長がすすむにしたがっ

て求人難は，ますますむつかしい問題となる乙とを覚悟

しなければならない。それについても，労務者の安全対

策が中小建設業では，えて，なおざりにせられる乙とが

ある点を反省すべく，たんに人道主義的な要求とのみ考

えずに，労務管理の問題として真剣にとり組んでいく必

要がある。さらに最近ようやく切実となってきた大工 ・

左官その他技能者の不足一一あるいは後継者難も ，中小

建設業にとって，ゆゆしい問題となるであろう乙とを考

えておかねばなるまい。大手の業者では，すでに社内で

その育成をはじめているものも現われてきたが， 中小企

業lζ とっては，とてもそんな余裕はありそうにもない。

協同してそのような努力をする方法しか残されていない

であろう。政府に要請する乙とも必要であるが，業者の

団体としても，その努力をすべきであり，中小建設業者

が一致してそのような情勢をきずきあげねばなるまい。

以上，思いつくままに，いろいろ私見を述べではみた

が，どれひとつとっても，なかなか困9 ' :41な問題ばかりで

ある。しかしまた，同時にすべての問題について，努力

を怠るならば，経済成長の大波のなかで，中小建設業者

は， ふ りまわされるだけであって，ついにとり残されて

しまわないとは断言できない。 ご事業 l主人であるミとい

う言葉は，あらゆるとき，あらゆる場所においても，真

理である。すべての企業に適用する其理である。中小建

設業の経営にたずさわれる各位lζ は，なにとぞ乙のさい

反省と努力をおしまず，奮闘せられるように祈ってやま

ないしだいである。国民経済のうえからいっても，日木

の経済成長を中小建設業者が足をひっぱるような事態を

起さないようにしていただきたいと思う。それは，日木

人としての重大な義務でもあると信じるものである。

(1" 者 近 畿 大 学 教 授 )



資 金 面 よ り み た 建 設 中 小 企 業 の 経 営 に つ い て

松 井

わが国経済の高度成長がもたらした，一般産業界の旺

盛な設備投資な らびに産業基盤造成を目的とする活発な

公共投資は，建設業界l乙建設ブ ームといわれ るほどの活

況を呈していて，建設中小企業においてもまた相当の受

注工事量をも って繁盛を極めてい る。

建設省の推計によれば，本年度の建設投資の膨脹状況

は，工事費の総額においては，民間工事政を含めて 2 兆

6 千億円で，前年度の実績見込額， 2 兆 2 千億円に比し

て209ぢの増と なり， それがため建設中小企業もさらに資

金需要は一層活発となる であろ う。

昭和3 6年 5 月末現在での専門金融機関の貸付残高は，

日銀統計によれば，建設業に対し， 3，745 億円，そのう

ち，資本金 1，000 万円以下の業者 lζ 対し. 2 ，005 億円

( 53 .596) であっ て，大企業を上廻る実*i ' i を示して依然

として資金需要は旺縦である。

最近政府は国際収支の赤字傾向に留志して，設備投資

資金の抑制をはかるため， 公定歩合の引上げを断行し，

さらに再引上げを考慮してい る。その余波として起る金

融圧迫の中小企業へのジワヨ セをできるだけ避け，その

金ヅマ リを回避するために，政府関係金融三機関( 商工

清 之 助

中金 ・中小企業金融公庫 ・国民金融公庫) を通じて融資

枠の拡大を計画 されてい ると報 じてい る。

建 設中 小企 業の 実 態

全国建設業者登録件数は，昭和3 2年末， 68 ，3 15から 同

35年末. 75 ，574 と3 ヵ年聞に， 7 ，259 ( 10 . 696) の増加

であっ て，毎年約 3 96の増加を示しているが，そのうち

都道府県知事登録数( との大部分は中小企業) は，

65 ，417 から 72 ，423 と3 ヵ年間 lζ . 7 ，006 ( 10. 7% ) の培

加であっ て，大臣登録数の. 2 ，898 から. 3 ，151 と. 253 

( 8. 796) の増加よりも， その増加率はやや多い。

建設 中小企業の施工総額を正確につかむ乙とははなは

だ困難な ことであ って， しかも未だ本年の建設白書も公

刊 されていないので，長近の実績は不明であるが，建設

省発表の各年の建設業務統計年報か ら，昭和3 2年度一一

34年度聞の 3 ヵ年間の建設会社について，その施工{}Jj を

検討してみる と， 第 1表の如 くである。

中小建設業者( 資本金 1 ，000 万円未満) の施工総額で

第 1 表 会 社 資 本 金 別 事 業 所 数 お よ び 施 工 額 ( 単位 百万円)

| 判 事 業 所 数 | 施工総額 | 総
数 |土木建築比|民附注工事 |土木禁制 |公共発注工事 |土木雲築比

349，598 40. 1  177，620 25 .8  171， 978 54. 8  

80，568 32 16，490 430，166 

(1∞0%)  59. 9 (  50 .8%)  74 .2  

{ 4l 9722，3960)  4  
45. 2 

'"1' 小ffi 設業者

(I3Im34o，5j革04)  
38"1 162.200 22"7  52"6  

78. 幻4( 資本金 )  33 16. 209 413. 臼9

61. 9  (  48.5%)  77 "3  (  51. 5%)  47 .4 
1. α m万円未満

458.928 39"1  210. 340 21. 2  248. 588 54. 1  

121， 186 34 17. 279  580. 114  

(1∞ 0%)  ω "9  (  45" 8%)  78"8  (  54. 2%)  45. 9  

511， 365 38"1  307.028  26.1  204.337 56"2  
26.655 32 1.431  538. 020 

(1∞.0%)  61. 9  (  60. 0%)  73 .9 
( 406.0，49627  )  43"8  大正l! 設業者

456. 586  38 .4 280.159  27. 8  17  55 .4 

21. 696 

(守75a万円以上)

33 ω l  478. 281  

(1∞ 0%)  61. 6  (  61. 49百) 72. 2 (  38" 6%)  44"6 

596. 257 41. 4  363. 911 30 .4 232.346  58 .5  

35. 598 34 705 631. 860 

(1∞ .0%)  58"6 
(  61. 0%)  69. 6  (  39"0%)  41. 5  

s ω. 961  38. 9 484.647 26"0 376. 314 55"6 
107. 224 32 17. 921  968. 185 

(100. 0%)  61. 1  (  56"3%)  74"0 (  43. 7%)  44 .4 

791，ω o  38"3 442. 359 25. 9 348. 731  
54"0 

1∞. 530 
総 33 16.810 891. 620 

(1∞.0%)  61. 7  (  55"9郊) 74" 1  
( 44.i 9FE3) 4  46"0  

1. 055. 185 40 .4 574. 251  27 "1 480.  56"2  
156.784 I  34 17. 984 1. 211. 969 

(100"0%)  59. 6 (  54. 6%)  
72"9  (  45"6%)  43"8  

(注)主E設省. ffi 般業務統計より 作製。土木. ffi 築比は上段土木，下段ffi 築を示す。
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ｾｩ ，＠ 33年度は前年度より若干金額において低下したが，

総計に対する比率では， 32年度の45% ，33年度46% ，34 

年度48% と毎年増加している。

発註工事関係では，元諸施工額中，民間発註工事は，

50 .8% から 45 .8% へと毎年低減し， 公共発註工事は，そ

の逆1( ， 49. 2% から 54 .296と逐次増加している乙 とがわ

かる 。 乙れがために，工事採算の点からは， 公共工事専

門の地方中小企業にとっては( 採算からは一般土木専業

者が もっ とも よく ，次』ζ 民間建築業が乙れにつぐといわ

れているが) ますます苦墳におかれているものと推察す

る乙とができる。

融資の面から ，建設中小企業の資金需要の総品を把握

する乙とは，その借入先が一般金融機関のみならず協同

組合，縁故借入など主主雑多岐にわたるのではなはだ困難

である。

建設中小企業への金融機関か らの貸付残高 ( 36年 5 月

末) は，布j述の如く，総額 2. 005 億円で，普通銀行，相

互銀行および信用金庫が多 く，総額としては，第 2表の

如 く大企業を上回 る実績を示している。

建設産業 IC対する，金融機関の貸出合計は， 32年度末

から 35年度末までに倍額を越していて，その資金需要

はまことに旺盛である。なお，最近実施された公定歩合

の引上げの影響は相互銀行，信用金庫など専門機関の資

金源が， 市中銀行とちがって，日銀窓口で引 き しめられ

るものではないから，比較的少ないとはいえ，相当の影

響を家むるものである乙とが政府の中小企業対策からも

うかがオつれる。

ro 2 ，J，i. 迎般企業者への貸付銭高品M( 昭和36l f 5月末現化)

1.  中小企業者への分 ( 単位百万円)

金融線開 別
額 I  設一備資内ー金一一| 巡訳転資金

普 通 銀 行 邸，103 3，697 84. 406 

相 互 銀 行 54，856  8.284 46. 572 

信 用 金 五11 45.956  4，301  41，655 

商 工 中 金 4. 349  908 3. 441  

中小企業金融公仰 4，171  3. 525 646  

国民金融公雌 3. ω5 鈎 9 2. ω6 

178，816  

〔注) 普通銀行については，資本金1，似)J J I' J 以下 Ir 対する色ののみ。

2. 大 企 業 者 へ の 分

I  ｴ｟ｾ｜＠ 'hi-i I 内 訳
金融機関別 | 総 額 l

|  I- a員百ft :>ik l .i!l!語fi 金

普 通 銀 行 1 155，629 

信 IIE 銀 行 1 16.7∞ 

H 本開 発銀行 1，ωl  

計 I 174，023 I  

( 注) 普通銀行については，総額から資本金 1， 0∞万円以下K 対するもの

を除く。日銀統計より作製。

146.122 

4. 125 12. 575 

1. 694 

158. 697 
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ro 3 表 j直近4 ;1; 年閥における建設投資お よび建設融資の状況

( 単位百万円)

|昭和32年度| 昭和33年度| 昭和畔皮 |昭和35年度

政

般

投

資

721，5∞ 
(144) 

991， 2∞|  

(145) 1  

1，712. 7∞ 
(144) 

257.2131 

(167) 

20. 970 

(255)  

278. 1幻

(172) 

873. 31  

( 174)  

1， 135.90 

(166)  

2. α刃.2∞l

(170)  

335.515  

(217) 

34. 9731  

(425) 

370. 488 

( 228)  

仰山

般

融

資

( 注) 建築'白の資料および日銀統計より作製。i l ! 設融資 I孟各年度末融資

残高を示す。

近H寺，総合建設業者は，建設機械類購入のために，自

己資本を上廻る巨額の資金を固定化 し，なお年々 資本金

相当似の建設機械類の購入を行なわねばならぬ趨勢にあ

って，業界 lζ おける資金需要f立の伸びは，建設生産量の

増加割合をはるかにしのぐものがある。

第 3表の如く，最近 4 ヵ年聞における建設投資と建設

融資の状況は，建設投資額については， 32年度1兆 1. 831

億円 lζ 対し 35年度 2 兆92億円と70% の増加にすぎない

にもかかわらず，建設融資波高は 32年度末 1. 621 億円

に対し， 35年度末 3 .70 4 億円と実に 128 % の増加と な っ

て，最近の金融機関からの融資額は相当に潤沢であ り，

乙とに設備資金の融資額は， 32年度末の82億円から 35年

度末の 349 億円と 4 倍余と著増している。その原因は近

代建設産業が機械化の道を急速に選んできた ζ とによる

ものであろう。

設備資金の; 而要の増加ととも に，運転 資 金 も また，

1.539億円から 3 . 355億円と増加し，当面の金融機関から

の融資は挫設業者の婆求も 一応はたされていて， 資金事

wはかなり好転しつつあるものと推定して注しっかえな

かろう 。

巡転資金の増加は，建設投資の過去 Ｔ ヵ年間の ｩ 自力日 ｾ ｾ

70% に対し，11796 の増加とな って建設投資上昇率をは

るかにしのいでいる。乙の乙とは建設業者が機械購入資

金として，そのー部を流用しているものと推定すること

ができる。すなわち設備資金をー般巡転資金として借入

れねばならぬ。信用度の低い建設業界は， 1Ie!和29年 11 )]

14 n から施行された建設機械抵当法により建設機械の動

産信用の増進によっ て，建設工事の機械化の促進を図る

目的がなお未だ建設業者は運転資金として短期資金を借

入れて，それをカバーせねばな らぬ状態にあるものと み

られ る。

特 ｬζ ，建設 中小 企業は自己資本が食 ｾｳｪ であり，企業の

性質上， 注文生産であ り，移動生産であるため従来生産

設備を必要としなかったので，担保物件に乏しくさらに

経理制度が不明確であるために，経理状況の判断がむつ

かしく ，金融機関からの借入による金融の円滑をj閉する



ことが容易でなかった。しかるに建設産業に対する多量

工事の消化と，建設工期の短縮という外からの要請は，

半面業者側からの低利潤の克服を受註工事監の増加によ

って経営利潤をあげよう とする内からの要請とともに，

中小企業をもまた建設機械化せ5 るを得ぬ宿命に追いや

っている。乙の急激な建設機械化の趨勢が，中小企業の

育成助長な らびに維持策として，機械購入1 1 ( の無理算段

をせねばな らぬ破自に陥入っているものであろう。

建設中小企業では，建設重機械類を所持するための資

金固定化は，乙れを自己資本で購うにはあまりに高価で

あり，すでに無理である。

公共工事 lζ 対する運転資金については，すでに昭和27

年11月から施行されている「公共工事の前払金保証事業

κ 関する法律」に基いて，設立された策日本 ・西日本お

よび北海道建設業保証会社の三社のいずれかの前払金保

証I C . よって，建設請負代価に対し，国の工事については

40% 以内， その他の工事については ＳＰ ｾ ぢ以内が支 出 さ

れ，比較的円滑に資金は運転されている。ただ未だ国 ・

公社 ・公団 ・府県工事を除いては公共工事であっても，

全部前払金を支出されている状態でないので，今後すべ

ての公共工事には必ず前金払が実施されるようになれば

地方建設中小企業といえども迩転資金の面ではより一層

楽になるであろう。三保証会社の35年度の保証契約金額

合計は 766 億余円で最近 4 ヵ年の保証実紋は第 4表の如

くである。

Z1 4 辺 三保証会社保証災級者 ( 単位千円)

年 度 別 | 保 鮒 数 | 税 負 金 額 | 保 証 契 約 金 融

32 39，7ω ，527 

44，480，213  

ω，293，511 

76，620，280 

135，479，051  

154，901，417  

202，575，705 

275，765，697 

明

ω

川

訓

お

経営合理化えの進路

建設中小企業に対する融資面では，jji J述の如く金融機

関から は相当証が融資され，特に中小企業専門金融機関

からも，政府の施策によって相当うるおっているものと

考え られるが，これに加えて協同組合などの融資も相当

額に昇り，借入についてはめぐまれた状態であると恩わ

れる。

ただ設備資金を充分に借入れることがその自己資本の

貧弱さか らもっとも困難であり，苦心を要すると乙ろで

あろう。この解決乙そが現在中小企業 lζ 対する融資函の

一番重要な問題であろう。しかも昨年末以来，建設資材

の高騰，建設労務賃金の上昇は公共工事単価の割安によ
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って一層， 建設業界を苦境に追いや ってい る。 なかんず

く公共工事に依存する ζ との多い地方中小企業にとって

は，その利潤が低下し，ますますその進路は多難といわ

ざるを得な い。

般中小企業では，建設資材の購入についても信用度

が低いために，割高の商品を使用せねばならず， 工事単

価の不適正はいよいよその利潤を下げて，必要な設備資

金の蓄積はもとより ，機械購入資金の返済す ら思う にま

かせず経営はますます苦境に立たされる ばかりである。

建設中小企業は，自己資本の充実をはかることも極め

て容易でな く，融資の面からもさらに拡大を希望する乙

とは自己信用度から困難であるとすれば，建設機械化の

宿命lζ 対して他の方法を考慮せざるを得ない状態であ

る。すでに建設業者団体である全国建設業協会では，明

年度予算編成期を前に関係各省f ( 対し，現下もっとも重

要なる 4 項目 を掲げて要望書を提出し，建設工事政の適

正単価の縫保とと もに特に中小企業建設業者のために機

械設備などの金融助成策を強化推進せられ る乙とを要望

しであるが，乙の実現のみにてはとうてい，中小企業の

経営を安定せしめる乙とは容易であるまい。すでに北海

道をはじめ各地で実施せ られている。機械貸与 会社の設

立によっ て， 機械設備を個々の業者で保有するととなく

受註工事f ( 応じて適当な建設機械類を使用できるような

仕組みを樹立することがもっとも適した方法であろうと

信ずるものである。

建設産業では，建築工事についての機械類の使f I J は比

較的単純である が，土木工事についてはま 乙とに多岐に

わた り，道路 ・港湾 ・河川なと作業の内容が奥るととも

に，その使用機械類も多種であって， 中小企業が乙れら

を所持する ことはとうてい不可能である。一機械で7J 能

の働きをなすほどの便利なものはない。公共工司王専門の

地方中小企業はその大部分が土木工事であって，フツレド

ーザー または万能掘削機を必要とするが，あまりに資本

が過少す ぎる。

巡転資金については， 公共工事を過半受註している 中

小企業では，前払金制度の実施をさ らに拡大し，未だ実

施 されない地方公共団体にも ，その活用を採刑されるこ

を希望する乙とによ って，より資金面の安定を図り，建

設資材の購入についても，協同組合の利用などにより ，

その信用度のi首加をはかつて，より安い資材の入手を) j "

62 

ｊＮ ｉｌｾ すべきであろう。

中小企業の苦境打開策として大企業の系列化に入ると

とを主張する者もある。建設業界の伝統から 乙れが実現

は相当複雑なものがあって短時日では困難であろうが，

すべての総合建設業者が多種類の工事を受註す る乙とな

く専門的な施工業者となって，その所有建設機械類を限

定し，その稼働率をたかめ，原価償却を順当に行なっ て

経m"不安を除去する ために大企業の系列下にはい って特

殊工事 lζ 重点をおく乙とはひとつの方法である。しかも

大企業との述燃によって資金面でも援助を得て安価な資

材の入手建設機械類の遊休防止などができればさらにー

庖望ましいことであろう。

中小企業協同組合法に基く協同組合の結成によっ て建

設業者としての信用度を増し，地方的に県内大工事につ

いても指命を得られるように準備すべきであり ，発註期

に企業合同によりその都度，大工事の指命をうけ る機会

を得る乙とも，また保有機械類の稼働率を高める工夫の

方法であろう。

建設中小企業の資金面より考察 して現状においては建

設機械類の購入貨の資金源が問題であって，乙の資金を

固定化から避けられぬ宿命を如何に打開するかにかかっ

ている。金融機関の借入金にしても，短期資金( 迩転資

金) で機械購入設に充てるために工事利益金から返却せ

ねばならず，ひいては巡転資金を圧迫して経営の困難を

誘発している。なお，その上K 中小企業専門金融機関で

は白か ら借入金利が高 く，資材 もおl高品を入手しなけれ

ばならぬとすれば，工事政単価が同一であっても ，低利

潤である ζ とは当然、と考えられるので，五s設中小企業の

弘ｾ全経営についてはさら κ 一 回の検討が必至 であっ て経

営臼体の内部に相当反省しなければならぬｾ業が存在す

るのではなかろうか。建設機械類の購入についても ，そ

の機械種類の選定につき賢明で、あり ?止にその機械類の効

率的活用をはかり ，でき得れば建設機械は受註工事 lζ 応

じて貸与機械に依存する方法を考慮する など工夫が肝要

であるとともに，取得機械類の原価消11lは完全着実に実

施したい。乙れがためにも建設中小企業にはでき得る 限

り優秀な会計士を採用すること K より ，建設業経営の合

迎化を図る乙とがもっ とも有利な投資ではなかろう か。

(:[1者西日本総必l ' i 保，柾会制常 tii 取締役)



3 深刻を増す建設労務者問題
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労 務 者 不 足 問 題

一一 建 設 労 務 者 の 現 状 分 析 一 一

岸 田

建設業は， 1昭和35年12月現在就業者数 272 万人にのぼ

り，わが国就業者の約 5 ｾぢをしめる一大産業である。年

間施工高も昭和35年度は約 2 兆 1千億円 36年度は 2 兆

5 千 510 億円と推定せられている。( 設備投資の調整で

若干減額をみるであろう) 業者の数も建設省は約22万と

推定し，乙のうち建設業法の登録業者は昭和36年 4 月現

在77，541である。登録業者は 1 件50万円以上の工事を施

工するものとされているから ， 1件50万円以下を施工す

る零細業者が約60% をしめていることとなる。乙の乙と

は就業者数の業者平均が12 .4人となる乙とからでも明ら

かである。建設業の経営規模は建設業が受註生E主である

乙とからきわめて複雑な実能を示している。

すなわち，小は住宅の建設から大は数十億円のビ J レ，

数百億円のダム建設まで，施工単位の規模がきわめて変

化K 富んでいる ζ とから業者の規模もきわめて複縦であ

る。昭和36年 3 月の笠録業者76，889，その内訳は大臣登

録総合業者が 2 ，308， 職別業者 982， 知事登録総合業者

56，656， J除別業者 16 ，943 である。 11(，1和25年 1 f 1を 100と

する増加指数は35(. 1:. 3 刀で総計 224 . 2  ｾぢ， 大臣登録 190

Ｅ ，知事登録 ＲＲＶ ｾ ぢ と 急増し ている。

大臣登録法人業者の資本金別年間完成工事高は第 1表

のとおりで，資本金50万円未満業者の総合の 5 千万円 ，

職別の 2 千万円から，資本金 10 億 円 以上の業者の総合

366 億円，職別の 127 億円とその格差は数千倍にも及ん

でいる。乙のととは他の産業においてはみる乙とのでき

ない特殊性であって，建設産業構造の複雑性を示すもの

である。乙乙で注目すべき傾向は資本金 1千万円以上 1

億円未満の中業者の完成工事高がH召和31年の 1 ;社当り 5

億 4 千 2 百万円が， 33年 4 低 5 千 2 百万円 ，35年 4 億 6

成 計

千 6 百万円と急激な工事量の増大j切にあって，むしろ減

少していること。昭和31年当時の大手20業者の l 社平均

施工高が 4 年間で 2 .4 倍 lζ 急増しているととである。 ζ

れは中企業の停滞と大企業の急速な発展を示すもので，

大企業の近代化を意味するものと考えられる。

大ざっぱにいって，大手業者は政府事業，民間大企業

の設備投資と結ひ、っき，中業者は地方公共団体の工事に

述っている。小業者は市町村の工事 fC，また零細業者は

土木は9096以上市町村工事に，建築は7596以上個人住宅

・事務所 ・工場の建設に活路を求めている。自然，大 ・

中 ・小 ・零細企業は各得意先の屈を異にし， したがって

各階居間の競争は想像するほどはなはだしくなく，むし

ろ大 ・中 ・小 ・零細業者各々の相互聞の競争が激烈であ

る。乙の趨勢は第 2表の資本金別官庁 ・民間工事受註割

合( 乙の表は昭和32年のものであるが大休の傾向を知る

資料となる) をみても明 らかである 。

さらに建設業の複雑性は，職別業者の存在と元前 ・下

115の関係である。昭和36年 3 月現在の登録染者について

みたように職別業者が2396をしめており， J般別は単独で

または総合業者 と協力し，下請として工事の施工に当っ

ている。乙の元請 ・下請の関係、はいわゆる産業の二重構

造で建設業にもそのまま当てはまる事実であり ，幾多の

問題を内包せしめている。さらに資本金別 1 業者当り平

均職員数および職員 1 人当り平均稼ぎ高を35年 3 月末に

おける建設大臣登録業者についてみると第 3表のとおり

職員 1 人当りの施工高は，資本金50万円未満の業者では

年 11，¥] 500 万円にすぎないが，資本金10億円以上の業者で

は 1，300 万円で大業者の職員は小業者のl般員の 4 俗の施

工品を示している。建設労務者の不足について具体的に

m 1 表 資 本 金 別 梁 者 数 お よ び 完 成 工 事 荷 の 惟 移

2臣 者 数 一業者当り年l図完成工司I商 ( 百万円)

貌 空主 本 金 区 分

31年 33年 35年 31年 33年 35年

大 l 億円以上 20 40 67 6，261 7，446  
6，4お( 議喜界の山 35)

中 l 千万円以上 l 億円未満 244 342 118  542 452 466 

1 百万円以上 l 千万円未満 1.135 1. 169 1. 1日 ω  78 87 

零 細 l 百万円未満 137 93  69 20 25 36  
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0; 

考察するに際 しては，ζ れら建設業の諸特殊性について

の充分な認識に立 って考察する乙 とが必要である。

建設費にしめる労務質の割合は，建築 と土木では施工

の容態が呉るから 当然異なると ころであるが，企業規模

の小さいほ ど労務貨の示める割合は高く ，外註控tは規模

の大きいほ ど;高くな ってい る。乙の企業規模の大きいほ

ど外註貨の制合が高く ，材料費と労務貨の割合が小さく

なっている ζ とは大業者の社員 1 人当りの施工高の高い

m 2  :; 臣 資本金別の官庁，民間工事受注高割合 (単位 必)

資 本 金 EU 

官 公 庁 | 民 間 | 官公庁 | 民 間

1 億円以上 31. 2  68. 8 51. 5  48. 5 

5.(削 万円以上 1億円以内 46 .4 53. 6 53. 8 46.2 

2.OCぬ11 11 5. 蜘 万円以内 59. 2 ＴＰＮｾ＠ 74.7  25. 3 

1. α )() II 11 2.α )() II 11 54.4 45. 6 76. 9 23. 1 

5∞11 11 1. α )() II  11 54. 8 45.2  74. 9 25.1  

3∞11 11 5∞11 11 54. 3 45. 7 80. 8 19.2 

富島 11 11 3∞11 1/  45 .4 54. 6 82.0  18. 0 

l∞11 11 恕)()II 11 51. 7  48. 3 77. 2 22.8  

5 0 11 狩 1∞11 11 32. 5 67. 5 67. 7 32.3  

50万円未満 25. 3 74. 7 91. 8  8 .2 

m3表 資本金別ー集者当 り平均職貝数お よび職員 1 人 当 り平均稼吉高

空主 木 金 EU 

峨 民 数 ｉ 完高 成職 工 員 Ｓ数 ｾ ｉ 験貝数 I完高成職工貝事数

10億円以上

人

百万13円

l ，O1人73561|1 百 万182  円2. 719 

5億円以上 10億円未梢 936 6  

1 11 11 5 11 11 443 483 5  

5千万円以上 1 11 11 お5 328 4  

2 "  11 3千万円未揃 102 5  164 3  

1 11 / 1 211 11 
55 5  61 4  

5百万円以上 } I I  11 
33 4  49 4  

311 11 5百万円未幅増 23 5  32 3  

2 / 1 11 311 11 17  3  30 3  

} II 11 211 11 14  3  24 2  

50万円以上 } II 11 11 3  15  2  

50万 円未泌 13 4  10 2  

間 人 14  3  19 2  

原因であると考え られる。小企業における労務費 と材料

貨の示める割合の高い ζ とは賃金，物価の高騰の影響が

直接強いと とを怠味する。労務者不足の影響 も賃金の高

騰を通じて一応小企業ほど大きい とみるべきである。し

か し現在の労務者不足はひとり小企業の問題でなく，大

. 中企業においても深刻な問題とな ってきた。

乙の文章のはじめ昭和35年12月末現在の建設業の就業

者数 272 万人( 総理府統計局) と述べたが，乙 れは過去

lζ おいて最高の数字で 「労働力調査報告」ではm4表の

とおり。昭和30年の建設業の従業者 178 万人 K 対し昭和

35年は 235 万人と 5 年聞に32% の増加である。 ζ れは第

1 次産業の18% 減，第 2 次産業( 建設業は乙 れに含まれ

るＩの ＲＷ Ｙ Ｖ 増，第 Ｓ 次産業の ＲＲ ｾ ぢ増 ｬ ζ 比して最 高率 の 増

加である。 乙の期間の工事完成高の推移と比較すると，

完 成工郁高 (A ) 従業者 数 (B) A/B%  

昭和30年 9. ∞0億円 178万人 100 

11 3 1 11 10. 7∞H  181 11 118 

/ 1 3 2 11 11.8∞H  
198 11 118 

11  3 3 / 1 13. 日)()II 205 11 132 

11 3 4 11 17.氏)()II 22311 158 

グ 3511 21. α)()II お511 174 

11 3 6 11 25. 5∞H  ( 推定)

従業者数の 32% の増に対し完成工事高は 223% の増であ

る。仮 りに施工高と就業者の割合を労働生 産 性とみれ

ば，昭和30年度における労働生産性を 100労 として，昭

和35年度は 17496 となる。乙 のζ とを具体的なかっ比較

的正確なま，.r.r IC. 基 くー例 として某社の労働生産性につい

てみる と第 5表のとおりである。乙の労働生産性の向上

がなにによ るかは， しか し検討を要する点で，普通労働

生産性をいう場合，それは投入された労働位 と， その結

果生産された生産E との関係を示すもので一般には物量

的な関係、でいい表わされるのが普通である。また価値的

な形でいい表わされる乙 とも多い。前述数字は乙れに該

当する。労働生産性の向上策は大別して

(1) 労働力の ｾｻｉ ｊ の要因

(2) 資本の<<{ IJ の要因= たとえば機械化によっ て投入労

働品を減少する方法

(3) 労働力利用の計画化= 建設業においては特にζ の

第 4 1>< 産 業 別 従 業 者 の 挑 移 ( 単位 1. 000人)

YLi  建 設 業 |  全 産 業 |  第 I 次 産 業 |  節 2 次 産 業 |  第 3 次 産 業

災 数 | 指 数 災 数 | 指 数 実 数 | 指 数 災 数 | 指 数 実 数 | 指 数

昭和30年 1.780 l∞ 40. 880 l∞ 17. 4∞ 1∞ 9. 420 1∞ 14. 050 l∞ 

11 31 1. 810  102  41. 720 102  17. ωo 98 9. 880 105 14. 8∞ 105 

グ 32 1. 980 111  42. 840 105 16. 7∞ 96 10.α)() 106 15.460 110 

グ 33 2. 050 115 43. 120 105 16.α 氾 92 11. 200 119  15.910 113  

11 3 4  2.230 125 43. 7∞ 107 15. 950 92 11. 3ω 121 16. 420 117  

グ 35 2. 350 132 44. 720 l ω 15. 540 82 12. 010 127 17. 180 122 
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第 5 表 労 働 指 数 建築大工 40 ，000人

1$ &  ｉ 経済指数Ｈ鉦指数 ｾｾｾｉ 一指数ｼ労務質寧
年 度 労務賃金| 建築資 |卸 売 物 価 割 錫|主 産 壁 指 数 |比 率

ブロック建築工 46，000人

左官 52 ，000人

昭和30年
1∞ l∞ 100  I∞ 1∞ 

グ 3111 104 104 90 l∞ 97  

グ 3211 115  108 102 112  89 

土 木

11 3311 120 101  ω  128 77 

グ 3411 124 102 115  151  72 

か 3511 134 103 140 169 69 

間前130年
1∞ l∞ 100 1∞ 10日

11 3111 102 1お 151  87 94 

。3211 111 125 196 99 85  

建築

11 3311 115  106 211 122 115  

グ 34n 118  115  270 112  

グ 3511 127 119  332 122 

点が大問題で，労働者の手待期間の短縮化がなによりも

緊急、を要する点で，工事施工量の年聞を通じ平均化する

ζ とが重要な問題となる所以である。 ζ の点について某

社の最近の三会計年度の主職( 大工 ・鳶 ・土工 ・左官 ・

鉄筋 ・鉄骨の q 重) について各期の延人員の最高の月と

最低の月の開きは48期は大工24096， な 16096，土工 110

9ぢ，左官24096，鉄筋 20096，欽' 南 36096 と各職ともきわ

めて需要畳の変化 は大きい。とれが501切になると，大工

1409ぢ，:Q; 14096，左官20096， 鉄筋140% ， 鉄骨18096と

その開きはウンと縮少されている。乙れは施工高の増大

が各職の月間施工高を平均化した結果である。労働者の

不足対策として，施工量の平均化がいかに重要な問題で

あるかは明 らかなと 乙ろである。と ζ ろが乙の施工孟の

平均化が註文生産である建設業においてはもっとも困難

なところで，建設業の労務対策がきわめて困難な所以は

主として乙の点にあるといって過言でない。労務者の不

足が深刻の度を加えてきたのは地域的にまた企業の規模

によっ て一様では ないが，業界として真剣にとり 上げら

れ，論議されて きたのは， 伊勢湾台風後のととのようで

ある。昭和35年 2 月労務省が調査 した建設業の技能労務

者の総数は 417，512人で，不足は 69 ，652人である。しか

しこの調査は従業員 15人以上の事業所について行なわれ

たもので， 15人未満の事業所の不足を考慮すれば，10万

人を越すものと建設省では考えられている。一般に技能

者と無技能者のおl合を60必対4096といわれているが，昭

和35年4月の就業者数は214万人と推定されているから ，

技能者は 128 万人となり，前記労働省の調査の割合から

推して不足は23 .7万人と推定さ れる。全建|向田氏も 36年

度の技能者の不足を25万人と推定しているが，乙の24)']

人ないし25万人の不足が妥当 な数ではなかろうか。乙の

不足技能者の内訳を前表の比率から推計すると次のよう

になる。
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89 

85 

27. 8  

27. 1  

25. 0  

21. 3  

20. 0  

19.5  

13.7 

12.9  

11 .7 

15.8 

12.2 

11 .6 

配管工 29 ，000人

オペレーター 48 ，000人

その他 40 ，000人

ζ れ ら技能労務者IC対する補充については

11寺閥的にも質的に も簡単な問題でないだけに

真剣に検討さ れて きたが，書! ¥技能者に ついて

も問題は決して簡単ではない。

無技能労務者の不足は 15万人と推定される

が，乙れが補充についても種々困難な問題が

伏在している。その単的な現象，形態は(1)賃

金の急騰と (2)募集費の高騰である。募難費に

ついてみると，半ヵ年契約で 1 人につき 5 千

円ないし 1 万円といわれてい る。乙の募集費

の高騰は無技能労務者の供給源である農村 ・漁村におけ

る適格者の急減を意味す るものである。昭和34年の建設

業の常用と臨時日雇の増減指数をみると前年度に対し，

常用で2296の増大が臨時，日雇は 3 .696 の減である。 35

4三には対前年比常用24 .796の増 lζ 対 し，臨時日雇は乙れ

が一挙 lζ 1996増加している。乙の建設業における臨時日

雇の急増は常用の澗渇を臨時日雇に求めた結果である。

乙れに反 し製造業では臨時 ・日雇が25 .296から 12 . 6961乙

運輸，通信業では30 .296から 17961(. 減少しており，製造

業，J l l i 輸通信業が常用化を推進せしめてきたのに対し，

建設業では依然臨時日震に依存しなければ ならない実状

を示すものである。だがー般に 適: +t な 臨時 ・日雇労働

力の給源が澗渇してきた乙とも事実である。( 建設 ・製

造 ・運輸通信で臨H寺・日雇者数の845ぢを しめている) 常

用指数はたしかに前記のとおり増加しているが，年少者

( 中学卒) の充足率と なると ，卸売 ・小売商について悪

く3896にとどまり サービ ス業の39 .596にも劣る状態であ

る。

乙の乙とは建設業の常用労務者が将来減少の傾向をた

どる前兆というべきではなかろ うか。 なお技能無技能労

務者の需給の不均衡をまねく原因は地域的な工事量の集

中化傾向にある。乙 れを大規模工事についてみる と，各

地区の構成比のうち， 南関東( 件数 36. 8 96，金額 36 . 6

9ぢ) ， 近 機 ( 件数 18 .5 96，金額 21. 1 ;;ぢ) ，東海( 件数

16 .496，金額 15 .996) と三地区で件数で71 .7% ，金額で

73 .796を示めているが，乙の三地区への急激な労務者の

需要は賃金の急騰をまねき， 他地区労務者の不足を結果

するものである。

以上建設労務者不足の現状とそのよってきた原因につ

いて述べたが，乙れを務理すると次の諸点となるであろ

つ。

(寸 建設投資額の急激な増大 tζ 伴っ て労務者の増加率



がこれにはるかにおよばないこと。

同 地 域 的 に 工 事E の集中化が急

速に進んでいる乙と。

同注文生産であるため入手工事

が年間を通じ平均化しない乙と。

乙の固に拍車をかける原因は‘

ｾ二一手
1γ ムャつ

同公共工事発注の時期的集中化

にある。園 ・地方公共団体，その他

公共機関が発注する工事は会計年度

の関係から年度後半特に第 3 ・4 半

期IL発注が集中化する傾向にある。

「昭和34年 4 半期着工工事の工事費

予定額J の推移によれば，第 3 ・4

半期の注文額は第 1. 4 半期の 1. 5 倍

である。

以上の外部的な事情のほかに

¥一一一一一

Mρ L坦

伺労務者不足の最大原因のひと

つは労働条件の不備にある。いうま

みな工場の方へ行ってしまう 佐 々 木 正 雄

でもなく建設業が注文生産であり ，

総合生産であるこ とから，現場は工事毎 Ir . 移動し， 工作

物もー件どとに種類，規模からその価格構成までも異に

するのが常例であり ，そのため工事の施工に直接当る労

務者は，それぞれの企業体が常時適用することは不可能

とされ，経営の安定度の低い中小規模の専門業者に分散

所属する結果，労働条件は自然不充分な実情にある乙と

である。さきにあた年少者の就職率の低いととが，これ

を単的 IL物語っげている。

ill 日結成大会をみた全建総連のスローガンはH 協定賃

令( 最低賃金 1 日 1，500 円) の実施， 口材料値上げ反

対，回発注単価の引上げ，同 p. w の廃止の 4 点だが

その要望者で『最低の家族構成として夫婦と子供 2 人の

4 人家族の場合どんなに切りつめても月 3 万 5 千円は必

要だ，だがそれだけとっても毎日の肉体労働をしながら

食事も 1 日 150 円，たばこは自に「いといJ 1個で，子

供 Ｒ 人の教育とフロ代 ， 光熱費，家賃を払ってｾｾｾすのが

*I' I " - ぱいで，テレビ ・カメラなどにはとっても手がでな

い。私たちは身体の調子のょいときでも，一年を平均し

て月 = 25 日働けばよい方だ。だから 1 日 1，500 円でも月

3 万5 千円がやっとで，また社会保障がきわめて貧しく

病気でもすれば収入はなくなり，一歩はずせば危険な仕

事の上，ボーナスも退職金もなく ，日当だけが頼りなの

だ』と訴えている。賃金の高騰で建設業者は困難な立場

にたたされているが，ζ の職方の訴えもかならずしも不

当なものといちがいに退け得ないものである。

なお現場における労働時間，賃金体系の未完成，労働

環鹿( 宿舎 ・食堂 ・娯楽設備) 労働衛生，労働安全の不

備など，労働条件は工場労働に比してすべての点で劣っ

てい る。

以上が建設労務者不足の主要な原因と考えられるが，

乙れらのほかさらに的建設労働の生産性の低水準， (ロ)経

営管理，特に労務管理の困難性， したがって後進性，例

施工面における労働力依存度の高いとと， したがって機

械化施工の低さに労務者の不足する原因が存すると考え

られる。

建設労務者の不足対策が育ij にかかげた不足の原因の封|

除が板本的には先決問題である。乙乙では技能労務者の

現在の不足対策について若干その実状をみる乙ととして

結論とする。現在技能労務者の確保を図る制度としても

っとも大きな期待をかけられているのは，職業訓練法に

基く技能者の養成である。建設関係職植について公共職

業訓練，事業内訓練をあわせて，昭和35年までの累計は

95 ，192人である。 34年度までの累計が67 ，421人であるか

ら35年度の縫成人員は27，771人となる。その内訳は大工

12 ，972人，左官2 ，594人，ブロック建築工3 ，250人，タイ

J レ工344人，配管工1，126人がその主なものであって，も

っとも不足している大工 ・左官については不足数 IC対す

る養成の割合は，大工3296，左官 5 96にすぎない。乙の

数はまた大工人口の 5 96， 左官人口の 1 96 で自然減少

( 死亡) 率の 79ちにもおよばない状態である。技能労務

者養成の ζ の限界を認識し，今や業界をあげて根本的対

策を講ずべきことを強調したい。

以上，この小論では建設労務者特 IC技能労務者の現状

を分析した。その間κ併せて問題の所在点を提起する乙

とに留めた。しかし乙れが対策は仙の執守¥: 者の分担に淡

る乙ととする。 (司E者 鹿島正II 汲K K大阪支防総務部良代FI!)

67 



技 台巨 者 養

山 田

高 度 成 長 と 技 能 者養 成

めざましい高度成長のもたらす労働力不足，特K 技術

者 ・技能労働者不足は，職業技術教育や技能者養成の問

題を急速にクロ ーズ ・アップさせてきた。政府も地方自

治体 も，財界も労働界も，観点や方法についてのちがし、

はあれ，真剣K その具体化に乗りだしている。労働力不

足の影響をもっとも深刻に乙うむっている建設業界でも

さまざまな角度から問題が提起され，実践に移されてい

る。

しかし，ζ れらの対策がしばしば当面の窮地打開の一

時的施策にしぼられ，総合的な視野と長期の展望を欠如

しがちな傾向を符びている乙とを感ずるのは果して筆者一

のみであろうか。

たしかに企業の存J fーそのものにかかわるような深刻な

労働力不足になやまされている業者にとっては，高速な

論議や対策より，今日，明日の職人をいかK 確保するか

が緊急の課題であろう。そのためにコストに大きくひび

くことがわかっていても賃金をあげ，労働条件を改善し

なければならぬ。しかし，すでK 業界の随所で問題とな

っているよう f(_ ，若干の労働条件の引き上げが，ただち

に利益率の低下や赤字をもたらすような現在の建設業の

措置そのものを放置しておいては，事態の根本的解決は

おろか当面の緊急事態すら解決しえないであろう。

現在の労働力不足が，単』ζ 一時的，偶然的なものでは

な く，高度成長のもたらす産業構造や雇用構造の変化に

根ざしている以上， その対策はどうしても総合性と長期

的展望をもたざるを得ないのである。技能者養成や職業

技術教育も同様にー11寺的施策やかつての徒弟教育の再版

であってはならないのである。

経済の発展が不可避的にもたらす技術の進歩それ自身

が高度に発達した全面的総合的な技術者 ・技能労働者の

需要を急速に増大させ，それなしには必要な生産力の発

展は保証されないという時代にわれわれが生きていると

とを忘れるべきではない。技能者養成 といっ てもそ乙に

68 

成 つ て

四 .es  

求められるのはもはや古い職人的訓練の復活ではない。

1957年の I.L .O. 総会でモース事務局長が「ある技術

の時代における熟練は死K ，いまや新しいl時代の熟練が

あらわれつつある」と述べ，またすでに 5 年前 IC，日経

連科学技術委員会が「経済の画期的な成長発展に対応す

る技術者 ・技能労働者の養成計画をたて，産業技術向上

の確保をはからないなら，わが国科学技術は日進月歩の

世界水準K おくれをとり，列国との競争に落伍するとと

はけだし必至の勢であり，悔を次の世代 lζ のとす」とい

った乙との其の意味をわれわれは改めて考え直してみる

必要ーがある。

技術者が足り ない，それなら理工系学生を増員しろ，

短期工専を復活 しろ，職人や技能労働者が足りない，よ

しなんでもいいから訓練施設を拡充して労働者をぶち乙

め一一乙れは決し て 悪い ζ とではない，大いに必ｾなこ

とではある。しかし，乙うした量産方式によって- Jl寺的

K 不足現象が解決できても，それだけでは問題は発展的

方向を見だすまい。

乙乙数年来の日本経済の高い成長が，決して単純な量

的増大だけではなしいちじるしい技術の革新 ・進歩を

とも ない，産業構造や雇用構造を近代化し，生産方式や

労働の質を変革させつつある事実に目を注ぐなら，技能

者養成を誌の側面からのみとらえる乙との不充分さは容

易に指摘できると乙ろである。

近代的工業は決 しである生産過程の現存形態を最終的

なものとはみなさない。近代的工業の技j ( g 的基礎は常に

革命的であり，新技術 といえどもその普遍i化とともに効

果は急速にうすれ，新たに普通化 した技術を取り入れた

後進企業K 追われるか，ある いはより有利な技術 ・生産

方法 ・資源などを獲得した企業のためにその地位を追わ

れる危険にたえずさらされている。そのため，ある分野

での先進企業といえども ，その地位を保持しようとすれ

ばたえず技術的に数歩先きんじて新たな革新を保ちつづ

けなければならないのである。

、



しかも，乙の革新的地位を保ちうる期間は，最近では

おどろくほど短くなっているため，生産現場において作

業者に要求される知識，技能をふくめた労働の質的内容

も，乙のテンポにあわせて急速に変ってゆく潜在的可能

性をたえまなくはらんでいる。近代的工業は機械 ・化学

的処置，その他の方法によって生産の技術的基礎と とも

に，労務者の技能および労働過程の社会的結合をたえず

変革してゆくのである。

新しい時代の技能者養成はまさに乙のような情勢の発

展 ・変化にたえうるものでなければならない。建設業に

あってもそれは例外ではない。 あるいは建設業における

特殊性や後進性から，現在の技能者養成の重点は依然と

して盃的な ものにあり，質的なものは将来の課題とする

反論もあるかも知れない。たしかに建設業の胎内になお

前近代的な ものや後進的なものが横たわ ってい るととは

否定しうるべくも ない。

しか し，戦後の施工方法の近代化，設計技術の進歩，

建設資材の向上な どをかえりみる なら，さらにまた近代

産業の霊安な分野l乙建設業が地歩を築きつつあるととを

考えるなら ，その主張は決して発展的方向をもたらす ζ

とにはならないだろう。

技能者養成の問題をとらえるとき，なによりも必要な

のは，以上の観点である。

技能者養成と建設労働の近代化

しか し，以上の観点は建設業における技能者養成を他

の一般産業特に製造工業と同様に考えてよいという ζ と

を意味するも のではない。以後の建設技術や工法の進歩

は ，機械化と相 まっ て，他 ｾ業にまさるともおとら ない

iIIJ進を示し，企業経営の合理化や組織化の促進にもみる

べきものがあるが，乙 うした成長 と発展のなかにあっ て

大き なたちおくれをみせたのが建設労働の近代化であっ

た乙とは多くの人々によって指摘されていると乙ろであ

る。

戦前のわが国建設業の技能者養成は主として徒弟制度

によっ ていた。技能労務者の払底がいちじる しくなった

太平洋戦争中の一時期 IL ，大手各社が独自の工員養成所

を設けて地方から青少年を募集し，相当期聞にわたって

訓練をほど乙した上，各現場 lζ 配置 して不足をカバーし

た事実もあるが，わが国建設業の技能養成の中心に位置

していたものは，親方による職人的徒弟教育であった。

それは他産業とはちがって，建設業における技能者養

成が，元請業者，総合大業者ーによ ってではな く，下詰業

者一，職別業者にまかされていた乙とを意味する。つまり

建設生産の特殊性，建設資本の特異ーな循還方式が，独特

の下請制度を生み，元請業者，総合大業者は直接の労務

者四をもっ乙とを必要としないのであるから ，技能者養成

についてもよほどの例外をのぞけば切実な関心を持ち得

なかったのである。

乙れはあるいは極端な表現かも知れない。しかし，他

産業のように単純な元請→下請→再下請の関係、にとどま

らず，元詰ー→下請→親方→世話役→i ! l I J頭→労務者といく

段階にもわかれ， しかも多元化している特殊な下請関係

のもとで，元前資本が労働過程を直接的に包摂し得ない

のは当然といわねばならないだろう。

建設生産と労働過程の乙のような特殊性は建設労働才?

の雇用構造や労働条件を他産業に比較して相対的に低下

させる有力な物質的基礎を形成した。現場作業のたえま

ない変化や工事場所の移動分散κ 起因する無規律性や請

負作業あるいは屋外作業による天候の変化，収入の不安

定にもとづ く消費性，あるいは扇舟主の異動に起因する

浮浪性などによって代表される建設労働者特有の気質に

加えて，経済蕊盤の脆弱な雇用条件の生む低収入は，建

設労働に対する青少年の魅力を戦後においては急速に低

下 させつつある。

それはわが国のみの現象ではなく，世界的に共通な現

象であり 1. L .  0  の建築土木公共事業委員会でも検討

され，青少年 IL建設労働への魅力をいかに して増大させ

るかという論議もなされているほどである。

したがって建設業における技能者養成は，建設労働の

近代化，その労働条件の商期的な改善，そのための労働

過程の再検討と密接不可分にからみあっている。

中央建設業審議会が技能者不足 IL対する対策として政

府に建議した内容には職業訓練制度の強化や社会保険制

度の拡充がも られているが， 果してこの程度の措置で大

丑の建設労働者を確保しうるか否かは心細い限りといわ

ねばならない。過日開ら かれた始設労働者の全国大会で

も「かつてない入手不足という現象も，単 lζ 工事駒大の

みによるものでなく ，むしろミ手閲が安い，: D : 与も退職

金もない，まして恩給な ど思いもおよぱなし、という劣

悪な労働条件に起因す る」と大会宣言 lζ 述べてい るが，

乙う し た 問題 に業界が ｊｾ 剣に取り組む ζ となくしては，

いかに技能者養成のための訓練施設を充実し，強化しよ

うとかんじんの人を集める乙とができないであろう。

特l己注目 しなければならないのは，これまで建設労働

力の最大の給源であった農村の二，三男がもはや給源と

しての条件を失ないつつある事実である。工場の地方進

出や集団化は策北地方などでもいちじる しく，Ｉｾ業生産

性の向上と相ま って過剰労働力はもとよ り，主要労働力

すら工場に定着する傾向を強めている。乙のような情勢

は今後も なお持続し，拡大す る乙とが予想され，山村 の

すぐれた労働力を建設業へと流動，定着さ せる乙とをい

よいよ困難にせずにはおかない。

かくして建設業にあ っては技能者養成の問題は建設労

働の近代化，その条件の全面的改善が最大の前提とな
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る。 ζ れをぬきにしてミ国土の復興建設をになう重要任

務ミというようなうたい文句をならべてみたと乙ろで，

現在の事態はともかく，将来は深刻の度を加えてゆくば

かりであろう。

技能者養成の重点

しかし，だからといってそれは技能労務者の賃金を大

rtn(. 引き上げればすべてが解決するというよう な単純な

問題ではない。

ｴｦｾＭｉζ 検討さるべきは労働過程と履用形態である。現

在の建設業界の技能労働者不足が，元請 ・下請という需

給関係のまま踏しゅうされてきた。けじめのないままの

ばく然とした労務供給の形式は労働過程が生みだした不

幸な帰結である乙とを考えるなら， ζ 乙l乙改革のメスを

入れない限り，無制限な賃金引 き上げは一時的に事態を

改善する ζ とはあっても，将来に重大なJ/EJ恨を残す危険

をはらんでいる。

もっとものぞましい乙とはアメリカのように職別労組

が労働力確保と供給に全責任をもっ乙とであろうが，白

木の実情はそれを不可能にしている。元請業者 K よる直

用もまた至難に近い。とすれば元詰と下請の関係を明確

κ し，他産業におけるような系列化を促進し，準直用と

いう形式で元請と下請の結合を強化し，技能労働者の養

成について，単に下請にのみ任せるのではなく，元請と

下請の共同責任において遂行してゆく乙とであろう。

乙れは元請の下請』ζ 対する 指導の強化と同時に下請の

経営近代化，合理化の促進とからみあって進む乙とはい

うまでもない。労務供給のすべてを下請関係1(. 求める建

設業のあり方l乙メスを入れる乙となくしては建設労働の

近代化はあり得ないし， したがってまた新しい事態に対

応しうる技能者養成の充実強化もあり得ない ζ とは事実

が立証する，と ζ ろではあるまいか。乙のよう な形で労

働過程の改善が進むなら，元首 Ａｩ と下 ｾｗ と共同し て 養成施

設を設ける乙とも可能となり，技術の進歩，生産性の [ilJ

上 も系統的に達成しうるであろう。

第二に必要な ζ とは，労働集約産業というより労働力

産業として与え られ， '.'干; に失業労働者のハケ口とされて

きた建設労働の質についての再検討である。建設技術 ・

工法 ・資材のいちじるしい進歩，機械化の発展 1(. もかか

わらず，なお建設業にあっては人的労働，人海戦術に依

存しなければならない分野が広汎に残されている。いい

かえるなら建設業における労働生産性は，先進他産業K

くらべる なら依然、として低く， ζ れが建設労働条件を低

いものにし，労働力不足の惑循環につらなっ てい るので

ある。

それは受注生産方式の生みだす事前の生産計画樹立の

70 

困難性にも起因し，余儀なく集めやすくちらしやすい人

的労働力に依存する点は否定しがたいが，失対事業は別

として新しい技術の発展はいつまでもとのよう な事態を

ｾＨｬ さないだろう。それは乙れまでの建設技能労務者Ｈ職

人) の質を全面的に変革することであり ，また現場での

生産より工場での生産，現場作業の組立化を意味する。

乙のよう な作業方式，労働の質の変化は，一時的にはコ

ス ト高をまねく乙とはあっ ても，長期の展望にたてば生

j[(i 性を高め，人的労働への依存度を低下さ せ，労働条件

の向上 と企業の発展 l己資することになるであろう。

建設業における技能者養成にはどうしてもこのような

総合的視野を必要とする。それは当然の乙とながら，技

能者養成を単lζ 個別企業のワク内ではなく ，業界全体の

協力をもって遂行するととを必要とする。

もとより ，技能者養成なり職業技術教育は決してー企

業，一業界のみの問題ではなく，国民経済の発展にとっ

て不可欠の課題であり，その限りでは国の重要な経済政

策のひとつとして推進するべきものである 。職業訓練法

はまさにこ のような観点で制定されたものであ り，その

成果は除々にあがってはいるが，なお乏しい予算はその

内容をきわめて脆弱なものにとどめている。それ故に乙

そ，建設業界としてもたえまなくこの充実を政府に訴え

る必要に迫られているのであるが，だからといっ て技能

者養成はすべて政府や地方自治体任せと いうことであっ

てはなるまい。業界は自 らのなしうる最大限の範囲で独

内の養成機関を充実強化しなければな らない。

そ して乙の点において建設業界における努力は，他産

業にくらべてなお積極性 lζ 欠く点は率直に指摘しなけれ

ばならない。それは建設業の特殊な条例自にもとづき ，す

でに述べたような建設生産方式や労働過程の変革と不可

分に結びついている点での困難性はあるが，逆l乙新たな

↑it 勢に対応する積極的な技能者養成が変革を促進すると

いう相互関係にも着目する必要ーがある。

現在，建設業における技能者養成の多くは公共訓練lζ

依存し，企業内訓練や共同訓練の， 'i める比重は他産業に

くらべれば圧倒的 lζ 少ない状態にある。乙 れはii 弘前か ら

の支配的形態であった徒弟教育が， li 災後の労悲，職安二

it の施行によっ て制度的 lζ 否定 され，技能者養成の空白

が現在なおつづいている乙とを物語るものであるが，建

設業のおどろくほどの成長と発展を考えるなら ，業界が

セクショナリズムを捨て，大同団結して取り組めば，新

しい展望を切りひらきうる条件は十分lζ 横たわっ てい る

と思う。建設省や業界が現 lζ 進めつつある施策が単に-

H寺の窮状打開にのみ焦点をおくのではなく，長い目でみ

て建設業の発展の近代化lζ 刻処しうるものである乙とを

望むのは決して年ー者のみではあるまい。

( 市者 ｾ設調査会研究員 Ｉ



建 設 労 働 者 の 当 面 す る 諸 要 求 に つ い て

一 ー と く に 協 定 賃 金 運 動 一 一

鈴 木

(  1  )  建 設 労 働者 の 当 面 す る 諸 要 求

ｾ設労働者職人が当面する諸要求は大体四つにしぼる

乙とができる。

1.  大巾賃金引上一協定立金 1，500 円確保の巡i l l ! J

2  社会保障要求一日原健保，国民年金の改善運動

3. 住宅建設促進一反合理化の斗い

4  平和と民主主義を守る活動

1. とくに賃金要求は労働者として建設産業に従事し，

その生活を維持するためには当然収入が必要であり，生

活を維持し発展 c せるためには労働力に対する正当な報

酬，賃金を資本家K 請求するのは労働者の権利である。

賃金乙そ建設労働者の一番主要な中心的な問題であり

野丁場に働乙うと， 下請の下であろうと ，町場をとわず

賃金要求乙そ労資の階級的課題である。

まして建設生産という物質的社会進歩の基礎になる作

業lζ 働くこ とは大きな窓義と役割りをもつものである。

しか し現実にかくあるべ く労働の報酬が，実際には建

設資本家の利益の縦牲となり，不当にも搾取されてお

り，下請ililJ 度の名の下にピンハ ホをされたり，町方の親

方制度の中でうち・働基準法の条件以下で働かされているの

が現実であ り，乙の不当性を団結の力で改善しようとす

る斗いが当面する建設労働運動の主要任務である。

2 社会保障要求の中心をなすものは健康保険の問題で

あるが，就労先が野丁場の場合下請制度 lこ原因し，町場

の場合は仕事先が一定しないこ とや， 24細な施主に請求

する乙とが困難な乙と， 殺) ) が事業主としての形体がな

りたち難い乙と などから. 労働保険の中では一番内容の

悪い日k i I 健保の適用をう けているのが' 疋悩である。

* 来資本( ま利潤を追求す るも のであるが，とりわけ建

設資本家は建設産業のお くれた半封建性を活用し，社会

保附1を近代的労務管理の内容として理解していない。独

占資本の政府も建設労働力を保護育成する とい う乙とを

; ! 1' えていない。下請も大手への労働力の供給を主とし，

半封建的な身分制度を維持する ζ とによっ て fl 分を存在

さしている。

正 明

作業の中 lζ 人的要索の大きい町方では，支払能力と権

利忠誠の低さから，社会保障への理解は不充分である。

建設産業資本が全体 c して社会保障に誠誌がないのは

産業の搾取形体が非近代的であり，半封建性の強いド レ

イ労働であるととに原因している。また-ilii 個々の労働

者の緬利意識の不充分さ ，労働運動の未成熟を物語っ て

いるものでもある。

方老後の生活保障として国民年金に期待する乙とが

大きいが，現実lこは老令年金の美名による収都であり ，

現実に内容の悪るいものである。しかも私立られた保険

料は独占資本K は低利で融資されるという仕組みになっ

ている。

肉体屋外労働を主とする建設労働者は，身体乙そが唯

一の資本であり ，工場iljlJ 抱来労働がないかわり に自 分み

ずから喰うためK 重労働を強いて健康を磁波する人々が

多い。

とくに往設産業の合理化の進行による労働者ーへのしわ

ょせは世 ｾｅｬｩ の ｩｬｩｩｬ ｌ はっき りでているし，老作者 ー が多 く 低

収入労働者ーの社会保障要求，佐保と老後の生活問題は，

建設労働巡動の最初から最後までの活動目棋であ り，建

設産業』ζ 働く各階屈を通して巾広い要求でもある。

もちろん他に原始的現場施設に原因する災害 'JJ 故，労

働災害保険の改善なども当然の乙とである。

3 .住宅建設促進の迩動と建設技術革新の進行過程によ

る犠牲一反合理化への斗いが「大巾賃上引上げ，社会保

障要求」とともに最近とくに重要と なってきた。

1: 1 ' ，おの経済的安求だけでなく，建設労働者としての社

会的任務を明確にして，乙んにちにおける国民的要求で

ある住宅難に答えようと する態度は，建設労働運動の質

高い活動として， J徐々であるが怠識的に行 なわれつつあ

る。

そのなかで述築技術のl函のみに限定して問題にする と

き， 従来の木造技術が，鉄筋 ・不燃化住宅生産へ移行し

つつある。乙の乙とは大量生産と耐久力の見地か らも当

然な乙とであ り，技術革新としてその必然性を理解せね
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ばならなし、。

しかし資本主義的合理化は，生産1[. 従事する労働者へ

被害をもたらすものであり ，建設産業もその影響は同じ

である。木造を中心とする技能は，その必要さをしだい

に低下して，特殊な建物をのぞいて新しい加工建材と工

作法具がものをいうことに なってきた。

そのことは古い手工的な技能より 資水 が 優 先 し それ

に Ｉｉ ｾｩ 応した知識の 習 得が必要である 乙と を教えて いる。

したがって伺々の建設労働者の なかに絡差が大きく な

り，なにかにつけて弱い屈が真先の犠牲才; とし，!J::. 絡を

余儀な くさせら れ る迩命にある。

親方がー・人職人 lこ転落，町場職人が野丁場に半月ぐら

い働く先をみつけるというように，賃金労働平f化するな

かで 正しい反合理化の妥求が， いまや大き な問題化して

姐』没労働運動の方針のなかに地位をせ しめつつある。

4 .建設産業一住宅建設 ζ そ半f日的な社会の進歩( 乙関連

のあるものはない。 r軍事予算を半羽l建設す工業へ」この

要求は建設産業を発展させるための当而のスロ ーガンで

あっ て経済的安求か ら政治的要求への斗いか高ま って乙

そ，建設労働者の諸問題は解決するものである。

第三次| せ界大戦の危機のある なかで建設労働名ーが可乙羽l

を守る乙と， ｕ ｾ の独立を要求する乙と，働くＭｴ￭の舵利

として|司結の行動性を主張する民主主義活動もまた大き

な建設労働組合のなすべ き仕事である 。

(  2  )  建 設 労 働 運 動 と く に 全 建 総 連 を 中 心

と す る 全 国 統 一 行 動

11 本の独占が高度成長するための初発的安閑としての

設11111投資は，多くが建設投資 lζ そそがれ，工事長は士自

大した。

その乙とは特定の大建設資本の利益を増大さ せたが，

反而資本にとっ て大 きな矛盾ー技能労働者の不足がよu e

から 問題化した。

諸 資 料 ( 1  )  

他産業の発展の影響もあるが 問題はむしろ建設生産

の内部にあっ て，従来半封建的劣慈な労働条件の下lζ し

ぼれるだけ搾取をつづけてきた資本の絶対ｾ請である

「建設ドレイ労働制度」がーぺ、や技能労働者不足の名の

もとに ，大 きな障告にぶ つかった しだいである。長期つ

づけてきた搾取の恵国栄は必1 J 以上にその板をからし，

労働) ] 不足という 現実をみずからつくったのである 。

後進性の強い建設資本も最近や っと労務管理の近代化

を認識し，就労働者を合理的に使用すべく全国建設業協

会岡田専務を代弁- t i . として11・必対策を考えつつある。

一方 日本の建設労働者は11弘前の非合法l時代からの経験

と終戦後イ ・数年のよ| 争のなかで 団結の必要を理解し，

職人太子誌から労働組合の組織化への苦しいなが ら努) J

を初みかさねてきた。

その結果未組織が多 くあっ ても ，労働巡i I ! i Jの政策の I[

しさと 組織的統一・行動によって連設市場を少しづつ， と

きには大き くコン トローノレするまで成長 したのである。

建設資本家と建設労働者 との階級斗争は， いまや他 l'!l

J長なるびlζ 近代的労働問題 として，主s設生産を左右する

秋がきたのだ。

とくに全述総連を中心とする令国統一行動はすべての

建設労働朽の諸要求を実現化させるテコとなり ，組織を

とわず大 巾f ' i ・上を成功 芯せる基礎をつ くった。

6  Ｉ Ｇｊ 初 愛 知以を ｉｾ Ｎｬ心 とするｾ設労働者の工賃 上 ＵＰＰ ｬＧ ｊ

の協定巡目1 ] ， 7 月東京を先頭 とする企図的統一賃金協定

行動は哀 日本の7001
1
]， 8001

l

Jの低担金労働者をゆさぼり

激動し，ｾ図的統 一 目標の Ｑ ， ＵＰＰ jl Jをただちに実施でき

な くとも 1，000 jlJ を攻ー求しようとする活動が地方の創立

工夫の なかで行なわれた。

最初]はそぽく な生活を守る賃金要求としての協賃巡3 l 1J

から労働力に対する報酬を社会的に算出し，建設産業の

故低託金安求事Ji とし 1 11 8  Ａｉ ｾ ｦ 聞 による工貨 を Ｑ ， ＵＰＰ Ｑ Ｑ ｝ に

統 ー する ζ とを附認，ｾ 間 的行動を組む乙とに成功した

のである。

会 m総 述 参 JJ Il 組 合 別 賃 金 協 定 状 配 一 覧 昭和36年8月末日現花
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下請 11' らの必. : Rはペモ建設協会内部の大 ・lt ・小の対立

として表而化した。

大手資本! 日] のはけ・しい競争ー完収 と不正，談合一外国

資本とくにアメリカの進 IIP1それえの従属化。

資本下 Ｎ ｾ針 ｜ Ｚ会経 済機構の務矛盾は建 設 ｬ 盗楽に当然 な乙

とだ がｾ［ ｾｾ が あ り，大下資本間 ｦ ＨＧ ｬＩｩｊｦＮ ｮ しやが ては自決の

jill 命がせまる乙とであろう。

建設J準決のように社会的公共性を必1 f とするものは，

I1も早く *，1i't の私的独 r' j を廃止し，社会的所省に移転

させねばならない。

その ためにはな((，ζ おいても，建設労働運動を強化す

る ζ とを ｾｾｬ がねば な ら ぬ。統 一と 同結のなかで建設労働

おの浦安求 とくに大 rt 白ー上げを実現 させる乙と が，経済

的要求を政治-'I 争lζ 質的に発展 させる吏伺と なり建設F工

業の構造を変革 させる ; 1¥発点 とも なるものである。

m; 没労働. f i は苦しい三¥. ｾ、 をつづ けつつある が，その将

来には |引言をも ち生産別場でf : t ，; j ¥: との対決をときには少

な く，ときには大 きく階級斗争の微を今間各地で拡大し

つつある。

もちろん述動には戦時と戦術があり，供述総選! を中心

に「建設労協」に参加する LI 建協 ・I Ii .主労 ・全ru労の組

織との共ご¥- ， Iい小建設業者の要求を一面支持し. 大手建

設資本との対決。総評を中心とする労働運動との結合な

ど多而( 内 な活動を配慮しなが ら，建設労働者の当面する

利必を守る辺助が秋から" ¥' 米にかけて臨時国会という 政

治目 棋を l山地ーに して rド火，地方で労働 jili 'liI J が発展して

行く。

附級iili 'lil Jの発} 長の法則を正確につかむ限り，建設運動

者もまた勝利を ｉ ｾ ｉ 分のものとす る乙とができる。

ｃｾ 者 名i 'i 庖土木建築労働組合委只反

- 全閑話l築労働組合総連合賃金部長)
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(2)  

その迎'liIJの発! 民のなかで，さらに工事単価の問j逝を取

り上げ適止なる引上げをl政断1'， 1也ブj 白治体に大衆行動 l乙

よっ て必求するま で巡' l i IJの5i と' l ' l を成長してきた。

企業別の会社の労働の ように ，ただちに労働協約 とい

うl財政な形がと れな くて も横断職能の組織ノJ で 1，000 P] 

の工貨を 1，300円へ 1，200PJ の工fi を 1，500¥リへと引き

上げさせた。

さらに秋から年末 '( 1"1 って 1，500 円を隊突にとる迎' l i I J

を強化する活動のなかで，イ1 ' . 末 l乙は 1，800 円を' z i 求し，

再度賃上，協貨を斗いとろうとする要望が側々のi') '; 働者

の 1'"1的立識がJjill 'lil J とし開始 され始め られた。

料資諸

て; 帆供、‘ “ 匂
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独 占資 本 の建 設政 策 に 対決 し建 設産 業 を

民 主 化 す る の が 労働 運 動 の 使 命 で あ る

公共投 資 を 中 心 と するｾ設 ･ｬ［ 長は口 本Ｇｬ Ｑｴ ｬ Ｇｪ 資本の高度

成 長を 擁 殺 し 軍 事 政 策 の一部をにな っている。また第

三次 ¥tt 界大戦の冒険を前にして， 11 本の軍事基地化を強

く 袋詰するアメ リ カ子 ｲｩ 悶 ｬ ｾＮｾ 定者にその従属の度合を深め

るも のでもある。

|司鉄東海道新幹線工事をひ とつみて も愉iさの近代化の

美私の下 lζ 沿線国民を強制l立返させg 大手業主; の独占的

}池工が不止談合の なかで進め られつつあるではないか。

建築物の表而は近代的化 t¥，をよそいつつあるが，内部:

では暴ノJ 飯場事件で明る みにでたように半封建的搾取機

構が通常・である。

しかし 資本と機械設 備を私的 ｬ ιｾ ｾｴｲＧｬ し技術名ーと労働名ー

を使い最大の- I " J潤を追求し， いまやときめく大手建設7主

将もそのがj 途を 卜するな らば資本の内部は矛盾にみち，

J 、はい したみにくい ものである。

しかしt l ! 設資本は危機感を少しもも たず永久に繁栄す

るものと過信している。

技術労働朽の不足は工事の進行をさまたげ，うii 働運動

は内部からは ｉｉｾ 協が ，外からは全 ｵ 総述を 中心 ｬζ 活 発

化しつつある。

(  3 )  



諸 資 料 ( 3  )  

去る 8月 10 r.lJ. l ui ( 日比谷野外音型i蛍で全抱l総迎主催の「賃金引き上げ

工事単価遁正化要求'1' 央総決起大会が閲仰された。 JU京を中心、に全国各

地か ら 代浪者が Ｔ ，Ｈ目的名参加し左の割 ｾ￟ 立震を発表し，代表者を ｩ 盟ぴｩｬＡ

鮫， 大縦，労働1行， 全国建設業協会 1，;. どに陳情した。以下にそのと きの

決級文ならびに大会V 苔をかかげる。

決 議 文 (3 の1 )

わが国のｾ設労働有は，今なお ｉｬ￭ｪ 近代Ｈ内 な環境 のなか

で，低い賃金 と，きわめて劣悪な労働条件のもとにおか

れている。

現場では，労働条件の最低を定めた労働基準法すら守

られてお らず，他産業労働者のもつ世ft 康保険，失業保険

などの社会保険も満足に適用されていなし、。

そのうえ，就業および老後の保防はなく，不安定で不

規則な生活を余儀なくされている。

われわれは，乙のよう な状態をー 11 も早 く改詳し，人

なみな生活を尖現するため，本 U ，乙乙 l乙，全国 200 万

建設労働者の代表 5 ，000 名による f u金引上げ ・工事単

価適正化ｾ求中央総決起大会」を ｉｊｦｬ 似し，政府お よ び関

係団体l乙次のととを要求する。

1  建設労働おの最低賃金としてー・11 1，500 II j を保障

す ること。

1. 政府発注工事お よび住宅公トJ 1 ，公庫住宅の工事 単

i面を引上げること。

1.  公共コー引の劣務1'( の主主! 従にな っている 一般職五li:7j lj

賃金 ( P. W ) を廃止す る乙と。

1  住宅予算をふやし，庶民住宅を大: i I J :1ζ 建設する乙

と。

1  国民をι しめる諸物価，建築材料の値上げを阻止

する乙と。

1  雇用安定制度を中心とした池設労働保護訟を:I;I J定

すること 。

1  労公{交代表による建設労働対策協議会を設置する

こと。

右決議する。

昭和3M-j'. a月10 EI 

全国建設労働組合総述合

賃金引上げ 工事単価適記化要求中央総決起大会
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大 会 宣 言 (3 の 2)

われわれは. 本日乙乙 i乙全国 200 万建設労働朽の総12

を結集しＮ ー ｲＡ，最低 Ｑ ， ＵＰＰ 円の賃令保障と，コー τ ｊｾ 単価

引上げ実現のため決起した。

池田内閣の所得倍増計画による，公共投資の大 1j"J 増彰i

と，産業合理化にやドなう設備投資の増大によって，建設

産業は，未曽有の好況を旦しており ，大手 5 社をはじめ

とする大建設資本はー 口 3 佑という越大な工事量をかか

え，ｾ大な利潤をあげている。

しかるに中小池設業者においては，材料の値上 げと入

手不足，さ らには公共工苓i の低単価により ，経営不振，

倒誌の変き自に さら されている。

一方建設労働ず; の1 : 活は依然として改普 されず，前近

代的な雇用関係による数次のピンハネ による低賃金と劣

悪な労働条件を余儀な くさ れている。

かつてない人手

大のみ lに乙よるものではなく，むしろ 「手聞が安い， :i't与

も退職金もない，ましてや恩給など思いもおよばない」

という劣悪な労働条件K 起因するものである。

年少労働者が g 建一設産業になんらの魅力をもちえない

のも ，まさに以上の理由によるものであり， くわえて政

府，業界の無為無策を示すものである。

われわれは，乙のような建設労働者の状態を号! とlに克

服し，すべての建設労働者が希望と菩乙びをもって倒j ら

き，われわれの社会的，経済的地位の向上をかちとるた

めに立上 った。今回のわれわれの賃金引上げ P . W 廃

止，工事単価引上 げの要求は，たんにわれわれ自身の生

活向上のためばかりでなく，建設産業の民主化と近代化

に大き な役割 りを来すであろう乙とを確信する。さらに

乙のimill l J を通 じて，全建総連の統一と団結を，なお一層

強化 し 全国 200 万建設労働者の本拠となるべき ょ| いで

あることを自覚している。

三l いは長 くさび しい， しか も斗いはまさに乙れか らで

ある。

われわれは以上の決定t と自覚を今後の斗いの なかで着

尖に実践し，あ らゆる困測をのり乙え，目 的完i遂のため

巡巡することを努う。

右宣言する。

昭和36i. pa月 10 IJ 

全国建設労働組合総述令

賃金引上げ ・工すf単価適正化要求中央総決起大会
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概 説

乙のｾ物は現在県 ｲｩｾ の分館Ｈ衛生

ｬ｜ｦ Ｉｊｩ ｾ ＰＩ とな っ ているが 、 戦 時 ｲｬ Ｇ ま

て‘ は*fl i : であ った。IYJ i'fi 32I，f (l 899)

起工，約 一 ゴ ｉ ｾ 、「の ｻ ｉＧＮ ｪ｝を岱して 峻工

した。乙乙 lζ 比較参汚のため ，j)i j ・

後それぞれ数年の 1/.りに建てられた祁

ｊ ＨｊＧ ｄ ［ ｾｭ の ｊ i"合総築の主' 民なものをき子

げてみるに，前には東京l内庁( I Y J ifi 

27イ1・) ボ良県Ji ' ( 28{1二) ，ｻ去には［［ｾ (，11 

rr:JJi' (37{J'. )  1JI1戸 dJ 役所 ( 42'01) な

どがある 。それらの問 I(. ，'{ って，本

JJ イ? のt112誌は ，.也、匠 j誌も世話禿， ｾ ｉ ｾ 彩

をi政つ作品であ った。が二本べ;去 にして

II i'1tf I20'o1三3) J 17仁|戦災にあい峨休を

減すのみにてほとんど庇j施と化し

た。戦後，当事者聞に撤去の説もあ

っ たが県民有ぷの ｉｾ 日には愛惜の ｊＱＱ も

あり ，県会はつい K 記念すべき IYJ t;

のJll 梢として修F担保存すべきととを

議決した 。 判 ζ 主要時休は不燃桃材

のため修 lUlClfuf えた。ただし修 lUは

川を主とし災を1i i: とし ，完全な復J 己

ではなく ，乙と lζ 外観仁きわめてA

Ｇ￬ｦな片ｾ Ｎ dtt がいちじるしく PJi lll 品化さ

れ， ｉｉｉｉ ＪＧ 県災 ＱＲ かだ っ た豆 ｆｚ な ｉｉｉｾ 泌が

失われた せめて保存の iむの誠ぜら

れた ことを、ド巡と する のみである 。

所 在 地

神戸市生川区下 d.lr-・通P4 TrI (1吋

欽 1) じ1I 1JJ 駅北方の台地 ・神戸 dT' dJ:

「下J l I TP川 'II J (，}WI 場南側)

工 事 年 月 日

刊11寺の記録 1(. よれば

年 ) J 11 

起 工 lYJ 治 32 ・1 ・8

1也JJl 祭 1/ 32 ・6 ・6

七年 ｬｩ 工 Ｎ ｾ 1/  34 ・2 ・25

rJIぷ: ; { 1/  35 ・5 ・24

規 模

乙れも当時の記録 lζ よれば

庫 県 ・ 旧 庁
&  

lヌ11 正面 ・旧観，門回 り附属嵐共創生I l 当 時のままの姿( 神 ;- ，新聞社提供)

ｾＱ Ｒ＠ 戦災後修復による底哉の変形，最近の姿

リi j H也! 日積 2，740. 19 (約9059mつ

姥 Fド 701. 65 (// 232 0 mつ

囚みに，而積は各隣同ーのはずであ っ

たから延ftii 積は乙の三倍となる。また室

数とし て 「階上 ( 二階) 28 ・階下( 一階)

29 ・地下( 半地階) 24J と示されてい

る。ただし ，記録に よ って数字 に多少の

出入がある 。

尺

判 高 41 ・8 (約 12 ・7 m)

工 費 Ｈその 算定 ｊ ， ｾ礎Ｉ

唆工直後の報告には ，本館 ・附属建物

とも「予算金」として
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1' 1  

344，077 ・186

という傾が示 されている n 祭するに

まだ夫代が ｶｎｾ されて い なか っ たか

らであろう ( このことと関連 して

術祭されることは ，1ft!! 工方式が県の

11'(':::; ではなか ったか，ということで

ある 。すくなくとも胞 E 業 省の 名 は

〆 ｊ ｾ されていないＩ

材 料 ・ 構 造

コンクリ ート

煉 瓦 ・特殊筒所{ t 闘石

峨厚 (;t;! i瓦 枚 数 ・二階

2 ， 一階2・5， j也階 3 )  

小!翠組木造， ＷＨ ｩ 板 ・ 銅ｾｘＺ

11 

!A( ，内部企H Iトなどは木

造。 ( なお，戦災後憐iti

Ｂ ｻＺｾｊｉＧ ｝， Ｃ の調べたと乙ろ

によれば壁1)，.:の 白地のモ

ノレタノレ lζ は1i / 火が混入さ

れていたらしい， との乙

とである)

礎

体

その 他

i長

j ，L  

ａ ｬ ｬ ｾ＠

J歪

式

「近 111フランス式ノレ ネ ッナジス」

とでもいうべきであろうか。 (官rf

ｾ 築 としては当時ほとんど↑ ＱＱ Ｚ 界共通

の淀川せ)

設 計 者

エ Ｇ ＧＧｪＺド ＧＡｊＮ 土 ・ ｉｉｾ 1-1、ド六。出自は雲州

必I工務 1: ， 'li.政 5 イle生れ。明治 2 年

務 校1乙てフランス人よりブラジ ス語

を'γ ぶ。IYJ 治 3 :(1二上京。 4 {1:: 大学砕j

校 lζ 入乍 ， ＨｆＮヤｔｩＮｩド ， 戸 ｦｾ 業俊等の故

を以て lリJiti 9 1
1 ' 文学省より ブラシス

l ζWi ?を命ぜられ「巳虫府 工業 '- 1-
1
火

J.i i i"]"{: 校J ( 乙て三イド間建築' 学を修め

“ Ingeni eur des Ar t s et Manu-

fact ures， Spec ial i te de Const -

ructeur " のザ・仰をf止 さ ら に二年

間 伐l也l ζWI って災地の修業 をして怖

い4。邸{! l ! ( t船 三必会社勤務の後，IYJ 

治 ＱＸ Ｑ ＱＧＭ［ 文 Ｉｾｓ 省 ｬζ 入 り ， 以進して会計

ｊＢ ｭ ｾ 係長 とな っ たが 、 Ｑ 丙を得て ｪｧ

ＧｉＧￇ ， 保 ｪ 慢 の ため ｾ ｟ ｗ 密 Ｎ ｾＧｬｦ子の ｪ 山 ζ Ｑ ＺＯＮ Ｑ

J11; . した 間 後1.1抑止J 生活をつづけなが

ら，大阪の桑原工業 半務所の創設に

参 じ， Ｍ ｴ｟ として ｌ｜ＧＺ 聞の設 ｾ Ｇ ｉＭｉ 乙従事し

た 。 ｊ ｕｈ ， ｾの依 ｬ 以によ っ て本 ｪ 子会を

設計したのは乙の Il .¥j のことである 。

なおおi1¥"1 .1 lil hiにおいても先j ，tであ っ

て，大阪Tll および長崎市の昔I:ffij iを指

導した 。 乙れより先，IY1治24年 8 月

様

降

下ダ戸 戸乍 三 当F 三、企 : f 日空母zr
串l l ¥標宣得、階段宣宜

民

ぇ

外

務

M

叫

L

t

情

期

宿

直

ヴ

は

吐

揮

a
n

江

品

陣

帽

品

e

官

串

タ

人

民

和

佐
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レ

守

品

W

咽

m

Jγ

埠

守

織

d
v

荷

主

鋲

、4

全 土; ";' 'i  ' " ・F=¥' =一字

;.1(11 以1. 一階 ，1刈示のスケ ーノレ は 100 1¥ Ｈ ｊｩ ｉ ｉｉ ｉｾ ｊ 仁 ｾ築 ｉ 刈 ＮＡ ｉｓ より Ｉ

'1<. 

凶 4
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工業上の功によ って工学時 1:の学位を授与された。芸

術的天分の泣かな建築家として ]1[] とえ幾多の作品を冶

した，が，] ，でも異色のあ ったのは東京市同大' ' f : f ' _ P. 科大

学本館であろう 。 作風は規 ｲｎｾ［｟ ｩｌ よく悶洋建築のお

髄を休件し ，その I-_IL 1' 1 らの例十| を盛 った。木J f1干の

建築はよくフランスの] 1 - _ ，統をむ、え，かつも っとも円熟

の波地を示したものだが，fトr ，のII T' t ¥絡は脱作li iX.fれな J I

而よりもむしろ Ｑ ＧＱ山ｾｬ｜ｊ 速な ｮ ｬＨｊｩ において見るべきであ

ろう 。1;1;- ( j は保健をかねてや]I J i司の地にあ ったが，1日j 治

33年 8 )-J ，ｻｾｾ々 長崎の ｬｉ ｹｪ ｊｦからｽｲ ｬ ｬ Ｇ 宅したヰｾ｟，Ｚ� ｬ ， jl 刷ζ わ

かに ｉｉ ｉｾＺ っ てＺ，， ｽＡｊＱ￭した 。 Ｚｪ ｪ イ Ｑ ＭＧＴ Ｓ Ot :l l42) 才。

工 事 主 任

兵II Il県技r: IJi ・秋吉。金総。京京l狩出身。つとに現場の

実務 lζ 堪能の人であ った。* ; 江市 ]J 司大'''f: ・工科大乍本

館の新築工 TjC，乙あた っては辰野向 上の下にあ ってその

任をはたした。ついで 'j ;_¥'1付行 lζ 人り， n  Ii' j-i iN守tri I は明

治天引にし たが ってIL砧大本常に勤務。その後兵Itl c県

lζ 入り ，木li ニ- ; ' i 干の工事主任を jll_ ぜ1したのである 。工 事

半にして設 ｾ ｝者 ｩｬｬｮ 博上の急逝にあ っ たが ， よくその

治ぶをついて' 工' jCを完 f した。後ir 退T' Tしてや]，戸にお

いて建築 'J q' J，JTrをf: 1] 設。111和]I Jii] T役所はその代表作で

ある 。

参考書 。111 11 同士他築似 ｉ Ｚ｜ｉ ｾ Ｈ写 ｊＧ ｾ • 1S<11(li ・伝記な

ど)

ｾ築雑芯 ・ ＱＴ Ａｬｾ ・ Ｑ ＶＵ 弓 Ｈｉｙｊ ＳＳ Ｍ Ｙ Ｉ

• Ｑ Ｖ Ｑｬ ｾ＠ .  192号 (IYJ 35ー 1)

秋 .'i 金徳氏手記( 関 I(II ・摘'il!1*ir 1'，-) 

( 滝沢真 弓記〕

司 司b
+  土L

T司5

月面 向 キ 室 下 少も

図 5 平而図，二階および地階( 秋庁氏手記より)

図 B こ[ Ｇ ｝ ｩ 現場Ｈホ ｔ は 背 ､ｬｩ 大Ａ宅葦Ｉ上級式当 日の光 景と 推 定されるＨ兵ｽＮ ドリ， ｕ Ｍｪ ｾ ・ ゃ｝ ， FH省三1¥絞りl)
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技 術革 新 と 経 営

唱。勾イ乞' ; " HJ ' . ' i ' ト快附 ・

発 明 の 世 紀 に ど う 対 処 す る か

一一書評 「技術革新 と経営」一一一

「すこい Il tの中ですね，最近は。

Il tWをゆすぶるよう な発明 ・発見は

18 111 紀 lこは 5 件 19 世紀には 1 イ| に

q 斗くらいといわれましたが 乙の

ｴｦｪ は ＲＴ ＱＱＡｦｦｾｊ に Ｑ つぐ らい の ＧＸＱＱ 合で

とびだしているそうですよ 」一一乙

のよう な台東を百 I{，、て ，-;v，:-{'iは ，}JI I  

j本j史的 lこ引j I し討せる技術革新の放を

説 lリJする。

新合成物質の誕生，)J;( 子ノ] の、|ι 羽l

利 JIJ， " 伝子工学の諸方T f i lへのi MTJ，

航 空T. 学のがiWilJ iJ， ｾｌ￤ 方式のオー

トメー ゾョ ン化一一乙 のようになら

べたてるとー泌あっているようであ

るが，それがわれわれの" l i苫に どう

関係しているか，企業の経' 日にどん

な拶引?を与えているかを只体的に Jl'i' i

くことは案外むずかしし、。 そのむl床

で ー 員 ￭ｾ 2 1';1.の 「わが国における技術

革新のn，.j-flJ を特に而11 く読んだ。

新し ｌ 、 ｾｽｪ［ 所では ， ホ ｹ 卜 ・ ストリ

y プ ・ミノレと H千ばれる雨. i i l i i ' l 1リIJ J l 延

装置が 11与.iili 70km のスピードで i: .It

鋼板の iえれを造りだして いるそうで

ある。 ll のH: 延工島; で赤熱した鋼

板を半裸の工口がjLi をなめながら

一卜D]}¥で防まえて処理したほiと思 l 、く

らべて，その進歩にお どろかない者

はあるまし、。このホ y ト・ストリッ

プ ・ミノレ 1 セ ッ ト を 設 !l1Ii するのに

ＱＰＰ 位川の 資 金をｾし， しかもさ ら

に進んだ機械にいつかえねばな らぬ

かわからないというのだから ，近代

企業の経科の l激 しさも ー通りなもの

ではない。いまや! i l : Yi! ーになった造

船業の話，タムの正t設に l. i 大 な土木

機 械 が 抵 夜 の })Ijな く働き続ける 't ，' ;

況，発電はわが国でも 「火主 水 従」
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となりさらに原守 ) J 発電への展開が

予定l されるなと，その他各ブ'j ITi i の現

況 が白の Ij iH乙展開 される。航空機に

ついていえば，起背ジェッ ト機など

とさわがれたのは‘ つい最近のこと

だと思っていたら， もう 7 ・ノ ハ 7 以

上一一百. i i l i の 7 f円以上ーーの旅客機

が ニューヨーク一一点点1mに就航す

る川町さえあるという。また近い将

来ジェッ ト ｾＪＧか らロ ケ ッ ト ｈ 与 代 ｬ こ ｪ 色

喝・* “ 表紙

'/; (};oー犬日 ・。1.'央経済11 刊

B61仮 P 255 ￥ 4∞ 

むことも りi らかで，人I:: Jの傑縦はィ、 ( 13兆 1' 1) より大きいというよう な

' Ui il i ; になり， ＱＧ Ｑ 動 操 作あるいはｩＺ￟ｾ｜ｾ 話 か ら l i M' i : は美徳である 」 という

操作の将入も必然である。 ここに任 lij Jifi ってれの人がIL¥Jいたら焼倒するよ

場する EiL 子 工 学 ( エ レ ク ト ロ ニ ク うな笠句が とびだしてくる。

ス) は各ブI I(li のオートメーション化 第 5 1; 1 : は「技術革新時代 に処する

の悶 JIれとなる。 経営対策」 として，本書の眼目とす

筑ｾ 4 ぷは 111i，n  Ｂｉｾ ｦｦｔの経済的特徴 る解答が用広されている。しかし，

とこ れが経 Ｑｍ 上会 におよ ぼす ［ｾｾＧｾｊｾ J  乙のぶこそ Jj ' . i 白をあげてタイジェス

について υじされている。まず 'I' .J! ( 工 卜するより ‘ 興味のある方自身に l休

業における '!l! 口は減少し， その質的 抗して いただくこと が必要な郎分と

1) すれも変化するとして. オートメー .IJ.I，われる。

ショ ン化のが1以， lri なる肉体 (I"J な'J J 以上 編 集1"15から前われるままに

1主将より機械の知識をもったより少 ぶ芯紹介の 'f¥を執ったが，: f : L 、は乙の

数の労務朽が必! 去になると述べてい 本を批評するような広i凡なしかも司

る。また，オートメーションでも怒 門的 な知識をもっているわけでは な

い分野としては一一少 し山内な訴だ し、。ただ ー このように多方而な問題

が 一一 オートメーンョン装置をつ く をうま くまと めて，短時間でわか ら

る例 ＩＩｬｪｾｌ 必ＩＩ式の際械ｔＮ［ｴがあげら せる 点で ま乙とにｾ領のよい，た

れ ている 。移動性工業 と しての建設 めになる本であると感じた。建築家

業もあげられ，品llJ' rI. 'J;のオー トメ は一般に各方市に亘る浅く て も広い

ーション化は悶: j ' i j fであるとされてい 知識をｾ 求 されるものである が， 本

る。刷業 ・通信 ・交通 ・弘 報 ・令 融 当 の -zut も大いに有効でl あろう。 な

・公務な どを まと めて， S(¥ 3 次 J t X お汗おのE Li - -夫氏はぶ協会および

と Ｑ Ｑ 千べば ， 乙 の郎 川 は次第 Ａ こｾｾｾ 栄す 大 林忠11の公認会，:1二| をしていら れ る

る。レジャーに関連して，ア メリカ ｽ， ｉ Ｎ ￬ ｾ で ， われわ れ にはとくにど縁のあ

が 1 "1.ll aJ に 以 来 に もと う金 ( l -T 兆 るブJ である。

frJ) の方 が，われ われ 1-1本人が i乏い ( 11本日2 宅金融公山

年 月かけて政立てた一般預金の総もJI 大阪支所次長 早川 文 夫)



伊奈製陶械式曾漏t

本社 ・工 場 愛 知 県 1ii i!1 iIi J o l 而新[ 11 恒 常 滑 7∞ ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 2 - 8  m (551)  6371 ( 代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1- 23 電 @ 5 4 8 4 (代)

担問の

衛 生 向 器

の

カタログ送呈



つ"

柏 原 涯

d 議

膏 株 式 会 社

本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 ノ 5 電話大阪 ⑪ 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ99 電話大阪 @ 0 4 2 6  

汁 ｉｊｉ ン ＹＩｾ￟ ＧＱ ｊｊ 製造株式会結
本 社 並 工 場 J己 崎 市 大 物 北 LI ｾｴＡＮ話 Ｈ Ｇ ｓＩ 4947- 9  

東 京 支 庖 並 工 場 崎 王 I¥l 雌市. k ' l" 涙4皇 1 6  2  0  -;.: J古 酎 3252- "  

名 古 屋 支 J苫 才，占摩市中付区此士通 8 T I 1 6 - ; n: 話 [剖 1 0  2  3  

主 底 、 出 張 所 八幡 ・ 聞 ｉｬｬｬ Ｍ ｾｺ ｬＧ ￬ -1:士山ー τ引用・1士 山 延 問 討 問 1・311 . 111崎



鑑函雇E 画。

/ ..  .  ｾ＠ ，.  

ｲ 五 ｅ 面 ｾ

創 業 大 正 八 年

ラパトリーヒンヂ

生革、

ピポットヒンデ

信ヨp

ピボットヒンヂ

官事ー

書D

日本ドFーテヱッO製這株式会ii

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 掠 矢 納 町 2 2 2 電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代)

東 京 支 底 東 京 都 千代 田 区神 田錦 町 1 丁目 2 3 電 話 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・4 9  2  0  

稲 岡 出 張 所 福 岡 市 舟 樽 町 l 番 地 電 話 稲 岡 ( 74) 2  3  7  2 ・3 3  1  2  

名 古 屋 出 狼 所 名 古 屋 市 中 区 下 回 町 1 丁目 5 番 地 電 話 名 古 屋 ( 23) 7  3  6  1  

h  叱押し ｾｴｴｕ
保科lタ をァ μ

1  すぺらない

2. 摩耗 lζ 強く 、長もちする

3  他のヒ・ニ ーノレタイ ノレIC. 比 べ 、

1庇カf 目だたなし 3

4 衛生的且つ経済的である

5 施工が容易で仕上が美 しい

6 仲び縮みがない

ｾ白ＮＮＮ手ヨ ＭＹτＱＱ



ABC コ- キ

、

〆

ヲ11

n  ゆる間隙から永久に漏水の心配 を根絶する

系く久に気容を保持する

F標値で、耐 久，1生.のある ゴJ キン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 自在

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡〉

( 現 場 渡 )

弘 之 乞 ぷ二二上 美しく ，磨耗せず， rrtG"9，川 7.!<.t11C ｾんだ床材
床，廊下，階段， ロビ ー，パ ノレコニー，ガソ リY スタ ンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要と す

る場所や ，Il) J 水力があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ ェ ロ コ ン ェ

コンクリート床の金属性硬化材で，

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

l その他

7，080円

5，880円

( 坪当り￥ 1，180)  

(  11 ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

ブエ ロコ ジの施工に よって床は恰も鋼板を張っ たよ うな効

{ 色 物

現場渡{

i ナチュー

6，200円

5，400円

コ化三EJ: ニム 近 代 人 の 鴨 川 疲 れ を い や し ， い ら い ら を 抑 制

合成ゴムと コノレクから製造されたコノレク ν ートで落着い た上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ プ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレタ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ｾ＠ 7 7  

T E L  ( 581)  1  4  1  1  ( 代表) ｾ＠ 7  

大 阪 出 張 所

大阪 市西区 京 町堀通 ＱｾＱＸ ( 京町会館ヒソレ)

T E L  (44)  3 9  1 5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3



E 孟...・・119，ス
5'  0  0  0 級 ス ー パ

外 部 用

く 量 的 ④

内 部 用

大 阪 ・ * 京 ・ r，，'ihl

干M I羽 ・ 広 μ . 1< ｩｬｾ＠

新 潟 ・ 静 附 . c ' 干潟

浜 松 ・ 仙 台 . IL 帆

5 0 0 0  

ビニ ール!lyvや料

6; :ι 、少'‘

じ お

大 阪市 東区北浜 - tg③ o 1  4  1  

ね な り す た

真写築建

つ

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落 ソリジ ッ トスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート i  

|  外壁シリコン防水 |  

l  製 造。 販 光。ぷ 任 施 工 |  

|合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 l

l  取 締 役 社 長 山 下 謙 治

| 本 tJ 大阪市東住吉区田辺環之町3- 1ω 信人 阪 @ 9  0  8  6  

I  Ｇ￬ 団所大阪市 ｬｦｾ 住吉区駒 川 町 Ｓ →尚也大阪｀ 4370 ・76ω 1

1 出 師 広 島 川 治 山 本 町 1180 低一 4 ケ7

出張所 1u京 都 新 街 区 花 関 町 4 6 町東 1)  5298 .  5264 

建築材料の選び方使い方の専門誌

キ充
建築技術者と材料業者の必読書

築

誌

建

雑

所武 智 工 務

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l ( 井池筋) 旭洋ビル 3 階

電話 (202) 3233 ・3234

株式会社

建設文化社

本社

支社

= 鳴 許 =

気光i ¥遜風器塁

販

売

b

タ

ロ

グ

H

H

終

淳

一
五

三

ス

号

融

晒

昼

ｅ｢ｾ［ ｦ［，［根猛反証ｾ

大阪市西区江戸掘下 通2- 17

田辺工業株式会社

電話土佐郷@ 7437- 9

$  

大 会棒 合 防 耐採はをに天

錆

丘五γえ• ーー一一一ーーーーーーー ーーーーーー

は弄奥 的
7 G 

. 用日・

富{早高町 村重 正山
全 現下 進 軽軽 ・

中 長 さ 式 量 量 間|

一三五 衛兵 任寅

空

亨いを鉄

鉄骨届|切

7ハ 商 施 防
堅 一 一 一一 一一

四重 庖 工 音
牢 ・!御 骨

材 料 と 設 計

毎月 1 日 発 行

B 5 ￥150〒共

企図書庖で発売

東京都文京区小石川町 1 - 1 電話 ( 921) 2739

大阪市西区西長堀1- 5 四 ・ノ嬬ピル 電話@) 9200
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7 " 口ry '7 ｾ＠ J方フk 塗 料 /

. 巴ニール・セメント・ぺイシト

ヴ 〓 。 、，、 ｲＮ［ｾＢ｟

立 ス Ｗ す り よ＿七 ＱＲ Ｚ ｾ 惨水谷ペイント

特お防災シヤーνター全般

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ y ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・シ ャッ ター

- HI ι εi ・
25jjl 俣製作所大阪支庖

大阪 市北 区 若 経 町 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 . 9 0 1 6 ・.4 8  2; ;  

本 社 及 工 場 ・ 崎 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町

建禁抑思待孟新庭尉3錠銭定定ιし一一一一.一一-一一J .一.

2軒剖益勾』晶1. 2 - 固.，17ク

日本住宅公団・公営住宅御指定

蓄 遣 を 益 山 製 作 所

対 ｅ 市 東 芝 川 区三遺 屋 ｾｴ 通 四丁目 電 話情 Ｗ Ｉ 3117.  5871. 7724 

合成樹脂塗料

トル事J ・11-

コ叉富ペヨzhト

合成樹脂

塗床材

壁材内装

-外装用

何判|
コエ E コートとは特殊合成樹脂を主体とした高分子組状塗ヰであります。

特 徴 通 気 性 が あ る た め，コンヲリ ー トが生乾きでも盗装ができ，剥離する

トルギノールは合成樹脂の主主装式 ( コテ仕上) の床材で継目 がな

く衛生的で，圧力，胸耗11: 耐え て永もちのする理組的床材で保混

防音11 : も' ; ; r み断む感じのよい適度の抑カをもっています。

E とがありません。その上乾繰も極めて早し従って工期の短絡ができます

製造元 日本合成樹脂化工株式会社

本 社 大阪市東淀川区三津屋北i且り l の38 T E L 大阪 (301) 2734- 5 
* 不変色 色調自在 女 誌名記入カタログ御前求下古い

営業所 大 阪 東 京 名 古 屋

T  E L  (94) 3012  T EL  (561)  4678 T E L  (24) 4491  
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会 報 ( 8 月 分〉

l-理 事 会 |

18日 4 時- 5 1時半 於会館会議室

出 席 者 尾 崎 会 長 外 7 理 事 早 川 監 事

議 事 ( 1  ) 鉄骨鉄筋コンクリー 1、構造設計実例: ! IWl

版 IL 関する件

( 2 ) 褒章受彩候補者推煎の件

( 3 ) 要望書提出の件

〈イ) 京都大学建築学科の講座拡充なら

びlζ 学生定員増加 1(. 関する要望者

( ロ〉官公rr. 大学工学部建築伊科拡充に

関する要望ｾ

( ハ〕込嘆設備の専門科設置に関する 要

望書

( 4 ) 大阪建設業協会主催 「第 3 回建設資材展

示会」後援の件

( 5  ) その他

( イ) i 新しい建築の設備講習会」後援

の件

( ロ) 海外視察団編成中止の件

( ハ) 第 4 回全図書s市不燃化名古屋大会

lζ 出席の件

( ニ) 全日本建築士会総会 l乙祝電贈呈の

件

付 ) 入退会者承認の件

( 7 ) 報告事項

理事会終了後45周年記念事業の内記念出版lζ 関して

懇談した。

l事 業 委 員 会 |

小委員会 ( 展示会)

2 日 12時半ー 1 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 三品主査・松下，宮永各委員

アパート家具の在り方についての展示会に関し協議

小委員会 ( 映画 ・講演会)

4 日 正午ー 1 J時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松 尾 主 査 小松，駒各委員

講演 と映画会の企画について協議

委 員 会

9 日 6 時一 7 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 岩崎委員長， 岡木，原因両副委員長

外11委員

議 事 ( 1:) 各小委口会経過報告

( 2 )  9 凡 10月の事業企画について

( 3 ) 不燃建築協会主俄の設備講習会に関する

件

( 4 )  45周年記念行事について

小委員会 ( 若い会員の集い)

17 日 1
6

1時一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝 木 主 査，東，水谷. 紙野各委員

懇親会な らびに 9 月のすま業計画l乙っき協議

| 教 育 委 員 会 |

小委員会 ( 設備技術者教育)

5 日 正午- 3 時 於 大阪建設会館

出 席 者 橋 本 主 査，相川委員，設備工事関係

者団中教授外 9 氏

設備技術者のための建築ポケットブッ クの編集企画

K ついて協議懇談

委 員 会

11 日 4 時一 7 時 於 愉 出 繊 維 会 館 会 議 室

出席者 森，上林正副委員長外10委員

議 事 ( 1 )  9 月「リクリェー シ ョンと建築特集」号

経過報告

( 2 )  10月「建設産業構造特集」 号企画審議

( 3 )  11月「材料特集」 号企画審議

( 4 )  12月「日本近代建築迩動史特集」りにつ

いて

幹 事 会

24日 4 1時- 6 時 於 会 宣n会議室

出 席 者 上 林 副 委 員長外 4 幹事

12月 「日本近代建築迩動史特集」号の企画協議

| 住 宅 委 員 会 1

23日 3 時- 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 渡辺委員外 5 委員

議 事 ( 1 )  P.R. 冊子の発行について

( 2 )  45周年記念事業の住宅展について

( 3 ) 高級住宅街の住宅壁面線の設定について

( 4 ) 報告事項
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ＱＴ Ｕｾ 年記 市 今三 Ａ
委員長打合会

4 日 Ｓ Ｑ 昨 Ｍ Ｕ 時於竹中工務 ｝ ｾ ［ 公議室

出席拘 束畑，竹中 i E副委員長，鴻池財務，岩

出荷総務，小] 11展示，むli 辺出版各委員長

各事業の内均等な らびに予t ; J : の概裂について協議打合

住宅展打合会

12日 3 時- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 塚本，海上正副委員長

住宅展 の椛忽について協議

財務委員会懇談会

12日 正午- 2 11寺 於 大|坂建設会館

出席者 河i池委員長代理' 出本氏外五日会会員

6 社

記念事業資金の内総合部門 よりの拠出l乙関して懇談

財務委員会

16日 3 時一 5 時 於 大 阪 建 設 会 館

出席者 * 畑記念事業委員長，鴻池財務委員

長，浅沼，室谷各副委員長，山本，

平山各委員

記念事業 資 金の Ｚ［ｦｾ 企画について懇談協議

|説明会 |

「これか らのパーキング施設J 説 明会

1. と き 8 月・3 1=1 1  11寺30分- 5 時30分

1.  と 乙 ろ 関 電 ホ ー ル 出席者 300人

1. 題目および諮問I

新道路交通法とノ f ーキング施設

大阪府答ノド部交通貨S 1諜 大 谷 盛氏

駐車場法と駐車条令

大阪市計画局計画課長 水 野 福 太 郎氏 ー

新三菱 NSB 駐車場設備( 映画併用)

新三菱重工 K.K. 神戸造船所鉄総部長

篠 原 資 八氏

クリ カパー ク駐車場設備

栗本鉄工所設計部長 加藤九士郎氏

オータワー駐車場設備

日本オータワー工業K. K 専 務 岩 谷 竜 次 郎氏

ウJ レパ リフト駐車場設備( 映画併用)

呉造船所設計部長国府回静馬氏

|座談会 |

「個人住宅の最近の傾向 について」

10日 1 1時半- 5 1侍 於京 l町掘吉田屋

82 

出席. f i 司会足立ギ，野々村五四男両氏，

小林m氏外 8 氏

住宅委日会の主催でIJFJ 催

I  ｾ Ｍｚ竺 タ い ｼ
見学と夏の懇親パーテ ィ一

見学 クラブ OT A

設 計 彦 谷 設 計 ゴH詰所

施工藤木工務 ｝ ｾ［

26日 1 1時半- 2 時 半 出 席 省 30名

互の懇親パーティー

26日 3 時一 4 時半ー

於桜橋キリンビヤホー J レ 出席者ー 20名

|主 坦 |

1  .  官公立大学工学部建築学科舷充に関する要望書

提出先文部大臣，大蔵大臣，科学技術庁長官

日本建築家協会， 日本建築学会，全国建設業

協会， ロ本建築士述合会，建築業協会および

本会の 6 会述箸の上 8 月 8 日付提出

1  .  建築設備の専問科設置 に関する要望書

提 出 先 大 阪 府 教 育 委 員会

大阪府建築士会，大l坂建設業協会 日本建築

学会支部， n木建築家協会支部，大阪府管工

事業協同組合，大阪府電気工事工業協同組合

および本会の 7 会連署の上 8 月24 日付提出

雨量[ 戸玉|

「毎日 建築告書座J 1961年度 (第 2 回〉

1  主 催 毎 日新聞社

1. JVl 日 8 月14 日， 15 H 1 時一 4 時半

1. 会 協 毎 回国際サ ロン

"101 1111 111 111 11 1111 11111 11 111 111 111 11111111 1111 111 1111111 11 11111 1111111 11 11111 11 1111 11111 111 111111 111111111 11 111 1  

編 集 後 記

建 設産業構造特集を組むに当り ， 2  ｉ ｾ ｝ ばかり制策幹事会をもって 協訴

した。 第 l 白lはどういう築でいくかがまとまらず， ζ の特集のむつかし

さを感じたが，第 2 @] では

1. 転換期の建設雇11i t <- il! ，役産業権逃改l(i. は可能かー

2. ゆれる建設中小企業一五s設中小企業は安定した経也が可能か-

3. 深刻をますi l ! 設労t若者問脳- U ! 設労働者はど ζ へいく ー

という 3 つの テーマにしぼった。

1 のテーマのうち 「学者の立掛から今後のU! .li 産業の在 り方を みる J

という瓜梢K ついて法政大学の内山尚三教授から執筆承知をえてい たか

締切後. どうして色多忙のため僻退されてこられたのはま乙とに残念の

いたり である。 なお， f12上鴻点; 郎氏 11 : も欧米の氾¥，役iffi ; f ，と比l践し て，日

本: の建設産業の特殊性についてj瓜縞をお願いしたが c れは駄目であっ

た。 2 のテーマのうち「中小池. 世業者の統一機関化の助主ー金属中小建

設業団体連絡協3員会の結成」 を大阪! i J 土木氾l築協組の僧林氏IL お願いし

たが， ζ れ色 締切後 乙とわってとら れた。 大変残念であ益。

なお乙の号の編集幹i j 1 会iこと協力いた fごいた方はっきーの諸氏である 。

( 順不同) 政附法次氏，納谷祐規民，相沢喜久太郎氏，編集側から . 坂

内委貝，上体制委以長。

以上，執明者な らびに幹事の方々にl事〈お礼申 しあけ. ます。



52tt 大島化学のひふくτっばんを

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノレ

婿鱒鱒議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 1 0 4 @ 3679 ・“ 81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチールザ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場

東 京 第二 工 渇

小 倉 工 場

川 崎 工 場

札 幌 出 張 所

盛 岡 代 理 唐

名古屋代 ｾｇ

晴 子 代 理 商

品 崎 代 理 信

続 式

会 jE

東 京 都 ・ 田 区 錦 糸 町 1 - 25 

東 京 都 ・ 田 区 吾 楠 町 東 4 - 122 

福 岡 県 小 倉 市 赤 滋 上 の 宿31

神 奇 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

北 海 道 札 幌 市 北 上 過 東 4 丁目 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・東 司E鐙 1ll: ( 株 )

愛 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・岡田 盛 材 K K

凧 取 県 米 子 市 抵 園 町 2 - 93 ・吉 田 工務 信

長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西工 業 ( 有 )

ｔｅｌ 大阪 ｾＰ ＩＶ ＳＴＱ ( 代表) .  (40)6342  

T E L 東 京 (623) 代 表01曲 - 0108' (622) 0190 

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9

T E L 小 倉 崎 53 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L  季L・且 @  6162 ・0515 

T E L 盛 岡 1642 

T E L 名 古 屋 恒3 ) 0121 ・2051

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 60岨

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 34) 207- -8・4836- -7
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A

一
命
会

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛む 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

株式

会社

設 計施 工

22大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取締役社長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁目 60番 地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8231 悉

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山・ 高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ信話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 ④ 5 8 9 2  

庸口城代表取締役

庖

所

支

出 強

創 業

大正二年

株式

会社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ループ ドレイ ン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖
r.s 

庖

名 古 屋 広

庖阪

幌

大

キL

大阪市南区11頂慶町通一丁目 四四番地

電話大阪@代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都千一 回E 丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

電ロ 印刷Ｉｌ ｾ ＶＵＰＵＭＸ 番
金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 羽 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 、丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛生 設備

殴 針 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐堀通 1丁 目14番地

話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町6 丁 目 電 話(431) 代表7121

名古屋市中区材木町 1丁目 電話@ 代泰7お6

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 電話@9153番

神戸市生田区北長狭通 2 丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表4731

社須

庖

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 底

科 戸 支 庖

|福 岡 支 后

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高麗婿 3丁目 I 番地 電蔚大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 有 秦 町 1 丁 目 10 番 地

支庖 ・出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台 ・富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

曜 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 同 ピ ル 71 4 号

電 話 大 阪 @1568 ・1569 ・259 4

札幌市北四条西16丁目 1番地高田屋ピノレ二階

電 話 札 幌 ②00 f o ・0956 ・③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

包括中局ｾ 1  .7  6  6  

材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区中ノ烏二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話大阪@印41 ( 代)

本社及東京支庖. 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目一

連 絡 所 広島市基町一( 朝日 ピル〉

建

式

社

株

会

給 ・排 水・ 衛 生・消 火 ・暖 冷 房 設 備

まま西原衛生ヱ業所大阪信

電話大阪@3415番大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44

本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市 北 区富田町一六 ｾ ＷＰＳＱ ｀ ＶＷＹＳ
東京都中央区宝町二 ・六( 村幸ピ J レ2階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑨1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 5098  

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 @1l 58

株式会社

2  

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 閏 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 ー1 の 1

電 @ 1  7  7  8 ・ 4 3  8'  6  

名古屋市中村区牧野町 1- 6 電 話 @ ω66

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 31 電 ② I 3 7 5

営業所

所張

H

H

出
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施
制

川設

大阪市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本僑兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 回 町 3 6 0 客 地

社

居

場

本

支

エ

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地 ( 朝日ピノレ 8 階)

包語大阪ｾ 7  6  4  1  ( 大代)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 務地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 益 装

設 計 施 工

株式会社 朝 日 エ . 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

現 京 支 庖 東京都港区芝浜松岡12ー 7 沼 (431) 7 3  4  1  - 5  

北 海 道 支 応 札 幌 市 北 四 条 西 15丁目 m②2203・③5374.5969

仙 台 文 広 仙台市元寺小路〈五城 ピ ル } 電 ② 8061・⑤.9261

名 古 毘 支 臨 名古鼠市中区東隣町 6- 5 lIt @ 1270 ・1484

広 均 支 信 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 支 庖 福 岡 市 薬 研 町 3 電 ⑪ 0788・@O296

社

生

置

暖

2目

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一帯地

包 括 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (35] ) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生悶区下山手通八丁目 三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通 三 条 下 ル 句 倍 上 ③鎗69番

脅 蘇 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 館 街 大三沢36番

. . b.  

ココE

本

株式会社

支 庖

本

神戸出強所

束事E出現所

三沢出強所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市 北 区間町 ＳＰ 明大阪ｾ ｬ￵ｾ ご ［私。
本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

電 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

温湿度調益・暖冷房・後気給排水・衛生股備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

京都市中京区両替町通 リ姉小路上J レ

篭 話 @( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日市市浜回西末広町電話7503・3ω5

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所仙 台 支 庖

四日市営灘所

; 事 営 * 所

名古屋出張所

社
大 嘉 熱

。断 房 ・ 空 気 調 和 環 境 衛 同 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 図 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

電 信 大 阪 ⑧ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 広 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 ( 筋6) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電話ｾ 4  6  9 .0 ・4 3 1 7  

営灘所・出強所下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

大

京• 名古屋支庖

出彊R野

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ヒソレ)

電 大 阪 代 ( 44) 8  6  2  1 悉

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピノレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 草署

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷 房 。暖 房 ・ 温 湿 度 調 盤 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 政 備

設 計 施 工

階

5

A

u

八

3

市

備

六

一

ぷ

/

~

同

議

会

郎

一

一

寸

明

ト

2

福

引

一

‘

.

速

5

A

d

川

0

州

4

工

4

2

四

球

ぷ

一

削

0

九

整

象

政

主

2

9

1
・

調

施

事

日

通

問

区

間

市

度

能

幡

打

直

(

田

α江

湿

j

裏

方

@

代

京

之

温

計

工

沼

阪

千

東

川

・
・

長

4

4

大

都

県

一一

設

側

一

的

話

京

話

媛

制

大

電

東

電

愛

鵬

阪

理 研

大阪営業所

本社・工渇

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 (35) 2  8  0  6 ・5 0 6 3 ・9 3  5  5  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6 2 9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台・ 高松 ・広島

社本

本社・分室

所

3  

業営
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A: : = 

'so. 

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5273 - 5 ・5451 ー 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 旭 川・ 福 岡

A .  

' : zx 株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 @2 8 9  1- 5 審

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

ｾ＠式株

. t = 

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 ・ エ

社
. 6.  

コヨE

電 気 工 事 設 計 施 工
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中本電気kk ・・H ・H ・. .. .・ H ・....・ H ・4

浪 速 合 板 … ・・ …. ..・ H ・..… -…・・13

浪速建材工業kk ・・ H ・H ・- … … 18

日共冷熱機材kk … ... ・・ H ・H ・前付

日本アスベス トkk ・H ・H ・..… … 11

汽車製造kk ・・ H ・H ・...・ H ・.... … .11

三機工業kk ・H ・H ・- … .. .・H ・-… 12

kk 岸田装工庖… … … … … ・… ・12

合名会社利倉幸商庖… ... . .・ H ・12

福島商事kk …. . . ・ H ・- ………… 12

関ケ原石材 ｾ ｫｫ …………・…… Ｎ Ｑ Ｒ

グルカ工業kk ・H ・H ・.... …・… … 12

大阪建材工業kk ・・ H ・H ・-… 14・18

近自民色気工事kk ・・ H ・H ・- … … .14

東洋リノリュームkk …… … … 15

kk 矢橋大理石商后… ・ … ・・…… 15

亀井kk .. ・・・・・ H ・H ・....・ H ・- … .. 15

日本アスフ 7 7レト

防水工業会関西事務所… … 前付

日本エレベ ータ … … … ...・ H ・.. 5  

日本管工業kk ・H ・H ・..… … … … 3

kk 日本金具製作所. . . ・H ・.. …前付

日本建鉄… ・・H ・H ・- …… ・… 表3

日本合成樹脂化工 … ・. .. ... .. 本文

日本ナッ V 協会関西支部 … 前付

kk 日本ν ヤッタ ー製作所… 表3

日本ドライブイッ ト ....・ H ・.... 8  

日本セメン ト防水朔l製造所… 表3

日本綜合防水kk ・・ H ・H ・H ・H ・- 前付

日本ドアーチエ Y ク製造K K ・… ・・ 中挟

日本熱学工業kk ・H ・H ・.... .・ H ・.. 3  

日東紡績kk ・・ H ・H ・-…. . . ・H ・前付

目漉化学工業kk … …. .. ・H ・.. 前付

西日本アス 7 T  Iレト事業凶同組合・… ・・9

kk 西原衛生工業所・ H ・H ・H ・H ・.. .2  

ハ kk 林塗装庖・ H ・H ・- ……. . ..・H ・. 5

kk 平川鉄工所.... ・H ・...・ H ・.. .前付

平田 タイ ノレ・ H ・H ・. .…. ..・H ・..… 18

ブタパ黒板…. . . ・H ・. .. . .・ H ・..… 15

福屋工業kk ... ・H ・... .. ・H ・.. … … 6

藤本鋳造鉄工所 ... .. .・H ・... .. 前付

藤森建材 kk ・H ・H ・.... ..・ H ・-… 前付

平和工業kk ・H ・H ・.... .. .・H ・.. .… 6

マ 前 回 白 蟻 … ...・ H ・. .…. . . ・H ・. .挟込

松下電器産業kk … … ....・ H ・- 表2

水谷ベイ γ トkk . .. ・H ・. . ……本文

kk 三高製作所....・ H ・...・ H ・- … 19

美索工業所… H ・H ・... . .・ H ・- 前付

kk 室谷商后…. . . ・ H ・. ....・ H ・... ..13

森井電業J<k ...・ H ・- …. .. .・ H ・- ・… 4

森延窯業・ H ・H ・...・ H ・.. … .. .・ H ・.18

ヤ 山 田工業kk …...・ H ・H ・H ・.. …… 3

八幡製鉄 .... ・H ・."・・・H ・H ・- … 前付

kk ヤマ ト電気商会・H ・H ・. ... ・H ・4

八千代電設工業kk. … ・. ..・ H ・... 5  

kk 山本建材社.. .・H ・-・…. .. ・H ・.. 20

kk 油脂化工社. .. .・H ・....・ H ・. . 表3

kk 吉田芳雄商底・H ・H ・. ... .・H ・.. 15

吉野石膏kk. … … … ・・…. ..・H ・..13

kk 寄木商会. . . .・ H ・. .. ..・ H ・.. .・ H ・16

ラ 理研鋼機kk ・H ・H ・. ... ...... .・H ・. . 3  

日本金具製作所. . . .・ H ・... .. ... ... 16

内外工業kk .. ……. . . .・ H ・- … .16

山口硝子庖・・・…. . .・H ・..... ・H ・16

三建設備工業kk .. .・H ・... ... ・H ・.16

kk 大林組…. . . . ・ H ・... .・H ・...・ H ・.17

須賀工業kk …- ・…・・ H ・H ・..… .18

大栄電気kk ・. . . ……・・ ...・ H ・.19

kk 久保商庖…・・・ … ・… . ..・H ・.. 20

熊取谷石材庖 ・… ... .. . …・・… 20

kk 日本セメシト

防水剤製造所 ・… … … ・…. ..・H ・20

kk 三和商会…・ ・……… …. . .・H ・20
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建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

同議長

ドライJ

I1

9べ外Iil
( P A T E NT  ｾ＠

ド ラ イ フ・イ ッ ト ・ ド ラ イ フ' ピ ン

ドライブリベ ッタ ー ・ ド ラ イ ブ リ ベ ッ 卜

毒事

製 造 元

日旗ドヲ τＷＢｾ ・・，ト株式会審主

東京・大阪 ・名古屋

3 4 - 6 .4  4  4  

3 6 - 8  7  0  9  
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ド

リ
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コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

T E L  大阪市北区絹笠町11

床 材 の 決 定 版 /ク ス

TL宅ザ干グ7目・，) グ

rTL苦ザ11' 1 ・TD‘''1'1

元 天 塩川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理底 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大阪 市 東 区 繍 堀 6 丁目 2 1 電 話 大 阪 @ 1 0 2 5 ・5 1 2 7

脅 フ ロ ー リ ン グ はランバーコア合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

* ブ ロ ッ ク は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着剤で簡単に安価に豪華な寄木張の床が出来ます。

.( 各々 樹 種 は な ら、 さ く ら が ご ざ い ま す )

造製
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. 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の 良 否 は 建

築物の死命を制すると言っても過言ではない。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 粗 雑 な 工 事 に 趨 り 或 は 一

部に防水工事は L 、くらでも安〈出来ると云う概念すらあるととは極

めて危険であり建築技術の向上を阻害すること甚しいものである。

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 は 今 更 こ と 新 し く 言 う ま で も な く 適 切 な 材

料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か も そ れ は 明 確 な 責

任を伴うものでなければならない。

斯 界 激 讃 の 冊 子

一 一 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 一 一

・ 年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 ・ ￥4 0 0 干 6 0

建築家に限り 2 割引

何 よ り も 安 心 で き る 年 限 仕 様

ω  
111量省阪1122号 館1可

出 資 金600万円

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  T E L ⑬代表5951 夜 間 管 理 人 室 用 ⑬ 9910

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内) τ E  L  ( 866) 代 表 6 1  0  1  



ゆ

{

国

間

鋼売多角

角形鋼管は断面性能が著しくすぐれておりますので、

形鋼を組み合わせて溶擁した角形鋼などにくらべると、

溶婚の必要がなく、均質で信頼度に寓み、軽量で取緩いが

たやすくなり、その上経済的であるなど有利な特徴をもっ

ており ます。

+  
住友金属工業株式会社

* 祉 大 医 m 車 区 瓦 町 ‘ T 目 3 1電信{ 大代表) 大医 ( 202) 2却 l

宜 祉軍軍・千代図区丸ノ内 2丁目8ノ制覇佳宜ピル} 電醤{ 大代表} 車車位 l 抽2211

植 岡 官 . 所 掴 岡 市 天 神 町 5 8 書 ( 荒神ピル 8 帽) 電踊‘ "' 17151骨 お 昌

広 島 世 富 所 広 島 市 民 量 町 8 暑地{ 広電ピル内} 電信広. l ( 2l7471 ・持96

名古置官富男骨 名古屋市車区久島町5 9 ( 住宜師事古. ピJ I . ) 電量名古園町1欄 阻

仙 古 宮 書 冊 鎗 台 市 . 1 書 町 1 1 車 I . T ピル向 電話幽台(3園田H5126岨

札 幌 骨 量 所 礼 帽 市 北 大 過 西4丁目 6(住宜生命札幌ピル向) 電歯 札幌 同 0 3 7 8

- 新しい建築資材9 11A亨最高の品

ｅ 酉 ｅ 蓋理ヨ ｲｾ

バールタイル( アル三吸音板) ・吸 音 級

インシユレーシヨンボード・スＩｾンド レ ル

) ¥ ー ド オ て ー ド ・ 高 級 化 粧 台 板

J Vー テ イ ク J レ ポ ー ト ニ ・ コ ぺ ン ハ ー ゲ ン リ ア

フ ロ ー リ ン ク・. モ ザ イ v ク ) ¥. ーヶ、ν ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ リ ノ 1) ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ ホ 毛 セ 〆 〉 ト 板

フ レ キ シ プ ル L ー ト ・ 右 稗 板

ヒ 、 ソ タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 脂 ガ う ス ・ ヱ ン ピ υ ア ・ ナ ミ 椋

Iノ フ " ラ . ス ・ ラ ス ボ ー ド

三J ー ジ ン ク " ボ ー ド ・ ル ー フ イ ン グ

ポ ‘ ー ド サ 、 ソ L ュ ・ レ ヂ ス タ

ノ ン ス U ‘ν フ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー

-E・・E 量ヨ・・冨薗

置詰E ・E ・E 掴

ｅ 畠ヨーヨー Ｕ 圃Ｎｾ圃

- L - 一一一一一一一毛・

園圃四・R喜 四

- - 理蝿超・・睡盃・

ｅ［［ ヨ・圃吾掴・Ｎｾ・

田村商奮遅刻部
③ 

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材
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7 7 1 - ( 7' 端ード

Ｈ洛ｾ不制服紛・ＮＮ畳石・ ｅ 耐火緩ｽ

完全耐火性

経 畳 ・ 断 然 性 ・ 吸 .

変形 1: 金〈ない

木村と同繊の加工が出来る

.r 打ち・鋸引き・孔あ I HJ

ト ａ ｡ＮＭＮ， ｾｘ
( 吹付右舗 ・責任鎗ヱ)

吸音・断青島 ・鎗 . 防 止

耐 火 ' Ol l 鋤 ・ 腐 食 防 止
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!  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

( アイクエオ順〉

(301) “ 37 ・臼38

( 66) 飽 61- 2

( 97)  44ω ・8288

(44)  5951 

(47)  3131- 2 

八尾 (029) 幻08 ・ぬ39

( 39) ω24- 5 ・2045

(53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 図 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 板 市 東 淀 川 区 堀 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 4 0

k.k.  

社

社

大阪出強所

耳障 k.k. 

鋒 k.k.

k.k.  大阪営難所

大 阪 営 * 所

ー院

英

盛

k

工

k

4 製 造 業 社

箇 和 建 材

k.k. 工

k.k. 工

田 島 応 用 化 工

大 恵 工

東 亜 エ

日 遷 化 学 工 *

日 新 工 業 k.k.  

(23)  1731代・ 2931代

( 45)  7601' ; "5 

( 312)  0871- 8 

( 39)  20ω ・2207 ・ω3 8

(36) 回58- 9' 5850 

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6 

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

( 73)  2514 

(44)  0255代・ 5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル )

大阪市福島区鷺州本通 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 掘 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 往 道 町 9 1 3

' ) ( 阪市 北 区 絹 笠 町5 O( 堂 ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 i m3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 鈍

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 3

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

(37) お40 ・3505

(37)  1お3

(33)  3.679・“ 81 ・8471

( 35) お45

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836- 7

( 34)  1105 ・ぉ40

(37)  0251- 3 

( 26)  719封t

高槻 ( 5 ) 1646- 7 

( 63)  6221- 4 

京都 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・ω9 7

(64)  3434- 6 

(54)  3785- 6 

(34)  1804 

(45) ω 89  

(37)  3375 

(35)  9231 

(45) 幻 ω ・2030

(35)  2150 ・2030

( 94)  8125- 8 

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 必30

縛戸 ( 4-) 6930 

神戸 ( 4 ) 日84

神戸 ( 自) 0505 

岡山 ( 2) 4272 

.lKiI 27ω 

広島 ( 2) お 81.....2

高 松 (3) 5034 

経山 0525 ・1159 ・2159

佳山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里北通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 丁 目 3 3  

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東. 区 船 越 町 2 丁 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 帯 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 泡 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輸 図 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 了 昆 5 1

大 阪 市 西 区 新 田J 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 岡 町 4 0  

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北4 丁 目 2 4

": ; 1 ; : 阪市東淀川区木川西ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大阪市福島区; と福島南通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 繍 筋 2 - 1  

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町 2 1  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神織共栄ヒソレ

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k . k. 大 阪 支 后

池 田 商 事 k.k.

内 因 商 会

梅 本 石 油 k. k.

枝 松 商 会

大 阪 朝 日 湿 膏 k.k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k.k. 大 阪 営 . ;野

中 西 漫 膏 k. k. 大 阪 管 事 院 所

k.k. 長 野 商 庖

日 本 J t 段 輿 黛 k. k.

前 回 商 宿

村 井 工 繁 F野

山 女 商 事 k.k.

4 工 事 業 社

組 化 建 工 雛 k. k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 后

k.k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 殴 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 . k. k.  

大 野 産 . k. k.  

k .k . カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 膏 工 . k.k.  

k. k. 木 下 組 三 商 庖

k .k. 久 保 商 庖

板 日 興 繁 k. k.

清 水 興 事院 k.k.

k. k. 新 光 衛 信

関 本 建 材 k. k.

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 鍵 k. k.

友 図 工 * 株 式 会 社

内 外 工 . k.k.  

日 新 工 材 k. k.

日 本 渥 膏 工 事 院 k. k. 大 阪 支 庖

フ タ パ 興 * 所

k.k. 双 . 商 会

松 本 涯 膏 工 業 】ι k . 大 阪 支 腐

マＩｾヱス工雛 ｫＮ ｫＮ

丸 藤 商 庖

k .k. 明 正 社

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 情 工 * 所

中 村 涯 膏 工 繁 株 式 会 社

日 建 渥 膏 工 . k. k.  

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 盤 商 唐

膏 盛 建 材 k. k.

古 市 断 然 工 . k. k.  

正 和 商 司匹 k.k.

k. k. 山 本 商 会

(27)  1251( 代)

1  -人 ア ス フ ア ル 卜 同 時 関 西 支 部 1) 1:; 91 !  ;1 ¥11 • ，ＮＮＮｾ，ＮＮＮＮＮＮ，ＭＮＺ＠

犬 阪 市 南 区 長 淘 橋 筋 3 丁 目
k. k.  泊石

Ｎ ｾＮ助会員

丸 普

12 



u . u の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

巳 弔 オ 〉

九 徳 夫 持 11

美 積 ， 、 本 "

'1 A J. 守叩J ，f，

叉 Ｍｊ てＭｾョイコ，ＮＭ

盟

g ・g 製 品 製 造 発 売 元

⑥ 
+
占

占

A

1

冶

F

4

Z

の

1

朱

九

-
a
a
咽

・

回
開

i

，

-

E

幸

:

刻

w

揺

則

合

計

禽

軍

阪

T

F

m

大

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神 戸 市 生 田 区 長 狭 通 四 ノ 一 地 産 ピ ル

T E Lo神 戸 ③ 0 8 8  1  - 3  

支 庖 大 阪 市北区絹笠町五 0 堂ピノレ 5階

T E L 大阪 品川 2  0 3  1  - 4  

決然えない建築資桜

| 耐火ボード I

厄: .5又策ード

努 ｾＭｦ 対一トＭｾ
絶対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

‘ 官主画廊彊

小

斉

』

5

…
紘
一
幻

N

t

種

信

協

争

各

ー

ス

客

用沼野

呉

国

大 阪 支 庫 大 阪市西区土佐堀通1- 1(大同ピル)

電 信 ( 44) 8  9  1  2  - 4  

本 社 東 京都 丸 ノ 内 ・三 菱 東 九 号 館 四 号

電 霞 東 京 (281 ) 239H代 褒)

福岡嘗鍵所 福岡市相生町1- 1 電 恒 例).631- 3

金

四

延

辺

何

時

引

種

売

ル

必

例

制

町

小

各

随

n

p
、
芳

出

品

号

制

国

間
鴨

ヴ

胸

断

吉

ι

耐

苅

多

額

大

13 



建築写真のこ となら

透 視 図 撮 影

地鎮祭一敷地一基礎

一現場一竣工一式典

ま で の 各 種 撮 影

アノレパム ・絵 葉 書 ・

額面伸

6. T. S UN 

商業写真と商業美術のジーチーサン

党け液型煤号ス

寝室霊費ト

ポリエステ J レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 ( 281) 6 9  2  6  - .8  

大阪市東区北浜 3 丁目 52番地

ミ冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事襲

撃 士 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事室

譲耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 選

大阪耐酸 ｚ 業ｾ
大阪市北区浮田町82番地 電話大阪@1333番

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

14 
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内外Z 業株式会社
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アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ブ ロ ン ズ

A

U

、
、
ノ

ハヨ

E

3

0

滞

ト

m

n

u

，
一
、

弓

，

、
e
2

1

8

ル

7

お

を

ノ

~

ビ

~

@

)

i

幡

)

階

R

U

唱

i

'
t

必

a
z

レ

n

d

晴

海

叩

，

J

h

v

町

3

C

5

ピ

し

ソ

k

l

地

1

摘

一
ハ

ー

早

骨

九

は

サ

尾

8

8

9

9

(

唱

E

A

R

リ

J

唱

a

A

区

。

，町

お

の

的

E

@
町

地

川

(

宝

屋

番

i

絹

久

目

荒

諾

区

話

区

町

都

市

開

伽

京

電

司

電

屋

市

阪

古

聞

東

大

名

福

'

J

U

・
宮
川
・
・
"
い
句

本 社

堺 工 場

.  .  

"  

出 張 所

， 

t....: に・" ・・' .，・. ・・" ・" ・ 1・. ・. .・i...- ;・.・・・・t ・、 4 ・・. . . - ・ー. ・・. ・:・つ : ｾ＠ ，-.・て ' .・・.. :二 . '，・.・・ ｬＧ ・・ＮでよＮ・Ｎ・・・Ｇｾ・Ａ .; .  Ｎ［Ｎ・ Ｑ ・ｾＧＮＧ ｾ・・ＮＧＮＺＺＢＮＧ

化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

，Ｍ 、 ｾ 下一Ｍ
r 、，、- ｾＭ

耐 j由 耐アルカリ

ポリエステル系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 工

設計 ・施工には是非弊社で

御相談願います

耐酸化学工業株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

電 話 大 阪 @178 ( 代表) 4161 ｾ＠ Ｔ ＹＵＷｾＸ＠

事

-.
・

e

e
司

.・.・

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

電 話 大 阪 67- 6751(代表) - 4 ・1590

堺 市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

話 餅 ① 1 2  1  3 ③ 1  3  2  2  

間 徳 島
福

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ

A sbesto. Barri ev  

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室

発電所: 配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁 などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

む 話 ③ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)

15 



李白タイル

.圃.

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 複

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

工 場 ・プラットホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 書 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西 区土佐堀 船 町23 ( 大阪 商工ピノレ) T  E  L  ( 44)  3983 

工 場 大阪市城東 区天王 田町 1 の 141 T  E  L  (98)  1149 

設 計 施 工

岩 元 式

|ヌカイライト並里霧ベンチレーター 1

カタ ログ進呈

'‘ 

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

4

ム

4

4

・

会

刊

日

戸

、

E

O

一
エ

E

~

朱

新

日

4

4

区

6

業

職

伽

.

-

司

話

「

」

阪

-

E

大

一

屯

一

冗

柑

岩

負

付

請

取

工

作

施

造

板

グ

ク

一

削

'

7

床

床

3

ツ

i

-

p

ν

ダ

貼

ツ

〆

一

司

フ

:

E

E

フ

イ

ョ

ロ

ャ

ラ

寄

フ

プ

ベ

グ

6歩 幻 寄 木 商

. 0.  

:z:s; 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掲 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1
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.シヤ'，f-
阿国

陸忌ｾ互理言語置

骨

d

v

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

大 阪 301- 0 7  3  7  ( 代 表 )

止
防

山

川

量

菜

風

軽

入

耐

定

漫

蝦

安

扇

本社工場

包 括

ナニワ緩匂 ｾＲ 頁

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

'

拡

大

阪

南

浪

譲

且

一
月
町
一

T

目

七

回

ニ

・

語

M

E

D

六

五

..... ::.. 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会p祉

大阪市浪速区西円子町一O一七替地 浅町駅貨絢入零門前

電 話 (53)  4  8  9 0  (54) 0808- 9  

超硬骨材に顔料、薬品等を配合 した粉末剤でその俊水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ 、ノ口汚れ等の紋点がない耐磨粍性特に強大、表面滑ら かで美 しく 清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。 ( 坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚 さ約2 市程度

学校、工場、病院、 事務所、商底、ガレー ヂ、ガソ リンスタン ド、住宅の玄関、流 し、 、浴室等

に最適であります 。

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大阪市此花区四貫島旭町1-3 TEL( 46) 却 4

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンクリート 造建築

の設計監理

2. ダ イヤモ ン ドトラ ス ・ジグザグトラ

ス ・平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

ｐａｔ ・ Ｐ 式Ｈ 報本 式Ｉヂベル及ク ラ ンプ ｾ

今、

建築物基礎工 ｾ＠
土質調査

、

f A句、

地質

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

〈旧織本建築設計々算事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら 町 3 の2

株式会社

電話 (671) 臼43 ・7007 ・7062

17 



.  18 

扉 ， 5 5 5  

ン グ で 扉 の 開 閉 が 軽 快 ・

ビ端吻ト邑: ，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートパイル・コンクソートブロ・ν ク

助管・煉瓦・とューふ管・衡安治容

を ＧｾＹｉｴ 教プ ､ＮＧＯｾＮ J . " ' ' ' ' ' 十・各種コシヴリート焔- #.

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森下延幸・ 専務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電話 側 2420 ・8217

浪建式

アルミサv シュ・ドアー

スチールサ，リシュ・ド?ー

シャ"J9-. オペレーター

lトカライジ〉タ泌理工場誠

4 ・h 一製造販売ー

£区山立II

場建 靭

浪速建枚Z業様式会ti

聞耳切レ

全国線代理庖 I  



， ， 

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 砂

鶴 田 本 聾 圏 ← ・ 繊 維 の 床 開

.岨塗釦りわ…つ刊ける 織

I  霊 E  ←←. バ川Jル げ レ げ プ 一 座 一
敷腿悶悶壁酎射幸材オ

的 な 趣 味 の 壁 材 → Eωす芯' かぺ

瓢ωすぎかぺ 11 ← ・ 吹付のできる、

- 繊 維 の 色 土 ・… ・・ 一 一 砂

- 御 申越次第カタロ グ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

拘 . "11' ← 踊 崩 事

コーパータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾施

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703 - 4 ・2370 ・40ω. 0264

19 



アルミ/ トルタイル
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30メーカー代理詰

大 阪 ・四 ツ 橋

雲霊d. 宮家3主税総

T E L  (54)  1861 - 5 ・2131 ・2233
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Zる{ ! D量主党ゐ島

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

大建の 2重焼付塗装で

⑮大阪建材工業株式会社町材で l 回

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 1 の 6 電堺 (2)3323- 7

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  電 (75) 0836- 9  

名古屋営業所名古屋市東区東新道町 2 の 7 電 名 (97) 7264 
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F  日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 下 町2- 8 T E L 東 京 ( 201 )0341 (代 )

大 阪 常 業 所 大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3 9  T E L大 阪 ( 36 ) 6758  (代 )
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取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営業 所 大 阪 市 東 成 区 西 今 皇 町 2 - 48 電話i @ 4765 ・00633
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日本建築協会優震謹明 セ メ ン ト 増 強 筋 水 剤

ヲ方ータイ1- 8雪

紙会祉日本セメント防水剤製造所

1  ( 船 超 ピ J レ) 電 話 ⑧ 2626 (直 通 )

名 古 屋 ⑧ 1 3 3 1  

Ｚｾｨ 水 工事 仙 台 ③ 0 7 2 い 札 帆 ⑤

大 宅 工業 高 松② 8 6 9 7 安 藤 工 事 福 岡 ③ 5 7 6 5

鐙 永 建 材 広 島 ④ 3 5 6 7

仕

同

悼

刷
官

ル

贈

呈

官 電

古 手

動

重力

武株
4

・・・・・司

式

式

合 バ ラ ン ス

合 パ イ プ

私自本シャッター製健所

本社エー・ 大 阪 市 東 淀 川 区 回 川 通 6 丁 目 3 8 番 地

電話 ( 大阪) (301) 代 3 6 5 6 - 9 番

エー・ 東京 福岡 支ｾ営験所 名古屋高絵岡山高知
代行販売庖 全国主要都市ニアリ
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新しい製品
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五

十

円

(
送

料

共

)

. 色 柄 が ず っ

ソ，ふシ

部

足 ざ わ り も 歩 い た 気 分 る

フ ト な 弾 力

ソ フ ト ン タ イ ル は ， ま る で 美 し い 織 物 の よ う に ，

複 雑 な 絵 模 臓 を 出 す の に 成 功 し ま し た それに ，

姉 妹 品 プ ラ ス タ イ ル P に比べ，強力もつよく，す

べ り も 少 く な り ま し た

ご家庭やホテノレ ・喫茶底，会社 ・官庁などに，

. 三星プラスタイル . 三星アスフアルトタイル

. 三 星 P タ イ ル . 三 星 マ チ ス タ イ ル

主電， ι ，ヲＱＧｾ今 Ｇ町

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社
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大 臣 出 蝿 所 大 阪 Ili l川 r>{J ;O: 町 端 1 - 7 4 T E L  ( 判 ) 59勾 {代)

償 問 符 用 人被 川 T E L  “心 99叩

客，e

，

 

ごノ

v  

電 話 大 阪⑮ 9648 ・9649 ・9640

媛 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ー・ ・・・・・. ...

「建築と宇士会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 鎗 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


